
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    キモイマン


    
      中沢　健

    


    
      イラスト　荻pote

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    　序　


    第一章　ジャスティスター


    第二章　キモイマン


    第三章　偽にせキモイマン


    第四章　キモイマンＸ


    終　章　ヒーロー


    



    あとがき

  


  [image: ]


  
    



    　　　　　序


    



    　小学四年生の夏休み、オレは人生初のカツアゲに遭った。


    　ゲームを買うために自転車で隣町のデパートに向かっていたオレは、その道中にある駄菓子屋の前を通ったところで見知らぬ中学生たちに声をかけられてしまった。後から考えれば、無視してそのまま全力で逃げればよかった。だけど、中学生に呼び止められて、小学生のオレには逆らう勇気も咄とつ嗟さには湧わいてこなかった。


    　そのまま、駄菓子屋の裏手に連れていかれたオレは、五、六人の中学生たちに囲まれた。何が起こっているのか周囲に見えないように、集団で壁を作るようにして立つ彼らを見上げながら、学校で先生から「最近、お金をせびってくる中学生が多いから気をつけなさい」と言われていたことを思い出したが、具体的にどう気をつけるべきなのかは教えてもらった覚えがなかった。


    「おまえ、どこ小？」


    　中学生の一人からそう聞かれ、


    「す、鈴すず村むら小です」


    　と答えると、中学生たちは目で示し合わせた。よその町から来た人間だと分かり、カモにするにはちょうどいいと考えたのだろう。正直に答えず、この町の小学校だと嘘うそをついたほうがよかったと後悔した。


    「はい、出して」


    　にたにた笑いながら中学生の一人が手の平を差し出してきた。周りの中学生たちと比べると、大柄で迫力もあるこの男がグループのリーダー格なんだろうと思った。ここで「何をですか？」なんてしらばっくれてもいいことはないのだろう。オレはおとなしく財さい布ふを差し出すしかなかった。


    　ゲームが買えないのはいやだったけれど、せっかく貯ためたお小遣いを奪われるのはつらかったけれど、ここで断って痛い目に遭うのはもっといやだった。どうせ盗とられるなら、何もされないうちにさっさと渡してしまったほうがいい。まだ彼らが笑っているうちに。


    　相手の要望に応こたえて財布をポケットから出したそのときである。


    「渡さなくていいよ」


    　男の子の声が、中学生たちの背中越しに聞こえてきた。


    　中学生たちは、後ろを振り返る。そこにいたのはオレと同い年くらいの小学生だった。


    「なんだ、おまえ？」


    　中学生の問いかけを無視して、男の子はオレに向かって、


    「さぁ、こっちに来なよ」


    　と、手招きする。でも、中学生の目が怖くて、オレは動けない。


    「なに勝手に話進めてんの？」


    「最近のガキって、こんな生意気なん？」


    　ガキ代表としてオレが代わりに謝ってしまいそうになる。だけど、言われた本人は、


    「最近の中学生って、小学生にしか威張れないの？」


    　と、心の底から馬ば鹿かにするように言い返した。その一言が、リーダー格の中学生を一気にヒートアップさせてしまう。


    「泣いて謝っても、もう許さねえからな！」


    　怒った中学生の顔は、学校のどの先生よりも恐ろしくて、オレは思わず泣きだしそうになる。リーダー格の中学生が男の子の胸ぐらを掴つかむ。これから彼はぼこぼこにされちゃうんだと思った次の瞬間、中学生の体は宙に浮いていた。一瞬、何が起こったのか分からなかったが、男の子はひょいっと中学生を背負い投げしていたのである。


    　小学生が中学生に勝った!?　コンクリートの路上に叩たたきつけられ、ぐえっと声を漏もらす中学生を見て、オレは信じられない気持ちになる。ヒーロー番組や時代劇みたいに、正義の味方が悪者に襲われて大ピンチのオレを助けに来てくれたんだと思った。


    　だけど、人数の差はどうしようもなくて、最初は圧倒的な強さを感じさせた男の子も、その後はどんどん押されていってしまった。自分が殴った分の何十倍も殴られてしまっていたけれど、それでも彼は抵抗をやめなかった。ただ、見ているだけのオレと違い必死に戦った。


    　こんな痛い目に遭うくらいなら、さっさと負けを認めちゃえばいいのにとオレは思ったし、どんなに抵抗しても結局、力ずくで彼の財さい布ふも奪われてしまった。もちろん、オレも無抵抗のままに財布を奪われた。


    　あんまり腹が立ったのか、財布を奪った後も、中学生たちは彼を殴り続けていた。


    「こら、何してんだ、おまえら！」


    　騒ぎに気づいた大人が、ようやく助けに入ってきてくれて、中学生たちは慌てて逃げていく。


    



    　ボロボロになって倒れている彼に、オレは声をかけることもできなかった。


    「くそぅ～。次は絶対負けないからな！　もっと強くなって、悪いヤツらにも負けないようになるんだっ！」


    　彼は空くうを睨にらみながら、そう言った。あれだけ酷ひどくやられたっていうのに、オレには彼が負けたようには思えなかった。一発も殴られていないオレは今にも泣きだしそうな顔をしているのに、ぼこぼこにされた彼の顔はとっても輝いて見えた。


    　お金を盗まれて、欲しかったゲームも買えなかったのに、このときのオレは不思議と悪い気分じゃなかった。

  


  
    



    第一章　　　ジャスティスター


    



    　茨城県のど田舎の電車も、朝の通学時間帯は、さすがに人で混こみ合う。座れた記憶もほとんどないし、今日も立って高校の最寄り駅まで電車に揺られている。


    　どうせ座れないのなら、もっと混み合ってもいいのにとオレは思っていた。


    　中学生の頃ころ、東京の親しん戚せきの家に遊びに行ったとき、こちらでは経験したことがない満員電車に乗ったことがあった。乗客全員が押しくら饅まん頭じゆう状態で最初はとんでもない不快感だったが、自分に密着しているのが若くて綺き麗れいな女性だと気づくと、一気に不快感も消し飛んだ。学校では女子と触れ合う機会などまったくなかったから、女性の柔らかい体に触れられるだけで幸せだった。


    　今この瞬間が、東京のような満員電車に変わってくれたら、オレは目の前に立っている女の子に触れることができるのに──。


    　太陽の光を反射して輝いている長髪。その間からちょこんと飛び出した耳が可愛かわいらしい。少し立ち位置をずらして見ると、光沢が眩まぶしい鼻も見える。何な故ぜか女性の中にはテカりといって、鼻の光沢をいやがる者もいるが、光を反射させる肌は若さの象徴のように感じられてオレは好きだ。真っ白な首筋も素晴らしいし、さらに下のほうに視線を落とすと細くてすらっとした脚も見える。
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    　ジャンパースカートの上にボレロを纏まとった制服も、健康的で清せい楚そな彼女に似合っていて、見ているだけで幸せになれる芸術品のようだった。


    　できることなら見ているだけでなく、直接触れて堪たん能のうしたい極上の一品だった。


    



    　彼女の名前は、小こ宮みや美み織おり。


    



    　通っている高校も違うし、こうして朝の通学時に同じ電車に乗り合わせるだけの関係だ。もちろん、会話を交わしたことすら一度もないが、オレは彼女のことが好きだ。


    　オレが電車に乗り込んだとき、彼女はいつも一人で、文庫本を読んでいる。ほとんどの乗客がスマホを眺めている中で、読書をしている彼女はいい意味でちょっと浮いて見えた。


    　読書をしている人は周囲の目に無防備になる。だから、オレもじっくりと彼女の姿を観察できる。


    　がたんと電車が止まり、乗客の五分の一くらいが降りて、降りた客の倍近い学生たちが乗り込んでくる。


    　いつものように、美織はここで鞄かばんに文庫本を仕舞い、読書タイムもここでいったん終わる。オレの観察タイムも終わる。


    「みおりん、おっはよ」


    「みおちゃん、きのうのミュージックゾーン見た？」


    　この駅で、彼女の友達が数名乗り込んでくるのだ。


    　ここからは、情報収集タイムの始まりだ。


    　美織とその友人たちは、彼女たちの高校がある二つ先の駅まで、楽しそうにおしゃべりを続けている。


    　友人たちも決して容姿は悪くないが、彼女と並ぶと引き立て役のように見えてしまう。話のレベルも読書好きの彼女と比べると一段落ちるような気がする。それでも、オレは彼女の友人たちには感謝せねばならない。


    　彼女と友達の会話に聞き耳を立てることで、オレは彼女の名前はもとより、美織がご飯よりもパン派であるらしいことも、映画好きらしいことも、猫が好きなことも、赤あかい花はな子こという女性歌手のファンであることも、英語が得意で数学が苦手なことも、弟がいるらしいことも知った。


    　ちょっとずつ彼女──小宮美織のことを知っていくうちに、自宅が速はや水み町にあることも知った。


    　稀まれに運がいいときは、帰りの電車でも一緒になることがあるのだが、一度彼女に見み惚とれていて自分が降りる駅を乗りすごしたことがあった。ついつい、そのまま彼女の後をつけていき、自宅の場所も確認している。出そうと思えば今年は暑中見舞いや年賀状だって送れる。さすがに名前は書けないから、出さないが。


    　そしてもっとも大事なこと。


    「美み紀きも那な奈なも彼氏持ちだもんなぁ。いいよね。みおりんは彼氏作らなくていいの？」


    「え？　う～ん、今は好きな人もいないから無理に作ろうとは……」


    　美み織おりに恋人がいないこと、片思いの相手すらいないことを確認できた。


    　この年とし頃ごろの女子は何かと恋バナをしたがるので、その度たびに美織の口から「彼氏ができた」「好きな人ができた」という言葉が発せられたらどうしようと、ドキドキする。


    　今日の情報収集タイムは非常にいい成果があった。心の中で祝杯をあげていると電車が止まり、美織は友人たちと笑え顔がおでおしゃべりしながら彼女たちの高校の最寄り駅で降りていった。


    　オレの通う高校はここからさらに二駅先の片かた桐ぎり駅なのだが、できることなら、オレもここで降りたい。とはいえ、今から美織の通う高校の編入試験を受けるわけにはいかないし、受けたところで合格できる学力もない。そもそも彼女が通っているのは女子高だ。


    　こうして、本日のオレの幸せな時間は終了する。


    　起床してから、まだ二時間も経たっていないが、ここからはいやなことしか待っていない。


    



    　片桐駅を降り、十分ほど歩いたところに、オレの通う高校はある。


    　登校中の集団が、まるで一つの巨大な生物のように塊かたまりとなって、うるさくおしゃべりをしながら学校までを歩いていく。


    　何が楽しいのか知らないが、朝から陽気にはしゃぐ生徒たちを見ていると、うんざりしてしまう。オレはこれから大嫌いな、最低最悪な場所へ行くというのに、へらへら笑いやがって。


    　オレの毎日が楽しくないのは簡単に言ってしまえば、いじめが原因だ。


    　小学生のときはそれなりに友人もいたし、楽しくやっていたのに、中学校にあがるといじめの標的にされた。いじめられるようになると、小学生の頃は一緒に遊んでいた連中までもがいじめに加わってきたり、無視したりするようになったのには驚いた。


    　小学生のときのあだ名は本名・高たか寺でら一いち郎ろうの「高」と「一」を取って、タカイチだったのに、中学からは、キモ男になった。彼らに言わせると、とにかくオレはキモいらしい。オレのどこがキモいのか？　別に容姿はイケメンとは言わないが、特に悪いとも思わない。


    　中学生活をいじめられて過ごしたオレは、高校では小学生のときのような明るく楽しい生活に戻りたかったのだが、中学時代の同級生も何人かいる高校ではキャラ変も難しくて、平和だったのは最初の一週間くらい。気がつけば、中学のとき以上に酷ひどいいじめを受けるようになっていた。


    



    　学校に着くと、下駄箱や廊下で同じクラスの顔をちらほら目にする。「おはよ～」「おはよう！」と挨あい拶さつが飛び交っているが、その輪の中にオレが入ることはない。


    　それは教室に入ってからもそうで、他ほかの皆は仲のいい生徒と挨あい拶さつを交わしているが、誰だれもオレに挨拶なんてしてこない。


    「おはよう」


    　あ、一人だけいた。いつもオレに挨拶をしてくるヤツ。クラスメイトの坂さか下した優ゆう花かだ。


    　名前からも分かるように、なんと女子である。確かに坂下は女子ではあるのだが、見た目がぽっちゃり体型で、はっきり言ってしまえばデブだ。いや、デブだって愛あい嬌きようがあったり社交性があれば、クラスでも悪くないポジションにいられる者はいる。クラスにも坂下よりも太っている生徒はいないわけじゃない。坂下の場合、その暗い雰囲気が災いして、一年生のときにいじめが原因で不登校になったこともある。現在はオレのような酷ひどいいじめにまでは遭っていないが、多くの生徒からシカトされている。


    　とにかく申し訳ないが、坂下はオレの中では異性として見られる存在ではなかった。


    　そして異性として見られないのなら、せめて坂下が男子であってくれたらよかったのにとも思う。もし男子だったらオレの話し相手くらいにはなることができただろう。


    　そんなわけで、坂下とは一年生、二年生と同じクラスなのだが、彼女にはいつも素っ気ない態度を取っている。


    「あ、どうも」


    　と、気のない返事だけして自分の席に着く。


    　席に着いたら、すぐに文庫本を開き、本に夢中な人間のフリを開始する。読書は嫌いじゃないが、教室で本を読むときは自分の存在感を消す道具となる。皆と違う行動をしている人間は目立つ。ほとんどの生徒がはしゃいでいる中で、何もせずに一人でぼーっとしているのは、いじめっ子たちの目に止まりやすくなるのだ。


    　読書をしている生徒なら他にも何人かいるので一応カモフラージュにはなる。スマホをいじっている生徒はもっと大勢いるのだが、むやみにスマホをいじっていたりすると、クズどもにスマホを取り上げられ勝手にいじられたりして、これまた面倒なのだ。


    「うぅ、だりいわぁ～」


    　読書に集中しているわけじゃないから周囲の会話もよく聞こえている。


    　今もいやな声が聞こえてきた。


    　この学校には多くのクズが存在しているが、その中でも、クズトップ３と心の中で命名している三人の生徒がいる。そのうちの一人、西にし原はら大だい地ちが登校してきたのである。


    　オレは彼がこちらに関心を示さないように、存在感を消せていることを願いながら、活字を追いかけた。本の中ではやさぐれた人生を送っていた主人公がついに家族と分かり合う感動的なシーンになっているっぽいが、自分が置かれている環境との大きすぎるギャップで内容がまったく頭に入ってこない。


    　幸いにも西原はそのまま自分の席に着いたようで、きのうテレビで観みた格闘技の試合についてクラスメイトと語り合っている。


    　ほっとしたのも束つかの間、


    「西にし原はらぁ、数学の宿題やった？」


    　クズトップ３の一人がまたやって来た。村むら石いし純じゆん也やだ。


    「あぁ、すっかり忘れてたわ」


    「マジかよ。数学一限だろ」


    「うぅん、どうすっかな～」


    　クズどもの会話がそこで止まった。気になって、文庫本から目線を上げて、一瞬教室の様子を窺うかがう。


    　その一瞬の行為が大失敗で、オレは西原と目が合ってしまった。


    　へらへら笑いながら、クズ二人が、こちらにやってくる。西原はサッカー、村石はバスケをやっていて、体格もいい。そんな迫力ある体育会系二人に囲まれて、筋金入りの弱小文科系のオレは情けなくも俯うつむいてしまう。


    「キモ男、数学の宿題やった？」


    「あ、はい」


    「そうなんだ。ちょっと見せて」


    「あ、はい」


    　鞄かばんを開けて、数学のノートを渡す。


    「さんきゅー」


    　西原は、その場でノートをぱらぱらめくり、宿題のページを見つけると、びりびりっと破り取る。


    「これもらうね」


    　そう言って、宿題の解答を持って自分の席に戻っていく。


    「答え間違ってたら、殺すからな」


    　村石もそう付け足して、離れていく。


    



    　小説の中で繰り広げられている平和な一家団だん欒らんを描いた光景が、「殺す」とか「死ね」とか「惨殺」「復ふく讐しゆう」「生き埋め」「爆殺」「皆殺し」といった単語で埋まっているように錯覚してしまうくらい、オレの感情は怒りで溢あふれていたが、ひょっとするとオレって役者になれるんじゃないかと思えるくらいに、何事もなかったような無表情な顔でオレは読書をするフリに戻った。


    　……まぁ、朝はこの程度ですんでよかったじゃないかと、自分を慰めた。


    　五月の大型連休も終わったばかりだけど、早く夏休みが来てほしい。異常気象で連日四十度とかになったとしても、学校に来ることと比べたら天国だと思う。


    



    　教師が来て、授業が始まるとオレの心もやっと落ち着くことができる。別に勉強は好きじゃないが、それでも生徒たちが野放しにされる休み時間などよりは平和でいい。


    



    　一生懸命に先生の授業を聞いて勉強して優秀な大学に入学して、エリートしかいない会社に入ることができたら、クズどもに馬ば鹿かにされず、クズどもを見下して生きていくこともできるんだろうか。まあ、大出世してクズに復ふく讐しゆうする自分の妄想に夢中になって先生の話をまともに聞いていないオレにはそんな大きな夢も叶かなえられそうにないが。


    　勉強が無理なら、空手道場にでも通って強くなる？　いやいや、スポーツなんて勉強以上に持続できないだろう。


    　毎日本を読んでいるんだし、文章力もそこそこ付いてきているかもしれない。作家になってベストセラーでも書いて大金持ちになってやろうか？　作家から知事になった人もいるし、クズどもを一掃する条例を作って復讐できるかも。いやいや、読書をしながらもいつも周囲の会話が気になって仕方がないような人間には小説なんて書けないだろう。


    　それなら、ミュージシャンを目指すとか？　ミュージシャンって世間から見たらクズみたいなことをしていてもモテるイメージがあるし、すごい美人の彼女を作ってクズどもを羨うらやましがらせてやるとか。いやいや、楽譜もろくに読めなくて音楽の成績だって悪いオレがミュージシャンで成功なんて夢物語だろ。


    　……その後も、役者やお笑い芸人、漫画家や評論家、オカルト雑誌でよく紹介されている秘密結社のメンバーなど、今の現状から脱してクズどもを見返して復讐できる将来について考察を続けてみたが、どれもこれも自分には不可能そうだと結論が出るのと同時に、昼休みのチャイムが鳴った。


    



    　クズに声をかけられる前に、オレは急ぎ足で教室を出る。といっても、特に用事もないので、一年生の校舎に行ってみた。同学年の人間がいないところに行けば、オレに関心のあるやつはいないので安心できる。


    　マザー・テレサは「愛の反対は無関心」みたいなことを言ったらしいが、オレには無関心こそが愛だ。誰だれもオレに構わないでほしい。無視こそが最大のいじめだとよく言われるが、それは人によるのだろう。少なくともオレは、罵ば声せいを浴びせられたり、殴られたり蹴けられたりするくらいなら、誰にも関心を持たれないほうがいい。


    　こんなふうに休み時間はクズどもにからかわれないように逃げ回り、授業中は現実から抜け出す妄想をひたすら繰り返すという学校生活を送っている。部活に入っていないオレは、帰りのホームルームが終わるとすぐに教室を飛び出したが、


    「高たか寺でらくん」


    　廊下でオレを呼び止める者がいた。振り返ると、人なつっこい笑え顔がおの男が立っている。この男の名は、鈴すず木き和かず之ゆき。いまは別のクラスだが、一年のときは同じクラスだった。


    　成績優秀で、運動神経もそこそこよくて、先生たちのウケもいい。そのうえコミュ力も高く、ガラの悪い生徒だろうが、影の薄い生徒だろうが、彼は分け隔てなく接する。


    「これから、一緒に遊びに行こうよ」


    　そんな彼から、遊びに誘われた。周囲の生徒の中には、オレのような最下層のいじめられっ子にまで優しくしてやる鈴木のことを感心するように見ている者もいる。


    　だが、この男こそが、クズトップ３の残り一人であり、オレにとってはもっとも恐ろしいそのリーダー格であった。
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    　放課後。オレは鈴木に連れられて、学校から歩いて五分くらいの場所にある鈴木の親の会社が所有している倉庫の中にいた。鈴木の父親は会社の経営者であり、不景気で騒がれているこのご時世でも成功しているらしい。


    　会社ではほとんど使われていないこの倉庫は、鈴木と仲間たちのたまり場となっており、好き勝手に使われている。ここを鈴木たちは『スタジオ』と呼んでいた。


    　五十畳ほどの広さに、バスケットボールができそうなくらいの高さがある立派な倉庫である。だがそこには、段ボール箱だけが無数に散乱している。鈴木たちはこの段ボール箱を椅い子すや机代わりに使用しているので、その周りには飲みかけのペットボトルやお菓子の袋なども散らばっている。


    　スタジオ内にはオレと鈴すず木きの他ほかに、クズトップ３の西にし原はら、村むら石いしもいた。オレ以外の三人はいくつか積み重ねられた段ボール箱に座っている。馬ば鹿かと煙は高いところが好きと言うが、クズも高いところが好きらしい。西原と村石はオレを見て可お笑かしそうに笑っていて、一番高いところに座っている鈴木はずっとスマホの画面を見つめていた。


    「キモ男、今日は監督が動画の撮影するって言っただろ」


    「何、勝手に帰ろうとしてんだよ」


    　村石、西原が交互に文句を言ってくる。


    「……ごめんなさい。ちょっと寝不足だったもので」


    　いじめに対して抵抗してもいいことはない。クズどもがオレをからかうのをなるべく早く飽きるように、刺激も提供しないようにする。


    　それが学校生活で学んだオレの生きる知恵である。


    「寝不足って、遅くまで何してたんだよ」


    　西原が疑問を口にすると、


    「チンコ握りしめて、エロ動画でも観みてたんだろ」


    「わ、キモ男、きも！」


    　村石が勝手に推測して、気持ち悪がる。


    　確かにエロ動画は観ていた。だが、高校生の男でエロ動画の視聴が日課になっていない人間のほうが少数派だろう。同じことをしていても、オレがすればキモイことになってしまうのだ。


    「映画を観てました」


    　これも別に嘘うそではない。昨夜はエロ動画、映画、エロ動画、エロ動画の順に鑑賞して結果寝るのが遅くなったのである。


    「なんの映画、観てたんだよぉ」


    「やっぱ美少女アニメか？」


    　アニメだって、オレじゃなければ観ていても馬鹿にされないんだろう。オレが観ることで馬鹿にされてしまうのなら、アニメの作り手の皆さんにマジ申し訳ない。


    「ス、『スター・ウォーズ』です」


    　実際に観ていたのは、『少女革命ウテナ』というアニメの劇場版なのだが、西原が最近『スター・ウォーズ』にハマっていることを知っていたので、あまり馬鹿にされずにすむかもしれないと考え、嘘をついた。


    「おっ。『スター・ウォーズ』観てたんだ。キモ男、好きなの？」


    　作戦が成功したのか、西原の態度が若干フレンドリーになる。友人に向けるような笑え顔がおを見せて、こちらに近づいてくる。


    「あ、はい。ＤＶＤも全部持ってます」


    「そうなんだ。どのエピソードが好きなんだよ」


    「エピソード２です。ヨーダの動きが速くてかっこいいですよねぇ」


    　楽しい『スター・ウォーズ』トークが続いていると思ったが、次の瞬間、西にし原はらからキツい一撃を腹にお見舞いされてしまう。


    「キモ男のくせに、『スター・ウォーズ』語るんじゃねえよ！」


    　キモい男には『スター・ウォーズ』を観みる自由もないらしい。どう考えてもダークサイドの人間としか思えない理不尽な言動でオレを追い詰めるクズども。


    　助けに来てよ、ヨーダ。


    



    「西原、同じ『スター・ウォーズ』好きにそんな酷ひどいことすんなって」


    　助け舟を出してきたのはヨーダではなく、さっきまでクズどもの後ろでずっとスマホをいじっていた鈴すず木きだ。もちろん、オレも彼が本気でオレを助けようと思っているわけじゃないことは分かっている。


    「それじゃあ」


    　鈴木はそう言って微笑ほほえむと段ボール箱の山からすたっと飛び降りる。そして、スマホをこちらに向けると、


    「大好きな『スター・ウォーズ』のものまね、よーいスタート！」


    　と、叫んだ。


    『スター・ウォーズ』のものまねってなんだよと、心の中では思ったが、とりあえず無難に「ふぉー、ぶふぉーっ」と独特な呼吸音を口にしてダースベーダーのまねをする。


    　西原や村むら石いしの言うことにも逆らえないが、それ以上にこの鈴木には逆らえない。鈴木は学校内ではあまり派手なちょっかいは出してこない。でも、クズどもしかいない場所では誰だれよりも残酷な一面を見せる。


    「うぅん。ちっとも面白くないな。こんなんじゃ再生数も稼げないや」


    　スマホをポケットに仕舞い、鈴木は残念そうにため息を漏もらす。そして、


    「仕方ない、キモ男くん。今日も罰ゲームだ」


    　そう言って、にやりと笑う。


    　いじめられているときに抵抗するのはよくないが、それと同じくらい怯おびえているのを表に出すのもよくない。


    　それが分かっていても、鈴木の笑え顔がおを見ると、オレは自分の怯えを隠しきれない。


    



    　五分後、オレは全裸でシャドーボクシングをしていた。オレは西原と違って格闘技観戦の趣味もないし、もちろん人前で全裸になるような趣味も持っていない。


    「もっと腰を入れろよ！」


    　西にし原はらの野次が飛んできたので、テレビや映画で見たボクシングのシーンを思い出して「しゅっしゅっ！」と口にし、エアパンチを連打する。


    「監督、キモ男の動きはこんなもんでいいか？」


    　村むら石いしが、鈴すず木きに聞く。彼らは最近こうやって動画を撮影することにハマっている。この倉庫のことをスタジオと呼ぶのもそのためだ。クズどもの中心となってろくでもないアイディアを考える鈴木は監督と呼ばれている。


    「動きが単調だから、もっと相手の攻撃を避よける動きも欲しいな」


    「うーん。だってよ、キモ男！」


    　オレは慌てて左右に動くアクションも入れる。すると、


    「おぉ、すげえ！　チンコもぶらぶら揺れてっぞ!!」


    「わ、マジだ！」


    　クズどもは爆笑する。チンコが揺れて爆笑って幼稚園児かよと思う。こんなに低レベルな知能しか持っていないくせに、力も権力もオレより大きいのだから、この世の中は理不尽だ。


    　オレも自分が聖人君子だとは言わないが、人間の持つ悪の上限がオレ程度だったら世界も平和なのにと思う。どんなに力があっても権力があっても、オレだったら弱者を裸にさせたりしない。そんなことをしても何も楽しくないし、なんの得もない。やらせるんなら宿題を代わりにやってもらうとか、休み時間や放課後に肩でも揉もんでもらうとかせいぜいその程度のことだろう。


    



    　全裸ボクシングの撮影も終えて、鈴木たちが帰った後にスタジオを出る。このまま真っすぐ駅に向かって、鈴木たちと駅で会うようなことは避けたい。何本か電車を遅らせようと思い、学校に一度戻って時間を潰つぶすことにした。下校時刻から一時間以上過ぎた校舎には人もあまり多くないので落ち着けるはずだ。


    　図書室にでも行こうと廊下を歩いていたところで、大きめのキャンバスを持った坂さか下した優ゆう花かが歩いてくるのが目に入った。向こうもこちらに気づいたらしく、互いの目が合ってしまった。


    　別に泣いていたりしているわけではなかったが、オレは自分の顔を隠すように坂下から目を逸そらした。すると、


    「大丈夫？」


    　と、坂下が聞いてきたが、そのままオレは無視して坂下の横を通り過ぎた。坂下はまだ何か言いたそうな顔をしていたが、オレは話しかけんなオーラを全身から出して拒絶した。


    　オレと比べたら、無視という軽いいじめに遭っている坂下が、自分と同類の人間を見つけたと言わんばかりに馴れ馴れしく声をかけてくるのが、オレはムカついて仕方がない。


    　あいつに抱いだくこの嫌悪感は、デブだとか性格が暗いだとかなんてことより、もっと大きな問題なんだ。


    



    　坂さか下したのせいで学校で時間を潰つぶす気持ちも吹っ飛んでしまった。なので、コンビニでしばらく雑誌の立ち読みをしてから駅に向かった。ようやく帰りの電車に乗れたオレは、気がついたら、自宅のある最寄り駅ではなく、小こ宮みや美み織おりの暮らす速はや水み町の駅で降りていた。


    　全裸動画を撮影されるのはそこまで珍しいことでもなかったが、今日の精神状態にかかる負荷はいつもより大きくて、美織を一目見ることができたらと思ってしまったのである。


    　今は、美織のことを一方的に見ているだけだが、彼女とはいつか何かがなんとかなって親しい関係になれるんじゃないかという漠然とした気持ちがあった。具体的にどうすればいいのか分からないが、いつかは自分のいる環境も立ち位置も変わるはずだ。オレだって小学生のときはそれなりに周りとも上う手まくやっていけていた。今は最悪でも、また友達もいて楽しい日々に戻るときはきっと来る。そうなれば、美織と親しくなれるチャンスだってゼロじゃない。


    　そんなことを考えていると、美織が暮らす町にいるというだけで、わくわくもしてしまう。


    　駅から少し歩くと、古びた駄菓子屋が見えてきた。そういえば小学生のとき、オレはこの店の裏手でカツアゲに遭ったのだった。今と違って、暴力に接することもほぼなかったオレにとっては、人の悪意を肌身で感じた最初の体験だったかもしれない。


    　だけど、このときは同学年くらいの男の子が助けに入ってきてもくれた。結局中学生からお金は盗とられてしまったのだけど、彼のおかげであのときのことは今でも決して悪い思い出とはなっていない。


    　中学校で最初にいじめが始まったときに、彼みたいに抵抗していたら少しは状況も変わっていたのだろうかと考えることもある。だけど、理想はあくまで理想であり、現実にいじめられた際に歯向かうことは難しい。例えば、いじめっ子が目の前で腕を振り上げたら、身じろぎもせずにいたいと思ってみたことがある。だが、そうしたいと思っても、勝手に筋肉が動き、目は閉じてしまうし、腕も頭を防御しようと動いてしまう。その様がまた滑こつ稽けいに見えてしまい、余計にクズどもの加虐性を刺激してしまうことは分かっているのだが、理性と本能は足並みを揃そろえてくれない。


    　結論として、オレは理想ではなく、分相応に自分でもできる抵抗の仕方や、かっこいい生き方を見つけないといけないんだよなと思っているのだが、それがどういうものなのか未いまだに分からない。


    　カツアゲに遭った日のことを思い出していたら、オレは無意識にあの裏手のほうへと誘い寄せられるように足を運んでいた。


    　すると、そこにはすでに先客がいた。


    「だから、買ってきてなんて言ってないじゃない」


    「私らも、聖ひじりちゃんの大事なお金を使わせようなんて思ってないんだから」


    　棘とげのある女の子たちの声が聞こえてきた。


    　存在感を消すのは日々学校で鍛えているオレの特技なので、お店の横に放置されていたじゃんけんゲームの筐きよう体たいの後ろに隠れつつ、そっと少女たちの様子を窺うかがってみた。


    　そこには小学校中学年くらいだと思おぼしき少女たちが三人いた。そのうち二人は、オレがいる位置からだとランドセルを背負った小さな背中しか見えない。


    　もう一人の、オレの位置から顔も見えている女の子は毅き然ぜんとした表情で、


    「そんなことできないよ。どうしてもって言うんなら、私のお小遣いで買うから」


    　そう言った。


    「ばぁか。それじゃ、駄目なんだよ」


    「いい子ぶってないで、チョコクッキーケーキ二つね。ここの婆ばあちゃん、呑のん気きだからバレないって」


    　……どうやら、オレは万引き強要の現場を目撃しているらしい。


    「お婆ちゃんを騙だますなんて、そんなことできるわけないじゃない」


    「あぁ、もう！　ちっとは空気を読めよ！」


    「そんなんだから、聖ひじりちゃんは友達ができないんだよ」


    　聖ちゃんと呼ばれている子は、なかなか立派な子らしく、万引きの強要にも負けずに抵抗しているようだった。


    　そのときだった。


    　聖という子と、目が合ってしまった。


    　しまった！　小学生の女子ということで、オレの警戒心も若干弱まっていたのだろう。油断して観察を呑気に続けてしまっていたため、見つかってしまった。


    　もっとも、オレの存在に気づいたのは万引きを強要されている聖ちゃんだけで、加害者の少女二人はこちらに背を向けているのでまだ気づいていない。


    　このまま見て見ぬふりもできそうだ。


    「何、よそ見してんの？」


    「私らの話なんて聞く気もないわけ？」


    　女子たちに詰め寄られ、


    「話は聞くけど、悪い話には絶対に賛成しない」


    　目撃者に助けを求めることもなく悪に反発する少女を見て、自分がカツアゲされていたとき、助けに来てくれたあの少年の姿が頭をよぎった。


    「あ、あのさぁ」


    　オレは少女たちの前に姿を見せると、意を決して、声をかけた。


    　相手が高校生や中学生だったら間違いなく撤退を選択したが、この場は小学生の女子が二人である。何度シミュレートしても、高校生男子が負けるビジョンは見えてこない。負ける心配がゼロなら助けに入ってあげたほうがいいと思ったのだ。オレにでもできる分相応な善行だ。


    「な、何？」


    　びくっと体を震ふるわせて、万引き強要女子二人がこっちに目をやる。


    　だが、びくっとしているのはこちらも一緒であった。少女相手にビビるようなこともないだろうとシミュレートしたものの、実際に行動に移してみると、やっぱり少し怖い。だいたい、オレは生まれてこの方、人に注意なんてしたことがない人間なのだ。


    　とにかく、こちらもビビっていることを悟られないように気をつけねば。


    「いや、君たちの声が聞こえちゃったからさ」


    　オレは相手に脅されても、臆おくすることのなかった少女のほうに目をやり、


    「その子に、万引きさせようとしてるんだろ」


    　と言った。


    「そ、そんなことしてないもん！」


    「私たち、一緒に遊んでただけだよ」


    　しらばっくれる万引き強要女子二人。


    「別にオレは警察にも学校にもチクるつもりはないから。今やめれば全部目をつむるから」


    　大おお事ごとにするつもりはなかったので、そう言ってやる。


    　万引き強要女子は少し悩んだようだったが、


    「か、帰る！」


    「この人、何か勘違いしてるみたいだけど、面倒くさいから帰る！」


    　言い訳を続けながら走り去っていった。


    　ふぅ。すべての悪がこのくらいチョロければ、オレだって悪を見逃さない人間として生きていけるのに。そんなことを思いながら、足の震えを止めて、残された少女に目をやると、


    「あ、ありがとうございました！」


    　と、大きな声でお礼を言ってくれた。


    「うん、よかったね。気をつけて帰りなよ」


    　オレはそう言って、また駅のほうへと向かって歩きだす。


    　こんな善行を積んでいるオレが、キモ男と呼ばれいじめられるこの世の不条理を心の中で嘆きつつ──。


    　それから一分もしないうちに、


    「待って！」


    　後ろから、少女の声。


    　振り返ると、お菓子を両手に持った少女が走ってくる。


    「これ、助けてくれたお礼！」


    　息を切らしながらやって来た少女はそう言って、駄菓子を一つ渡そうとする。


    「えっ」


    　戸惑っているオレを見て、


    「ま、万引きしたんじゃないよ。ちゃんとおにいちゃんの分を買ってきたの！」


    　少女は言う。


    「……うん。分かってる」


    　チョコクッキーケーキの値段は数十円くらいだろう。でも、オレの中で湧わき上がるこの気持ちはお菓子の値段の何倍もの価値があると思った。


    「ありがとう」


    　礼を言って、お菓子を受け取ると、少女は少しためらいがちに言ってきた。


    「あの、ちょっと、お話ししないっ!?」


    



    
      ☆

    


    



    「私は聖ひじり！　聖書の聖で、ひじりだよ！」


    　隣に座った少女は、マイペースに、元気に自己紹介をしてくれた。一応、名前だけなら万引き強要少女から他己紹介もしてもらっていたけれど。


    「あ、オレは一いち郎ろう」


    「一郎……さんかぁ」


    　と、聖はよくある名前を興味深そうに反芻する。


    「高校生でしょ」


    　聖はオレの襟えり元もとの校章を指差し、


    「それ手しゆ裏り剣けんみたいでカッコイイよね」


    　オレは風車みたいだと思っていたけどな。


    「聖ちゃんは、何年生？」


    「小四だよっ！」


    



    　オレは聖と一緒に速はや水み駅の近くの公園に来ていた。サッカー場ほどの広さがある公園で、立ち入り禁止の茂みを囲んで設置してあるベンチの一つに並んで座っている。


    　適当な理由を言って断ることもできたはずなのに、お話しをしたいという彼女の誘いに乗ってしまったのは、オレがロリコンだからではなく、単純に自分に悪意を持っていない人間と会話をするのが久し振りだったからである。


    　中学で初めて無視を経験したときはもちろんつらかったし、自分が一人でいるところを誰だれかに見られるのもいやだった。暴力や暴言を浴びせられ放題の現状を思うと、無視だけですんでいた時期が恋しいと思うし、今では一人でいることや、話し相手がいないことには慣れてしまい、つらいと感じることもほとんどなくなってしまっていた。


    　だが、こうやって「お話ししよう」と誘われれば、それが小学生の女の子だろうとうれしくなってしまう自分に気づき、やっぱり話し相手に飢えていたんだと思う。


    



    　とりあえず少女の感謝の証あかしであるチョコクッキーケーキを食べる。美お味いしくないわけではないんだが、ぱさぱさした食感がキツくて、飲み物が欲しくなるお菓子だった。


    「ちょっとジュースでも飲む？」


    　公園の入り口のところに自動販売機があったので聞いてみると、


    「え！　い、いいよ！　お礼をしなくちゃいけないのは聖ひじりなのに悪いもん！　私がジュース代も出すよ！」


    　聖はそう言って、怪獣の顔の形をしたポシェットからお金を出そうとした。しかし、高校生が小学生にジュースを奢おごってもらうのもどうかと思うのでジュースを飲もうという提案自体を引っ込めることにした。


    「別にそこまで感謝されるようなことは、オレしてないよ」


    「そんなことないもん。聖のこと助けてくれたじゃない！」


    「聖ちゃん、学校でもいやなことされてるの？」
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    　この子もいじめられっ子なんだろうかと思い、聞いてみると、


    「たまに。でも、友達もいっぱいいるから、学校ではあの子たちも目立つようなことはしてこないよ」


    　友達がいっぱいいるのか、羨うらやましい。


    「何な故ぜか男の子ばっかりなんだけどね、仲良くしてくれるのは」


    「へぇ。まぁ、同性にしか好かれないのと異性にしか好かれないの二択なら、そっちのがいいんじゃない？」


    　そう言ったあとで、これは思春期真っ盛りの高校生ならではの意見だなと思った。


    「うぅん、そうなのかな？　だけど、女子の友達がいないとグループ分けのときとか大変なんだよぉ」


    「そりゃ不便なことはあるよな。男の子の友達とは遊んでて楽しい？」


    「うん、ドッジボールもＵＮＯもヒーローごっこも楽しいよ！」


    　ヒーローごっこというのはいかにも小学生らしい遊びだが、本当ならもっと女の子らしいごっこをしたいんじゃないかな？　そう思い、聞いてみたのだが、


    「ヒーローごっこが一番楽しいよ。聖ひじりはいつもヒーロー役やらせてもらって、弘ひろしくんも文ふみ則のりくんもやっつけているんだ！」


    　この子がヒーロー役で、男子が怪人役なのか。聖ちゃんの人間関係がちょっと気になるぞ。とにかく、この少女がそんなにヒーローが好きならと思い、


    「聖ちゃんは将来はウルトラマンになりたいのかな？　それとも仮面ライダー？」


    　と、聞いてみた。ここで元気よく、「うん、ウルトラマンになりた～い！」と答えが返ってくることを期待したのだが、これは小学四年生という年齢をちょっと幼く見すぎていた質問だったようだ。


    「えっと、小さい頃ころは、ウルトラマンも仮面ライダーも本当にいると思ってたけどね」


    　オレから見れば、今の聖も充分小さい頃なのだが、たぶん幼稚園から小学校低学年生の頃のことを言っているんだろう。オレもそれくらいの年齢まではテレビの中のヒーローを信じていたような気がする。


    「だから、ヒーローがテレビの中のものだと知ったときは落ち込んだの」


    「オレもそうだったなぁ」


    　ヒーローも、サンタクロースも、心優しい女性も、楽しい学校生活も、オレには全部フィクションの中のことだと知ってがっかりしたものだ。


    「でも違ったね。ヒーローはちゃんといたよ！」


    　目を輝かせて、聖は言う。


    「一いち郎ろうにいちゃんが、私の前に来てくれた！」


    　急に一郎にいちゃんだなんて親しみを込めた呼び方をされて戸惑う。


    「……オレを、ウルトラマンや仮面ライダーと並べられても困るんだけど」


    　そう言うと、聖ひじりは首を横にぶんぶん振った。


    「だって名前も、ヒーローっぽいもん！」


    「は？」


    　極めて平凡な名前だとしか思わないのだが。


    「あのキカイダー０ゼロ１ワンと同じ名前だもん！」


    　キカイダー０１……今やってるヒーロー番組のキャラだろうか？　特にオタクでもない高校生なので、最近のヒーローのことは分からない。


    「一いち郎ろうって人が、そのキカイダーに変身するの？」


    「キカイダー０１ね。キカイダーに変身するのはジローだから」


    　……要するに、たまたま困っている自分を助けてくれた人物が、テレビでヒーローに変身するキャラクターと同じ名前だったことで、盛り上がっちゃっているということか。


    　子供って単純だなぁ。ちょっと微笑ほほえましくなる。


    　改めて聖のほうに目をやると、きらきらした目でオレのことを見つめていた。憧あこがれの人を見るような目のようだと思ってしまうのは、オレの自うぬ惚ぼれだろうか。


    「一郎にいちゃんは、いつもあんなふうに困った人を助けてあげているの？」


    　そんなわけないだろ！　と条件反射で返したくなったが、


    「……まぁ、そういう人を見かけたらね」


    　と、嘘うそをついた。こんな小さい子供に嘘をつくというのは悪いことだよな。いや、サンタクロースを信じている子供に真実を告げるのが必ずしも正しいわけではないように、この場合の嘘は責められるものではあるまい。勘違いからちょっとした幻想を見ている少女の夢は守られて、オレも気持ちいい。被害者なしで一石二鳥だ。


    「スポーツはやってるの？」


    　何もやっていなかったが、聖の目は明らかにオレに運動神経ばつぐんのおにいちゃんを期待していた。


    「ば、バスケをやってる」


    　また嘘をついた。あえてバスケを選んだのは最近『スラムダンク』を読み直したばかりだったので、もしこの話題が広がってもルールを間違ってしまったりするようなミスもなさそうだと咄とつ嗟さに判断したからだ。


    　実際このあと、オールフィクションのバスケ話がちょっとだけ続いた。その後も学校でのことや、好きな食べ物、音楽の話などをしばらく語り合った。


    　小学四年生の子供と話しなんて続くのかと思ったが、意外と難しくない。オレが何を話しても大げさに驚いてくれるし、本やテレビで知った知識を披露するとオーバーなくらいに感心しては「一郎にいちゃん、頭いいんだねぇ」と尊敬の眼まな差ざしを向けてくれる。そりゃ、特撮ヒーローの知識とかならともかく、大抵のことは小学生より知ってますよ。


    



    　楽しい時間はあっという間に過ぎていき、


    「あ、もう帰らないとママに怒られちゃう」


    　公園の柱時計を見て聖ひじりがそう言うのを聞いて、オレは急に寂しくなる。ごく一般的な高校生みたいに、このままファミレスにでも移動して、もっと遅い時間までおしゃべりを続けたいが、小学生相手にはそれが許されないことくらい分かる。


    「そうか。じゃあ、バイバイだね」


    　名残なごり惜しい気持ちを隠して、オレが立ち上がると、


    「あ、待って！」


    　聖は怪獣ポシェットを開けて、何かを取り出す。それはスマートフォンだった。


    「一いち郎ろうにいちゃん、ＬＩＮＥでつながろう！」


    「……聖ちゃん、スマホ持ってるんだ」


    　今時は小学生でもスマホを持っている子がいると聞いていたが、高校生になるまでスマホも買ってもらえなかったオレにはやっぱり驚きだった。


    「うん。うち、ママもパパも帰りが遅いから、心配だって買ってくれたの。ねぇ、ＬＩＮＥしよう」


    「ら、ＬＩＮＥはやってない」


    「そうなの？」


    　スマホを持っている若者はＬＩＮＥをやっていて当然という気持ちがあったのだろう。聖は意外そうな顔をした。実際そのとおりなのだろうが、スマホユーザーでも友達というオプションを持っていない人間にはＬＩＮＥを始めるきっかけはなかなか訪れない。


    　オレにとってスマホはコミュニケーションツールではなく、ゲームとエロ動画視聴のためのツールなのである。


    「オレ、文字を打つのが好きじゃないから通話派なんだよ」


    「そっかぁ。じゃあ、電話番号を交換しよう！」


    　断る理由もなかったので、電話番号を交換した。スマホの電話帳に他人の番号が初めて登録された瞬間だった。


    



    
      ☆

    


    



    　帰宅するまでの間、気がつくとずっと顔がにやついていた。


    「おかえり、遅かったわね」


    「うん、友達とマクドナルドに行ってたから」


    　夕飯の準備をしていた母親に呼吸するように自然に嘘うそをつき、三年前に死んだ婆ばあちゃんの位い牌はいに手を合わせてから自分の部屋に向かう。


    　周囲の子供と比べても決して顔立ちがいいわけでもなく、特別な優しさを持っているわけでもないオレでも、婆ばあちゃんにとっては世界一可愛かわいい孫だったようで、死ぬまでオレを甘やかしてくれた。すべての人類がオレを孫のように思ってくれればいいのにと今では思う。


    　夕飯まで、スマホでネットでも見ながら、時間を潰つぶすことにする。「時間を潰す」というと、この時間を早く消化したいようにも聞こえてしまうが、こうやって家で一人で過ごしていられる時間はできるだけゆっくりと過ぎていってほしい。


    



    　ネットニュースのサイトを開くと、ユーザーが興味を引きやすいようにやや誇張したタイトルが目に入る。


    　だいたいニュースというのは良いものより悪いもののほうが多い。「事故」「汚職」「殺人」「不倫」「テロ」と、世界中の誰だれかにとっての不幸なニュースが並んでいるその中にはいじめを苦にした自殺を伝えるものもある。オレにとっては他ひ人と事ごとではないニュースであり、怒りと悲しみでいっぱいになるニュースだ。


    　オレはバイトもしていないが、お小遣いやお年玉をちょっとずつ貯ためている。どうしようもなくなったときは、今の生活をすべて捨てて逃げ出すための失しつ踪そう資金にするつもりだ。すべてがいやになったら、この場所からいなくなって、別の自分になればいい。実際には失踪して一人で生きていくなんて夢物語なのかもしれないが、失踪資金があることが、オレには救いに感じられたりもするのだ。


    



    　あまり興味もないタレントがネットで炎上したニュースを読んだ後は、いつもの日課でクラスメイトたちのツイッターをチェックしてみる。人付き合いが苦手でＳＮＳをする気が起きないオレは、他人のアカウントを閲覧するだけだが、学校に友人がいる人間たちは、それだけでは満たされないのかＳＮＳでも人々と交流を深めている。


    



    《西にし原はら大だい地ち@nisihara-super-super-daichi ３時間


    さっき食ったチーズ入り牛丼がメチャ美う味まかったんで、家庭の味に不信感持ってるｗ》


    



    《村むら石いし純じゆん也や@junya.tensai.muraishi ５時間


    教室にいるトロい男にシャドーボクシングさせたんだけど、想像を遥はるかに超えるトロさだった》


    



    　これはクラスのクズどものアカウントだ。本名でプライベートの情報を垂れ流しているのでたどり着くのも簡単だった。村石の言うトロい男とはオレのことだろう。


    　こいつらのツイッターを見ていても楽しくなることなどないのだが、ネットで炎上しているタレントのニュースなどを目にする度たびに、オレはこいつらがネットで炎上するような発言をしてくれることを期待している。炎上したタレントのツイートを目にして、これは確かに酷ひどいと思うこともあるが、それでもクラスのクズどもと比べたら、そのどれもが情状酌量の余地ありだと思ったし、ネットの皆さんは怒りを向ける相手を間違っている気がしてしまう。


    　クズどもが問題発言をしたらすぐに２ちゃんねるにＵＲＬをコピペする準備も、ツイートを削除されても証拠を残しておけるように画像を保存する準備だってできている。


    



    　西にし原はらや村むら石いしのツイッターをチェックした後は、こいつのアカウントも見てみる。


    



    《カントク@skantoku-dayo　20分


    つまらないテレビ番組観みるくらいなら仲間としゃべってるほうが１００倍楽しい。


    仲間って、最高だよ！》


    



    　カントクとは鈴すず木きのツイッターネームである。他ほかのクズと比べると警戒心を持っている彼は、ネット上で本名を晒さらさない。他のクズどもと違って、学校でも（オレをいじめる仲間の前以外では）ネット上でも、悪い面を見せない。


    　クズがクズらしくしないでいるのは、一番たちが悪い。


    



    《カントク@skantoku-dayo　１時間


    Ａ美と二人でカラオケっ！　リクエストされまくりでしんどい！　だけど楽しい！》


    



    　このツイートと一緒に表示されている女子とのツーショット画像でも鈴木の顔はクマのスタンプで隠されている。西原、村石以上にこいつを炎上させるのは難しそうだ。


    



    《カントク@skantoku-dayo　２時間


    ＤＶＤで『恋友』観たけど、感動で涙止まらない!!》


    



    　心の腐ったクズのくせに、映画を観て感動する気持ちがあるのは不思議だった。きっとカラオケでも愛や友情をテーマにした歌を歌っているんだろうな。


    　よくホラー映画や暴力描写の激しいゲームは犯罪を誘発すると批判されるが、クズどもが感動的な映画や歌にハマっているのを見ると結局、映画やゲームなんて人間の心理形成にはなんの関係もないのだと思ってしまう。


    　こんなふうに鈴木のツイッターを見ていても、愉快な感情は何一つ芽生えてこないのだが、それでもこの辺のツイートはまだ精神的ダメージも少ないほうであったことを思い知る。


    　３時間30分前にこんなツイートがされていたからである。


    



    《カントク@skantoku-dayo　３時間30分


    ボクが撮った傑作動画を、仲間がＬＩＮＥで回してくれたみたい。大好評みたいで、自分の演出力に自信出た！》


    



    　……傑作動画。


    　鈴すず木きたちは自分で撮った動画をネットに投稿することにハマっていた。YouTubeやニコニコ動画などで、一番ウケているのは村むら石いしだ。「オレ、すごいダサいんだけど」と言いつつポーズ決め決めで踊り回る動画、手放し運転でバイクに乗って踊る動画、『ハゲを探せ！』というタイトルで、街中にいる頭髪の薄いおじさんを見つけてはこっそり隠し撮りしていく動画など、見ていて気分が悪くなるものばかりなのだが、アップして一か月ぐらい経たつとどれも数百回は再生されている。


    　何千、何万と再生されているような動画ではないので、ごくごく小さなコミュニティでの盛り上がりではあるのだろうが、田舎の高校生の自己顕示欲をそれなりに満たしてくれる数字である。


    　道路交通法的には違反だと思われる村石のバイクダンス動画のＵＲＬを２ちゃんねるに貼はり付つけてみた。もちろん動画の宣伝に協力したいわけじゃなく、炎上して糾きゆう弾だんされるのを願ってのことだ。しかし、世の中にはクズが多すぎるのか、この程度の動画だともっと痛いヤツのインパクトに消されてしまい炎上にもならない。炎上どころか『ウケるｗｗ』『次回の動画にも期待！』と好意的なコメントまで書き込まれてしまう。オレの復ふく讐しゆうのためにもネット上から痛い人たちはすべていなくなってほしい。


    　鈴木も動画を投稿しているが、人気のある動画はない。学校内での人気ならともかく、ネットで人気を集めるには、鈴木の動画は地味すぎるのだ。カントクだなんて名乗って、本人は映像作家にでもなったつもりなのかもしれないが、青空や星を撮って適当なＢＧＭを付けただけの動画しか作れない彼にその才能があるとは思えない。


    



    《カントク@skantoku-dayo　７時間


    エンタメを否定はしないけど、アート性にこだわったボクの作品も大勢の人に観みてほしい……》


    



    　こんなつぶやきとともに、YouTubeのＵＲＬが貼ってある。観てみると、月の映像と太陽の映像が交互にシャッフルされるだけの退屈な映像が再生された。


    　これがアート性にこだわった作品なのかと呆あきれたが、このような動画でもいくつかコメントが付いていた。『時間の経過が表現された綺き麗れいな作品ですね！』『カントクさんの作品はいつも安心をくれる』などと、好意的な意見が書かれている。コメントをしている人のアイコンを見ると、女性もいるようだ。


    　この世界には鈴すず木きの撮った動画の何億倍も何兆倍も美しくアート性に優れた作品がたくさんあることにどうか一刻も早く気づいてほしい。学校では人気者の鈴木だが、映像作家としての自分の評価には不満もあるだろう。だけど、少人数だろうとファンがいるのは正直羨うらやましい。


    　そして、それなりに人気のある西にし原はらと村むら石いしの動画は、実は鈴木によるアイディアのものが多い。そのため、クズ二人は鈴木への尊敬を強くしている。オレから見れば鈴木は、炎上する可能性が少しでもある危険なことはすべて他人にやらせている卑ひ怯きようなヤツでしかない。


    　馬ば鹿かな西原や村石でも、表に出たら炎上しそうだと分かるような動画は、自分たちの身元がバレないように顔を隠していたり、グループの人間にしか閲覧できないようＬＩＮＥでのみ公開しているようだった。もちろん、オレは彼らのＬＩＮＥグループには属していないが、キモ男動画を観みたという同級生から嘲あざけり半分に報告を受けている。


    　三時間三十分前に予告された傑作動画というのは、きっと今日の放課後に撮影された全裸のオレに違いない。


    　怒りと絶望と、もう公開されちゃったものは仕方ないかと諦あきらめる気持ちがそれぞれあった。自分の全裸が晒さらされたことは過去にも何度かあったし、多少はウケてくれないと、また八つ当たりで殴られるかもしれないと思ってしまうオレの心中は複雑だ。


    　もちろん悔しいのだが、具体的な復ふく讐しゆうの手段も思いつかない現状では、とにかく状況が今よりも悪化しないことを願うのみだ。


    　そのとき、突如、スマホがロッキーのテーマを奏でだした。電話などいつもかかってこないので、自分で設定したことも忘れていたが、オレのスマホの着信音だった。着信は、本日番号を交換したばかりの少女からだった。


    「もしもし？」


    「あ、一いち郎ろうにいちゃん？」


    　番号を交換はしたが、その日のうちに電話がかかってくるとは思っていなかった。


    「うん。どうしたの？」


    「あ、あのさぁ、一郎にいちゃん、明日は忙しい？」


    「……別に学校が終わった後は、特に用事もないけど」


    「そうなんだ！　じゃあ、明日会わない？」


    「え、なんで？」


    「一郎にいちゃんに大事な話があるのっ!!」


    「大事な話？　何？」


    「それは、明日話すよ！　じゃあ、四時に今日の公園で待ってる！」


    　詳しいことは一切説明せずに、伝えたいことだけを伝えて、一方的に切られた。でも、彼女のテンションから考えて、悪い話ということはないだろう。


    　とにかく、明日に楽しみなことがあるのはいいことだ。


    



    
      ☆

    


    



    　翌朝、下駄箱で同じクラスの女子がオレを見て笑った。もちろん、いい意味で笑え顔がおなどを向けられるはずがなく、失笑であった。


    　教室の前まで来ると、中から漏もれ聞こえてくる会話でその失笑の理由が分かった。


    「村むら石いしぃ、変な動画をアップするのやめてよね！」


    「なんで、面白かっただろ？」


    「高たか寺でらの裸なんか見せられたせいで食欲失せちゃったよ。せっかくきのうはパパがお寿す司し買ってきてくれたのに！　もうバカ！」


    　村石に「バカ」と文句を言いつつも、決して心の底から怒っているわけではないと分かる女子の声が聞こえてくる。


    　このタイミングで教室に入りたくないと思ったが、廊下でずっと立ち止まっていても仕方がないので、教室に入った。


    　村石と女子たちのにやにやした視線を感じる。男という生き物は、女子の目を常に気にしている。クズどもなんて特にそうだ。だから、オレの全裸動画を撮ってＬＩＮＥで送ってくるようなクズの行為を女子たちが本気でいやがってくれていたら、オレへのいじめもだいぶ小さくなるはずなのだ。そうならないのはクズどもの行為を許容している女子どものせいなんだ。


    　クラスの女たちに憤りを感じながら、「おはよう」と、今日も唯一オレに声をかけてくる女子、坂さか下したのことを無視して席に着くと本を開く。


    　オレを見て笑っているヤツらを全員、無残に殺してやる方法をシミュレートしてみたが、やはり非力なオレには超能力でもない限り、こいつらに逆襲するのは難しい……。


    



    　自転車に乗って、気持ちいい風を感じながら、オレはきのうの公園へと向かう。


    　聖ひじりと四時に待ち合わせしたものの、鈴すず木きたちに捕まってしまった場合は難しいぞと心配もしていたのだが、杞き憂ゆうだった。


    　今日は鈴木たちクズ三人でナンパに出かけるらしい。西にし原はらは休み時間に「二か月ぶりに彼女作るぞ」と張り切っていた。西原や村石が鈴木とつるむ理由はいくつかあるのだろうが、やたらと女性ウケがいい鈴木と一緒にいれば自分たちもおこぼれにあずかれるというのが大きな理由なのだろう。クズどもに可愛かわいい彼女ができるのは癪しやくだが、このままナンパに熱中し続けて、オレのことなんて忘れてくれるといい。


    　速はや水み町までは電車で行ったほうが早く到着できるのだが、約束の時間にはまだ余裕もあったし交通費も節約できるので、自転車で聖ひじりと待ち合わせした公園まで向かうことにした。


    　自転車で行けばだいたい家から二十分くらいで到着する。約束の時間よりも少しだけ早かったが、公園の前に自転車を停とめていると、


    「おーい！」


    　小さな体をぴょんぴょん飛び跳ねさせながら、聖が走ってくる。


    「一いち郎ろうにいちゃん、こんにちは！」


    「こんにちは」


    　聖はとてもうれしそうに笑っている。学校ではこんな笑え顔がおをオレに向けてくれる人間は一人も存在しない。でも、外に出れば、このような子も存在するのだから、やはりあの場所がおかしいのだと納得することができた。


    「今日も一郎にいちゃんに会えて、うれしいよ！」


    　オレに会えたうれしさを全身で表現してくれる聖を見ていると、ちょっと照れくさかった。


    「じゃあ、何をして遊ぶ？　モンストやってる？　対戦しようか？」


    「……今日は、大事な話があるんだよね？」


    　別にスマホのゲームで遊んでもいいのだが、まずはそれを聞かないことにはこちらも落ち着けない。


    「一郎にいちゃんは、楽しみを後に取っておけない派なんだね」


    　聖の反応からすると、それについてはもうちょっと引っ張っておきたかったらしい。大事な話のことを忘れていたわけじゃないようだ。


    　黙って少女の出方を窺うかがっていたら、ついさっきまでとは打って変わった真剣な表情で、聖はこちらを見上げてきた。


    「あ、あのさ、実は一郎にいちゃんに一緒に来てほしい場所があるんだ」


    「一緒に来てほしい場所？　どこ？」


    「それは着いてからのお楽しみだよっ！」


    



    　樹木に囲まれた日本家屋が数軒点在しているような細い道を五分ほど歩くと、瓦かわら屋根の古びた二階建ての家屋にたどり着いた。雨あま漏もりでもしているような朽くちた瓦に、ヒビの入った窓ガラスが目についた。


    「ここが来てほしかった場所なのかい？」


    　ひょっとして、ここは聖の自宅だろうか？　小学生のうちからスマホを持たせてもらえるような家庭から想像していた家とはだいぶイメージが違う。


    「ここはね、昔から空き家なんだ」


    　言われてみれば、そうとしか見えなくなる生活臭のなさであったが、聖はまるで自分の家のように、敷地へと入っていく。


    　あまりに自然に入っていくので、オレも抵抗なく後に続いてしまった。


    　空き家の中へは玄関のドアから簡単に侵入できた。


    「鍵かぎかかってないんだね」


    「うん、初めてここに来たときにおにいちゃんが壊したから」


    　当然ながら、ここで言うおにいちゃんというのは「一いち郎ろうにいちゃん」のことではない。


    「あ、聖ひじりちゃん。おにいちゃんがいるんだ」


    「おにいちゃんとは昔よくここに来ていたの」


    　昔は遊んでいた……今は遊んでくれていないということか。


    「こっちだよ、一郎にいちゃん」


    　聖が靴も脱がずにそのまま階段を上がっていくので、オレも土足のままついていく。空き家なので蜘く蛛もの巣とかたくさんあるんじゃないだろうかと思ったのだが、そんなことはなく、多少の埃ほこりっぽさはあるものの、中は意外と小こ綺ぎ麗れいだった。


    　冷静になって考えれば、これは不法侵入であり、人に見つかったらどうしようという怖さもないわけではなかった。


    　ただ、友達と空き家を探検するという行為が懐かしくて、ちょっとワクワクしている自分もいた。


    　階段を上り終えると、聖は廊下を進み、突き当りの部屋の前で足を止めた。


    「ここだよ。さぁ、入って！」


    　聖は自分の部屋のように、ドアを開ける。


    　その中の様子を見て、オレは驚きで一瞬声を失った。


    　部屋の壁や天井は色とりどりの装飾が施され、床には用途不明の怪しい機械がいくつも積み上げられていた。古びたボロボロの空き家の中では明らかに浮いているその光景に唖あ然ぜんとしているオレに向かって、聖は満面の笑えみでこう言ったのだった。


    「聖の、秘密基地へようこそっ！」


    



    
      ☆

    


    



    「ひ、秘密基地？」


    　最初はその言葉の響きに戸惑ったが、空き家に入って遊んだりするのと同様、学校の帰り道に秘密基地を作るというのも、子供の頃ころは定番の遊びの一つだった。オレにもまだ友達がいた頃、そんな遊びをしていた記憶がある。


    　よく見れば、色画用紙で作られた飾りなんて完全に子供の工作だし、機械類も実際に何かの機能を持ち得ているわけでなく、すでに壊れているパソコンや家電を適当に積み上げただけだろう。


    「そう。おにいちゃんと一緒に作った秘密基地」


    　聖ひじりは基地に並べられたガラクタの山を指差して、


    「これは世界電磁レーダー、あそこにあるのはパルスアタックシステムだよ！　宇宙プラズマモニターもあるんだよ！」


    　目を輝かせながら、宝の山のように一つ一つ説明を始めた。宇宙プラズマモニターとか言われても何がなんだかさっぱりだが。


    「ここは、聖ちゃんとおにいちゃん以外には誰だれも知られてないの？」


    　空き家が近くにあったりしたら、他ほかの小学生たちも探検したくなるのではないだろうか。


    「うん、怖くて誰も近寄らないんだよ」


    「怖くて？」


    「そう。ここはお化ばけ屋敷で有名だから！」


    　聖はまったく恐怖を感じさせないテンションでそう言った。


    「……まぁ、空き家があれば、幽霊が出るみたいなことを言いだしちゃうのも子供らしいと思うけど、聖ちゃんは怖くないの？」


    　別にお化けの存在を信じているわけじゃないし、小学生が言うお化け屋敷の噂うわさなんてまったく信用ならないと思っているが、正直ちょっと怖い。


    　だけど、聖はしれっとした顔で言う。


    「死んだ人だってお化けになって、この世界にいてくれたほうがにぎやかで楽しいよ。……おねえちゃんはそう思わないみたいだけど」


    　さり気なく、聖はおねえさんもいるらしいことを口にした。だが、その口ぶりには少し棘とげがあるように感じられた。


    「でも、なんでこんな秘密の場所にオレを連れてきたんだい？」


    「え、だって一いち郎ろうにいちゃんは勇気もあって頼りになるし」


    　相変わらずとんでもない誤解をしている聖であったが、でもまぁ、誤解を解かれないようにきのうはたくさん嘘うそをついたのだから、仕方ない。……空き家の一室を秘密基地にして遊ぶような幼稚な遊びから兄が卒業してしまったので、オレを誘ったというところだろう。


    　オレだって、こんな遊びからはとっくに卒業しているのだがと思いつつ、部屋を見回すと、壁に貼はられている画用紙に目が止まった。全身が赤色のキャラクターがクレヨンで描かかれていて、『ジャスティスター』と名前も書いてある。漫画のキャラクターだろうか？


    　つんつんと、腰のところを指でつつかれる感覚があったので、目をやると、聖がこちらを見上げていた。


    「ジャスティスターを見て、何かハートに響いているんだね」


    　唐突にそんなことを言われた。


    「いや、あれってなんのキャラクターかなと思って」


    「ふっふっふ、さすがは一いち郎ろうにいちゃんだよ。私の目にくるいはなかった」


    　聖ひじりの目は終始くるいがちであることを知っているだけに反応に困っていると、一冊のノートを手渡された。


    「何これ？」


    　ノートを開いてみると、そこには壁の画用紙に描かかれたキャラクターと同じものだと思われる赤いキャラクターのイラストがあった。


    　人型のシルエットで、顔はどこか昆虫のよう。体は宇宙服をイメージしているのかな？　長い刀を忍者のように背負い、龍りゆうの頭のような銃口を持つマシンガンのような物も持っている。……地球侵略にやって来た宇宙人？


    　謎なぞの宇宙人の下には『ジャスティスターの設計図』と、鉛筆で書いてある。


    「えっと、何これ？」


    　オレの疑問に、


    「そこに書いてあるとおりだよっ！」


    　と、聖は言う。


    「いや、そこに書いてあるとおりと言われても……」


    　質問というのは分からないから、するものなんだぜ？


    　もう一度、ノートに視線を戻してページをめくる。


    　段ボール箱や輪ゴム、ガムテープといった日常的な品々と、プラズマバリヤー発生装置、特殊合金ＴＡ32、ナノ結晶ディスプレイなど聞いたこともない特殊なメカニックを材料にしたジャスティスターの設計図が描かれていた。


    「えっと、これはおにいちゃんが描いたものかな？」


    　聖は「うん」と頷うなずく。


    　どうやら、オリジナルキャラの設計図らしい。


    「オレもこんなの描いてたなぁ」


    　懐かしい気持ちになってさらにページをめくると、色鉛筆で描かれたジャスティスターの漫画が始まった。


    　字が汚くて台詞せりふが読みにくい。漫画を読みだしたところで、


    「これは持って帰ってもらってもいいから、ちょっと話を聞いてもらえる？」


    　聖にそう言われた。漫画を読みながらではなく、真ま面じ目めに聞いてほしい話でもあるのだろうか？　でも、大事な話はこの基地に一緒に来た時点で終わったはずなのでは？


    　聖はすうっと一度深呼吸してから、言った。


    



    「一郎にいちゃん、正義の超人ジャスティスターに変身してっ！」


    



    　突然そんなことを言われて、リアクションに困ってしまった。これが漫画でも読みながらの会話であったのなら適当な返しもできたのだが、聖ひじりが真顔でいるので、どう応こたえるのが正解なのか判断できない。


    「変身してって、どういうこと？」


    　聖の意図が理解できなかったので、詳しく聞いてみることにした。


    「だから、この設計図に描かかれているジャスティスタースーツを完成させるんだよ！　そして、一いち郎ろうにいちゃんがそれを着て変身するんだ！」


    



    　結論から言うと、オレは聖のお願いを断れなかった。普通だったら、断るか無視することもできたとは思う。だが、オレにはそれはできなかった。


    　聖の必死な顔を見て、もしこのお願いを断ってしまったらどうなるんだろうと思うと……怖かったのだ。


    　ヒーローとは程遠い人間であるオレは、いつの間にか小学生の女の子からがっかりされるのが怖くなっていた。唯一の友達とはいい関係でいたい。


    　それによく見たら、聖は可愛かわいらしい顔立ちをしている。オレのことを頼もしい男性だと思い込んだまま成長してくれたら、友達以上の関係にだってなってみたいと考えてしまう。うん、そうだな。オレの夢は女子高生になった聖とお付き合いすることだ！


    　もちろんどこかのタイミングで、本当はオレがなんの頼り甲が斐いもない男だということに気づいてしまうかもしれない。むしろ、その可能性のほうが高い。それでもオレを見てもキモ男としか思わない同級生の女を相手に妄想するよりは、六年後の聖に期待するほうがまだ現実的だし、前向きだと思った。


    　聖と仲良しでいたくて、オレは一緒にジャスティスタースーツを作る約束をした。


    　他ほかにやることも特にないし。


    　明日は土曜日。


    　学校も休みだし、たっぷり、作業できる時間もある。


    



    
      ☆

    


    



    　翌日の昼過ぎ、オレと聖は速はや水み町のホームセンターにやって来た。ジャスティスタースーツを制作するにあたり、材料を揃そろえるためだ。まずは土台となるボディースーツを探しにパーティーグッズ売り場へと向かう。


    　設計図どおりだと、ジャスティスターは基本カラーが赤だったのだが、あいにく黒と白と肌色の全身タイツしか売っていなかったため、聖の一存でボディーカラーは黒に変更になった。


    「ヒーローといえば、レッドだと思ったんだけど、ブラックもかっこいいヒーローは多いから大丈夫だよ！」


    「そうなの？　黒って悪者のイメージなんだけど」


    　ヒーローにあまり詳しくないオレはそう言うが、


    「熱血ヒーローはレッドで、クールなヒーローはブラックが多いの」


    　と聖ひじり。ジャスティスターへの憧あこがれは強いが、細かいことにはこだわらない性格のようだ。


    　クールという要素も高たか寺でら一いち郎ろうにはほとんど含まれていないものなのだが、それを言ったら熱血要素なんてのも皆無なんだから、まぁいいか。


    　ホームセンターではこの他ほかにカラフルな厚紙とガムテープ、カラースプレーや接着剤などを購入。もちろん費用は全部オレが出すことになる。


    「お金いっぱい使わせちゃってごめんね」


    「いや、別にいいよ」


    　五千円ほどの出費は子供との遊びには痛かったが、小学生にお金を出させるわけにもいかない。


    「ありがとう。残りの部品はただで手に入るからね！」


    「え、ただ？」


    



    　五分後、オレたちはとあるマンションのゴミ捨て場にいた。


    「ここに捨ててある物を利用すれば、ジャスティスターの材料も揃そろっちゃうよ！」


    　まさか、ヒーローを生み出すためにゴミ捨て場に来ることになるとは……。


    　おそらく、基地に並んでいたあの機械たちもここで調達した物に違いない。


    　聖はずかずかとゴミ捨て場の中に入っていくと、かっこよさげな物を選び拾い上げていく。


    「あ、このゴムホースはいいね！　この……なんだか分からないけど、機械が丸見えのパーツも胸に貼はり付つけたらかっこよさそう！」


    　パソコンの基盤なんかスーツに貼り付けて本当にかっこいいのか？　そもそも、設計図のイラストを見る限りだとジャスティスターの胸に機械っぽい部分なんてないぞ!?


    　そんなことを思いながら周囲をきょろきょろ見回していると……マンションの住人らしき女性と目が合った。「あ」と思わず声を出してしまう。女性は怪け訝げんな目でオレを見ると、足早に去っていく。


    　ゴミ捨て場で小学生と一緒にゴミを漁あさる高校生が、周囲からどのような目で見られているのかと考えると、途端に羞しゆう恥ち心と恐怖に支配される。


    「ひ、聖ちゃん！　もう、充分じゃないかな？」


    「え、まだまだいい部品がありそうだよ！」


    「あ、あんまりゴテゴテしてても、動きにくくなるし、ヒーローはシンプルイズベストだよ！」


    　適当なことを言って、半ば無理やり聖をゴミ捨て場から引っ張り出すと、真っすぐ基地へと向かった。


    



    「一いち郎ろうにいちゃん、ハサミを取って！」


    「はいよ。この基盤はスーツのどこに貼り付ければいい？」


    「あ、それはね。背中の部分に！」


    　秘密基地にこもり、スーツの制作作業をしていると、友達と一緒に夏休みの工作や自由研究などをしていたことを思い出してしまう。まだオレにも友達がいた頃ころの話だ。


    「小学生のやることって、本当に昔から変わらないんだなぁ」


    　基盤をスーツに貼はり付つけながら、オレは言う。


    「え、ニュースに出てるおじさんは、今の子供は変わったとかすぐ言うじゃん！」


    「確かにテレビに出てる評論家はそう言うかもね。オレも聖ひじりちゃんがスマホを持っているのを見たときはびっくりしたけどさ」


    　そういえば、聖のヒーローごっこや秘密基地遊びに付き合わなくなったおにいちゃんは今何歳くらいなのだろう。


    「おにいちゃんって、いくつ上なの？」


    「三つ上だよ」


    　ということは、もう中一か。さすがに中学生ともなると妹と秘密基地でヒーローごっこはもうしてくれないだろうなと、血のつながりもない少女と秘密基地で遊んでいる高校生は思う。


    　中学生はいろいろと難しい年とし頃ごろだ。小学校ではそれなりに楽しく過ごしていたオレの状況が一変したのも中学生になってからだった。


    



    　中学校にあがると同級生たちが話す内容も急に変わってしまった。小学生の頃はアニメとか玩おも具ちやとかＵＦＯやお化ばけのこととかを話していれば、一緒になって楽しんでくれた。オリジナルキャラの絵を描かいて見せっこする仲間もいた。


    　それが中学生になると、ミュージシャンやファッションの話などが中心になり、漫画を描いたりＵＦＯの話をしたりすると暗いとかオタクだと笑われるようになった。


    　オレは笑われるのがいやで漫画を描くのもＵＦＯの話をするのもやめた。あまり興味もなかったが流は行やりの音楽を聴いてみたり、ファッション雑誌を読んで勉強したりもしてみたが、クラスの中心グループには入れてもらえなかった。それどころか、彼らからいじめられるようになっていた。気がつけば、オタクグループからも距離を置かれていて、小学生の頃の友人たちもオセロのように裏返って敵となった。


    　聖と遊んでいると、唯一学生生活を楽しんでいた小学生の頃を思い出すが、その一方で、この子も中学生くらいになったら急に価値観が変わってオレから離れていってしまうんじゃないかと不安になった。


    



    「か、か、か、か、か、か、かっこいいよ！　ジャスティスター！」


    　四時間ほどぶっ続けで作業をした結果、出来上がったそれをハンガーで壁にかけると、聖ひじりは感動で両目を潤うるませていた。


    　その隣でオレが「だ、ださっ！」と思っていることは決して言えない。


    　はっきり言って設計図とは似ても似つかない。というか、そもそも集められた部品がイラストどおりのスーツを作るのには適していなかったのだ。


    　オレは決して工作が得意なほうではなかったし、聖も同じようなものだったので、冷静な目で見れば不格好にしか見えない。これをかっこいいと言ってしまったら、ウルトラマンや仮面ライダーに失礼である。でも、まぁ一生懸命作った本人には思い入れがある。手作りとは、そういうものだ。


    「それじゃあ、一いち郎ろうにいちゃん。着てみてよ！」


    　そうなのだ。この場合、完成したらそれで終わりではない。このヘンテコなスーツとマスクを装着せねばならない。聖しか見ていないとはいえ、やはり恥ずかしい。


    「どうしたの、一郎にいちゃん？」


    　壁にかけられたスーツをじっと見たまま手にしようとしないオレを心配そうに覗のぞき込む聖。あぁ、もうこの期待の目を失望の目には変えられん！
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    「なんでもない！　変身するぜっ！」


    　覚悟を決めて、オレはスーツに手を伸ばす。と、そこで全身タイツを着るにはいったん服を脱いで下着にならなくちゃいけないことに気づいた。


    「あの、着替えるので少しの間後ろ向いててもらえる？」


    　変身するぜっ！　なんて威勢よく言った後に、こんなお願いをするのはちょっとカッコ悪い気もしたが、少女の前で下着姿になるわけにもいかない。


    「うん、いいけど早くしてね」


    　少女の背中越しに上着とズボンを脱ぐ。その状態がなんとも危うく感じられて、オレは急いで全身タイツの背中のチャックを開き、手足を通していく。いろいろなパーツをくっ付けたせいで、ゴテゴテしていて着心地は決してよくはない。


    「ねぇ、まだ～？」


    　まだ三十秒も経たっていないだろうに、待ちくたびれたように聖ひじりが聞いてくる。


    「も、もうちょっと待ってね」


    　そう言いながら、今度はマスクを手にする。顔の正面にはオレの美的センスとは決して相あい容いれない布製の仮面が貼はり付つけられている。やはり、進んで被かぶりたい代物ではなかったが、今さら後には引けないので一気に被る。


    「う、うわっ！　やばい！　超かっこいい！」


    　着替えが終わったなんてまだ一言もいっていないのに、すでにこちらを振り返っているらしい聖の声が響いてきた。一分も待たせていないのに、もう我慢の限界だったらしい。


    「こ、このかっこよさ、想像を遥はるかに超えているよ！」


    　少女の感想は到底信じることはできなかったが、ジャスティスターに変身したオレが抱いだいた最初の感想はそんなことよりも、


    「視界悪っ!!」


    　というものだった。


    　一応、目を模した模様のところには覗のぞき穴が開けられていたのだが、穴が小さすぎて周りがよく見えない。それに呼吸もしづらい。


    「ちょっと息苦しいよ」


    　そう言ったのだが、


    「えっ？　なぁに!?」


    　聖には聞き取れなかったらしい。


    　オレはマスクを脱ぎ、


    「聖ちゃん、スーツはともかく、マスクの部分はもっと改良しよう」


    　と言った。


    「え、そうなの？　こんなにかっこいいのに？」


    「あぁ。視界をよくするのと、呼吸と会話のために目と口の部分は露出させよう」


    「えぇ～!?」


    　この極めて真っ当な提案に、聖ひじりは露骨にいやそうな顔をした。


    「だ、駄目なの？」


    「だって、口が見えているヒーローってカッコ悪くない？」


    「そ、そうなのか？　バットマンとか、アメリカのヒーローなんかは口が見えているヤツが多いじゃん」


    「う～ん。日本にもライダーマンがいるけど、やっぱりヒーローは変身したら人間の顔は晒さらさないほうがかっこいいと聖は思うんだよ」


    「まぁ、聖ちゃんがどうしてもいやと言うのなら別にこのままでもいいけど」


    「どうしてもいや！」


    　即答だった。


    「……分かったよ。じゃあ、これからヒーローごっこでもするか？」


    　せっかく作ったのだ。こうして出来上がったスーツを眺めているだけでは物足りないだろうと思い、そう提案したのだが、そこで気づいた。オレのサイズでスーツを作ったということは聖のほうが怪人役になってしまうのだろうか？　普通こういうときは大人が怪人役をやってあげるものだが。


    「何を言ってるの？」


    　聖は首を傾かしげる。


    「何をって、せっかくスーツを作ったんだし」


    「ごっこなんてしないよ」


    　聖は、力強く否定する。


    「じゃあ、何もしないの？」


    　そのほうが体力も使わなそうなのでいいと思えないこともなかった。


    　だが、聖は首を横に振って、またもやオレの言葉を否定する。


    「ごっこじゃなくて、本物のヒーローになるんだよ！」


    　……聖の言っていることをどう受け止めるべきなのか悩んだオレは、様子を窺うかがうような目で聖を見る。聖も、じーっと様子を窺うような目でオレを見ていた。


    「一いち郎ろうにいちゃん、ジャスティスターになるのいやなの？」


    「いやというか、よく分からない。本物のヒーローになるって具体的にどうするわけ？」


    「もちろん、世界や日本、この町の平和のために活動するんだよ！」


    「平和のために活動？」


    「うん。まずは、町のパトロールに出かけよう！」


    「えっ！　外に出るの!?」


    「当然！」


    「こ、こんな」


    　こんな格好──と聖ひじりの前では言えなかったので言い直す。


    「この格好で？」


    「当然！」


    　聖の中では当然だとしても、こんな格好で外になんて出られるわけがない。


    　オレは聖の説得にあたることにする。


    「平和のための活動って、別にヒーローに変身しなくてもできるんじゃないかな？」


    「さすが一いち郎ろうにいちゃん！　東ひがし光こう太た郎ろうみたいなこと言うんだね」


    　東光太郎が何者かなんてことをいちいち聞いていると面倒そうなのでスルーする（どうせ、聖の好きなヒーロー番組の登場人物だろう）。


    「そうそう、光太郎さんの言うとおりだ」


    「でも結局、普通の人間だけじゃ倒せない悪は出てくるんだよ！　具体的に言えば、一週間後には新しい怪人が出てきちゃうんだ。だから、ヒーローは必要なのっ！」


    　……駄目だ、まったく話が通じない。他ほかの理由を考えないと。


    「え、えっと、さっきも言ったけど、視界も悪いし呼吸もしにくいから、これじゃ外に出るのは危ないよ。町の平和を守るどころか通行人にぶつかって、むしろ迷惑かけちゃうかも」


    「だったら、目と口の部分は穴を開けるといいよ！」


    　……さっきまで、それは絶対にいやだと言っていたくせに、聖はオレの外に出られない理由を前言撤回して否定する。


    　だが、とりあえず時間稼ぎはできた。


    　マスクの改造をしながら、じっくりと次の言い訳を考えよう。


    



    　必要以上にゆっくりと丁寧にマスクの目の部分と口元に大きな穴を開けると、


    「どうかな、聖ちゃん？」


    　もう一度マスクを被かぶって、聞いてみた。


    　聖にかっこいいと言われたくてこんな遊びに付き合っていたりするのだ。自分では奇妙な姿になっているとしか思えないが、彼女の反応は気になる。


    　聖は持っていた手鏡をこちらに向けると、


    「ほら、かっこいい！」


    　オレに同意を求めるように、そう言った。


    　だが、鏡に映った自分の姿はヒーローというよりも、敵キャラの怪人にしか見えなかった。


    「じゃあ、パトロールに行こっか！」


    「分かったよ」


    　オレは工作中に少女を誤魔化すための言い訳を用意していた。


    「ただし、この格好では行かないよ」


    「えぇぇ、なんでだよっ！」


    　不満のせいなのか若干口が悪くなっている気もするヒーロー大好き少女にオレは言う。


    「聖ひじりちゃん、よく考えてみて。ヒーローは普段、普通の人間の姿をしているんじゃないか」


    「あっ！」


    　聖は、はっとしたような顔を見せた。


    「だから、敵を前にしたとき以外は普通の人間の姿でいる。いいだろ？」


    　高校生が真ま面じ目めに考えた理屈に、ヒーローおたくの小学生は眉み間けんにしわを寄せて真剣に考え込む。


    「じゃ、じゃあ、敵が出たらちゃんと変身してよね？」


    「あぁ、もちろんさ」


    　現実にはヒーローが倒すべき怪人も怪獣もいないのだから、その条件なら何も心配することはなかった。


    



    　パトロールを開始する。


    　傍はたから見れば兄妹きようだいの散歩にしか見えないだろうが、聖の要望で服の下にはジャスティスタースーツを着て、マスクは折り畳んでポケットの中に仕舞っている。敵が現れたら服を脱いで、スーパーマンのようにすぐ変身する約束になっている。


    　パトロール中、聖はやたらと周囲をきょろきょろ見回していたが、何事もなかったので、五時を少し過ぎたところで、いつもの公園のベンチで休むことにした。


    「うぅん、敵いなかったねぇ」


    　残念そうに聖は言った。そりゃそうだろ。


    「まぁ、これからもパトロールは続けていこうよ」


    　不完全燃焼感がある聖と違い、オレはヒーローのパトロールごっこを結構楽しんでいた。おしゃべりしながら散歩できるのはいい。


    「あ、そうだ。これ、きのう書いたんだ」


    　聖から一枚の紙を渡される。今度は一体なんなんだと覗のぞいてみると、


    



    【やっつけてほしい悪者リスト】


    



    　と、赤鉛筆で大きく書かれている。


    　リストとあるからには、そこにはいろんな人の名前が書かれてあり、それらの人物がどういった人間なのかも簡単に説明されていた。いくつか具体例を挙げると、


    



    多た田だ　実みのる　夜中に大きい音を出してみんなを驚かす暴走族のリーダー


    草くさ加か雅まさ人と　お年寄りを騙だますオレオレ詐欺の犯人


    古ふる屋や　敏さとし　小学生をさらった誘拐犯


    黒くろ岩いわ省しよう吾ご　悪いことをして、お金を稼いだ悪徳政治家


    井いの上うえ利とし樹き　鉄砲を撃ったヤクザ


    浅あさ倉くら　威たけし　ナイフを使う殺人犯


    園その咲ざき霧きり彦ひこ　宮みや本もと利とし彦ひこくんが好きな歌手に麻薬を売った密売人


    柘つ植げ行ゆき人ひと　爆弾を使うテロリスト


    



    　……どう考えても関かかわってはいけない人たちだ。何人かはニュースで目にしたこともあるような凶悪犯もいる。


    「やっぱり、ヒーローは悪いヤツと戦わないとね！」


    　聖ひじりはうれしそうに、そう言う。


    「いや、ヒーローの敵は人間じゃなくて、怪人や怪獣だろう？」


    「怪人とか怪獣なんているわけないじゃん」


    　そうだった。聖はその辺はもう空想と現実の区別がついているのだった。


    「それなら、悪い人をやっつけるのは警察に任せよう」


    「怪傑ズバットやソルブレインは、悪い人間と戦ってたもん！」


    　知らないヒーローの名前を出して反論された。よく知らないが、そのズバットやソルブレインのせいで善良な民間人が今ピンチに陥っていることに文句を言ってやりたい。


    　……まぁ、そんなに狼狽うろたえなくても、テレビで報道されているような犯罪者と接触するような機会はこんな田舎では起こるまい。とも思ったのだが、もう一度リストを眺めてみると、暴走族のリーダーの名前なども入っていることが気になった。ここに書かれている多田実という男のことは知らないが、そういった人間まで敵として認定し始めると、この町にいる不良やガラの悪いあんちゃんなどもいずれはターゲットにしてしまいそうで恐ろしい。


    「心配しなくても、ジャスティスターなら、こんなただの人間たちには負けないよ！」


    　ただ仮装しただけの高校生に何を期待しているんだ、この子は……。


    「た、戦うと言っても、武器もないしさぁ……」


    「じゃあ、武器を作ろう！」


    　今までは子供だと思って、油断していたところもあったが、このまま彼女に言われるがままの状態はストップしておかないと危険かもしれないと、ここに来て思った。


    



    
      ☆

    


    



    　何かマズイほうに向かっている気がする……。


    　聖ひじりとの付き合いにほんの少し不安を抱いだいてしまい、彼女の言うままに武器のことを考える気にはなれなかった。


    　だが、週が明けて学校に行くと、聖との付き合いで感じた不安なんてどうでもよくなるくらいの現実的な問題と直面するため、些さ細さいなことは頭から吹き飛んでしまう。


    「今日は、アートに挑戦したいと思いま～す！」


    　放課後、スタジオに連れてこられたオレの前で鈴すず木きは楽しそうに宣言した。


    「芸術家として大成功したら、キモ男にもちゃんと分け前やるからな」


    「そうそう、オレたちはともに芸術を志す仲間なんだ！」


    　西にし原はら、村むら石いしが綺き麗れいな言葉を向けてくるが、そこには悪意しか感じられない。


    「オレたちがアーティストで、キモ男くんはキャンバスという関係だけどね」


    　鈴木はそう言って、スマホをこちらに向ける。両りよう脇わきにいたクズ二人は油性のマジックペンを手に持つ。


    「何ぼーっと突っ立ってんの？　描かきやすいように早く脱いでよ」


    　……鈴木の指示で、オレは落書きをされるために服を脱いで、肌色のキャンバスになった。


    「規制が厳しいこの時代への抗議が込められた作品になりそうですな！」


    「ピカソもゴッホも天国で感動してんじゃね？」


    　ピカソとゴッホくらいしか芸術家の名前も知らないようなクズどもが、オレの腹や胸、おでこや首、腕や足などに卑ひ猥わいな絵や文字を描いていく。


    　聖の書いた悪者リストにあった人間たちよりも、オレにとってはこいつらのほうが悪だと思うし、許せない。


    　しかし、許せないと思ったところで、オレにはどうすることもできない。どうかしたところで、いいことなんて一つもなくて、もっと酷ひどい目に遭うことをオレは経験上知っていたからだ。


    　中学生になっていじめられるようになり、どうにかしてやり返してやりたいと思っていたオレは、こっそり復ふく讐しゆうすることを選んだ。放課後、オレを特にいじめていたヤツらの上履きや教科書を盗んでは帰り道に捨ててやったのだ。翌日、困っているヤツらを見るのが楽しくて、悔しい思いをする度たびにヤツらの物を盗んでは捨てていた。


    　だがある日、上履きを盗とったその瞬間をヤツらに見つかった。どうやらオレが怪しいとマークされていたらしい。教師にバラされ、後日オレは母親と一緒に、自分をいじめていた連中の自宅まで謝りに行かねばならなくなった。


    　オレがヤツらの上履きを盗んだ動機については大きな問題になることはなく、他人の物を盗んだ罪人として、ただ一方的にオレが悪役にされたのだ。


    　当然、オレの復讐行為がバレたことで、いじめはさらにエスカレートしていった。


    　弱い人間は、強い力や立場を得られない限り、復ふく讐しゆうをしても、さらに酷ひどい地獄に突入するだけなのだ。


    



    　えせ芸術家どもが帰っていき、制服を着たオレはコンビニのトイレを借りて、外から見える部分の落書きだけ洗い落とした。帰り道に鞄かばんからスマホを取り出して確認する。学校やスタジオではクズどもの目が怖くて、スマホを出すことはほとんどない。ロック画面に聖ひじりからの着信がたくさん残っていた。オレが全身に落書きをされている間のことだった。


    「もしもし、何かあったの？」


    　電話をかけると、ワンコールで聖が出た。


    「一いち郎ろうにいちゃん、今まで何してたの!?　大変だよ！　敵が現れた!!」

  


  
    



    第二章　　　キモイマン


    



    　学校からの帰りの電車に乗ったまま直接速はや水み町まで向かうと、


    「待ったよ、待ったよ、待ちくたびれたよっ!!」


    　その言葉どおりに待ちきれなかったらしい聖が駅の改札まで迎えに来ていた。


    　オレと会うことをこんなに待ち望んでくれている人がいてくれるのはうれしい。


    「……で、具体的に何があったわけ？」


    　出会って早々に詳細を聞こうとしたことで、聖はオレがヒーローとしてやる気満々なのだと受け止めてしまったらしい。幸せそうな笑えみを浮かべて、


    「変質者が出た！」


    　と、大きな声で言った。


    「も、もっと、小さな声で話そう」


    　周りに人もいるので、オレは慌ててそう言った。外からは見えないが、全身にチンコの絵や放送禁止用語を描かかれている今のオレは、そのワードに敏感になっている。


    　やや声のボリュームを落とした聖が歩きながら話してくれた内容を簡単にまとめると、週末の夕方、同級生の女の子の前に変質者が現れたらしい。学校ではさっそく全校集会が行われ、今日から帰りは集団下校となったそうだ。


    「それでね。その変質者を見た子にこれから会いに行こうと思うの！」


    　聖ひじりはケーキ屋さんにでも行くのくらいのテンションで、そんなことを言う。


    「え？　会いに行く？　どうして？」


    「聞き込み調査だよ！　犯人の特徴を聞いて、私たちで見つけるんだ！」


    　どう考えても、それはオレたちのやるべきことじゃない。


    「その子のウチに行くの？」


    「うん。今日は学校も休んでずっと家にいるみたいだから」


    　学校も休んでって……変質者に遭遇したショックが大きすぎてトラウマになっちゃっているんじゃないのか？


    「それは……行ったら、マズいんじゃないの？」


    「大丈夫だよ。退屈してるから大歓迎ってＬＩＮＥも来てたし」


    　だが、そうは言ってもデリケートな問題だ。部外者が立ち入るようなことではない。どうにかして止めなくちゃと思っていたら、オレの気持ちが伝わったのか、聖は本当に歩みを止めた。


    「ここが目撃者の結ゆ衣いちゃんの家！」


    　気持ちは伝わっていなかった。


    「ひ、聖ちゃん。とりあえず基地に戻って、作戦を練ろう！」


    　とにかく、ここは時間を稼ごうと思い、そう提案したのだが、もう遅かった。聖がその家のチャイムを押すと、すぐに玄関から聖と同年代くらいの少女が顔を出した。


    「結衣ちゃん、お待たせ！」


    「うん、待ってた」


    　結衣という名の少女は、聖の隣で棒立ちしているオレに一瞬目をやると、


    「この人は？」


    　と聞く。


    「一いち郎ろうにいちゃんだよ！」


    　一郎にいちゃんだよと言われても、なんの説明にもなっていないような気がしたのだが、結衣はそれで納得したらしく、


    「上がっていく？」


    　と聞いてきた。


    「うん」


    　聖は即答したが、


    「いや！　ここで話を聞かせてもらおう」


    　オレは慌ててお誘いを断った。聖はともかく、オレが小学生の女の子に呼ばれて家に入っていくのはマズいだろ。


    「じゃあ、ここで話を聞かせて。学校で先生にも聞いたんだけど、詳しいことは教えてくれないんだよ」


    　聖ひじりはそう言ったが、つまりそれは詳しく話せないようなことをこの子が変質者にされたのではないのかと心配になる。


    「土曜日の夕方にね、お菓子を買いに出かけたら、パンツを穿はいていない男の人が歌いながら踊っていたの」


    　結ゆ衣いが遭遇したという変質者は露出狂だったようだ。


    　他ひ人と様さまの性癖に文句を言うつもりはないが、クズどもに無理やり全裸にされることも少なくないオレとしては、どうせなら、こういう脱ぎたがりの変質者をスカウトして全裸動画を撮ってくれれば被害者もゼロなのにと思った。


    「あ、頼まれてたやつ、描かいといたよ」


    　結衣はそう言って、鉛筆で描かれた男の顔の絵を見せてきた。


    「うわあ。やっぱり結衣ちゃんは上じよう手ずだなあ。これならすぐに変質者も見つかりそうだよ」


    　人相書きのつもりか。年齢を考えれば、決して下へ手たなほうではないのだろうが、これで犯人捜しをするのは困難と思われる画力だった。


    「痩やせてた？　それとも太ってた？」


    「すごい痩せてた。がりがり！」


    　聖は絵を見ながら、さらに特徴を聞いていく。


    「身長は？」


    「身長は……聖ちゃんのおにいちゃんよりちょっと低かったと思う」


    　あ、オレ、聖のおにいちゃんだと思われているのか。聖も特に訂正しなかったし、友人だと説明するより気まずくもないので、このまま誤解は解かないでおこう。


    「他ほかには何か特徴なかった？　目立つ服を着てたとか、帽子を被かぶっていたとか」


    「上だけしか着てなかったけどジャージだった。あとは、顔色が悪かった」


    　顔色も悪くてがりがりに痩せていて背もオレより低いか。はっきり言って、ひ弱そうな男である。自分が弱いからもっと弱い子供にイタズラしているのだろうか。


    「変質者にはオチンチンを見せられる以外には何もされなかった？」


    　聖は恥ずかしがることなくオチンチンという言葉を発する。


    「大丈夫だった。私が悲鳴をあげたら、その人も怖がって逃げていったから」


    　少女を驚かせたかったのだろうが、悲鳴をあげたらビビッて逃げた、か。


    　どこまでも情けない変態だった。


    



    「今日から、この変質者を捜そう！」


    　またオレと二人になったところで、聖は変質者の似顔絵を掲げて、そう言った。


    「捜し出して……やっつけたいんだよね？」


    「もちろんだよ。一いち郎ろうにいちゃん！」


    　変質者と戦うなんて、まっぴらごめんだったが、探偵でも警察でもない小学生の調査力では見つけられるはずがない。そういう意味では暴走族や不良をターゲットに選ばれるよりはずっと安心ではあった。


    「分かったよ。一緒にパトロールしよう」


    「うん。敵も見つかったことだし、武器の開発も急がないと！」


    　倒すべき敵を決めたことで、聖ひじりはノリノリだった。


    



    
      ☆

    


    



    　オレと聖がどんなに真剣に捜しても変質者が発見される可能性はほとんどゼロに近いと思う。


    　だが、万が一ということもある。どうせ武器を持つというのなら、念のため、実際に護衛できるようなアイテムが欲しい。


    　帰宅してまずネットで調べたのは、女性が使う痴漢や変質者の撃退グッズについてだった。男よりも力が弱い女性（もっともこれは世間一般の印象論であり、オレは同い年の女性と喧けん嘩かしても確実に勝てる自信などまったく持てないのだが）が、男の痴漢や変質者を撃退するためのグッズは、非力で臆おく病びようなオレにとってもふさわしいアイテムのはずだった。


    　まず最初にオレが目を付けたのはスタンガンだった。だが、安い物でも五千円くらいはしたので予算的に厳しいため却下。


    　スタンガンの他ほかには、唐とう辛がら子し成分の入った催涙スプレーなども強烈そうだった。


    「これって、タバスコを水鉄砲に入れてみたりしても同じような効果がないかな」


    　予算の節約と、聖がより喜ぶようなアイテムになることも意識する。


    「あとは……そうだな」


    　メモ帳に思いついた武器のアイディアを書いていく。


    



    ○シンプルに使いやすい木刀


    



    　飛び道具（水鉄砲）の次に欲しいのは、やはり刀だろう。


    



    ○腐った玉子を投げつける。


    



    　とっくに賞味期限が切れてしまった玉子を鈴すず木きが家からわざわざ持ってきたことがあった。それをぶつけられたときの悪臭と気持ち悪さは一生忘れることがないだろう。とにかく強烈だった。そのときの経験から、これは強力な武器にもなると考えた。


    



    ○大きな音でビビらせる爆竹。


    



    　これもオレが経験したいじめの一つで、トイレに入っているときに爆竹を投げ込まれる恐怖と焦りは相当なものだった。ビビりの変質者には有効だろう。


    　こうして、オレでも購入したり作ったりできそうな武器を並べていくうちに、これなら顔色が悪くてがりがりでオレより背の低い変身者くらいになら勝てる気もしてきた。


    　実際に戦う気はないが、自分が誰だれかに勝つ想像はちょっとだけ幸せな気持ちにさせてくれる。


    



    　翌日の放課後。ホームセンターやコンビニ、スーパーなどで必要な材料を買い揃そろえると、基地で聖ひじりと武器の開発を始めた。


    　スーパーで買ってきた玉子一パックは、少しでも早く腐らせるために陽ひ当たりのいいベランダに置いた。


    　水鉄砲にタバスコを溶かした水を入れてみる。


    「これはすごいアイディアだね。一いち郎ろうにいちゃん！」


    　聖が目を輝かせる。


    「あぁ、こいつは強力だぜぇ」


    「せっかくだから、これをもう一つ作って二丁拳けん銃じゆうにしようよ！」


    「じゃあ、腰に付けるホルスターも二つ用意しなくちゃな」


    「考えたんだけど、この武器の名前はスパイシーマグナムでどうかなっ!?」


    「お、いいんじゃない？」


    　名前なんてどうでもいいので否定はしない。子供だから仕方がないのかもしれないが、聖はヒーローや武器の名前とか見た目ばかりに目がいって、実戦のことはあんまり考えていないようだ。


    　他ほかの武器についても、聖がヒーローの武器らしく名付けていった。


    



    ○腐った玉子爆弾「エッグボム」


    ○音でビビらせる爆竹「ノイジークラスター」


    ○シンプルに使いやすい木刀「ジャスティスライサー」


    



    　オレの発想と原材料のしょぼさをフォローするようなネーミングを聖は考えてくれた。


    　玉子や爆竹はサイズが大きくないのでポケットや鞄かばんの中に仕舞うことができるだろうが、木刀はそのまま持ち歩くと目立って仕方がないので半分のサイズに切って使うことにした。これならジャスティスタースーツの背中に装備できるし、その上から制服を着込んで、すっぽり隠すこともできる。


    　オレと聖ひじりは毎日のように町をパトロールしながら、変質者を捜した。当然だが変質者は発見されることもなく、その時間は町を散歩しながら聖とおしゃべりするというオレにとって幸福な時間であり続けた。


    



    
      ☆

    


    



    　金曜日の放課後。今日を乗り越えれば、また安息の日々が訪れる。


    　そう思いながら、オレは全裸で踊っていた。当然ながら、オレはちっとも楽しくなかったが、それを見ている西にし原はら、村むら石いしもつまらなそうな顔をしていた。鈴すず木きにいたっては、先ほどからスマホしか見ていない。


    「面白くねぇ」


    「キモ男で遊ぶのも最近飽きたなぁ」


    　飽きたのなら、もうオレに絡からむことはやめてほしいと思う。監督による撮影もすぐに終わってしまったのだが、まだ踊っていろと命令されていたので、踊り続けていた。クズたちはオレの踊りをただなんとなく眺めながら雑談を始めた。


    「なぁ、これからカラオケ行かねぇ？」


    　西原が提案すると、


    「あ、今日は無理」


    　村石が断った。


    「なんでよ？」


    「七時からやる『お笑いサドンデス』録画してくんの忘れちゃったから」


    「え、別にあんなもん見逃してもいいだろ？　たいして面白い芸人も出ないし」


    「芸人はつまんなくても、ゲストで赤あかい花はな子こちゃんが出るんだよ。見逃せねえだろ！」


    　村石の口から、赤い花子の名が出てきてドキリとする。美み織おりの好きな女性歌手だったからだ。クズのくせに、美織と趣味被かぶせてんじゃねえよ！


    「あぁ、おまえ。あの子のファンだったもんな」


    「おう。月末に出る新曲も楽しみでさ」


    　村石がうれしそうに語っていると、スマホばかり見ていた鈴木までもが、


    「赤い花子って、そんなに聴いたことなかったんだけど、オレもチェックしてみようかな」


    　と、食いついてきたので全力で止めたくなった。クズどもが曲をダウンロードしたり、カラオケで歌って発生した印税など、花子さんだって欲しくないだろう。美織やオレのような真っ当な人間にだけ歌を聞いてほしいはずだ。


    「じゃあ、今日のカラオケは諦あきらめて、オレも『お笑いサドンデス』観みてみるわ。しかし、ホント最近の芸人ってつまんねぇよな！」


    「ガラバンズもハーレム睡眠もどうせ一発屋だろ」


    「同じネタしかやらねぇもんな」


    　発想が貧困なくせに、テレビで最近人気の芸人には厳しいクズどもだった。動画の投稿にハマっているのもそうだが、こいつらにも有名になったり話題の人物になりたいという憧あこがれがあるのだ。


    「西にし原はらと村むら石いしでお笑いコンビ組めよ。おまえらなら、天下取れるって」


    　二人のやり取りを聞いていた鈴すず木きはそう言って笑う。


    「そうか？　それなら、監督も入ってトリオ組もうぜ」


    「ごめん。オレはお笑いじゃなくて、芸術に生きたいんだ」


    　全裸でぜぇぜぇ息切れしながら踊り続けるオレを軽けい蔑べつするような目で見つつ、鈴木は自分の将来について語る。


    「あ、そうだったよな！　俺、監督のことマジ応援してるから！」


    「よーし！　みんな、頑張ろうな」


    「別々の道に進んでも、ずっと仲間でいよう」


    　一番頑張っているオレを無視してクズどもの青春ごっこは続く。


    



    　ようやく地獄から解放されてスマホをチェックすると、聖ひじりから何度も着信があったことを知る。


    　すぐに折り返すと、いつものようにワンコールで聖が出る。


    「一いち郎ろうにいちゃん!?」


    「ごめんごめん。友達と話してて着信に……」


    「急いでこっちに来て！」


    　オレが話している途中で、聖は叫ぶ。


    「え、な、何、どうした？」


    「見つかったんだよ！」


    　……見つかった？　何がだろう？


    　オレはこの時点でも、この先に来る言葉を予想できずにいた。


    「変質者の家が分かったの！」


    　最近、二人で捜していたものといえば、それしかなかったのだが、小学生の少女が本当に変質者を見つけ出してしまうことなど、まったく想定していなかったのだ。


    



    　速はや水み町へと向かい、基地で聖と合流する。


    　着替えを待つのももどかしそうに聖ひじりから「早く早く！」と急せかされて、オレは変身セット一式を着込み、制服を脱いでマスクを被かぶればすぐにジャスティスターに変身できる状態になる。


    「結ゆ衣いちゃんが描かいてくれた似顔絵そっくりの男を、同じクラスの色いろ部べくんが見たんだって！」


    　聖はそう言って、変質者の住むという家に向かって歩き始めた。


    「結衣ちゃん本人が確認したわけじゃないんだ？」


    「うん。でもこの絵にそっくりだって色部くんは言っていたから間違いないよ！」


    　聖はそう言って、下へ手たくそな変質者の似顔絵をオレに突きつけてくる。目撃者でもない人間がこれを見てそっくりだと言ったという情報が、どのくらい信頼に足るのかと考えるとかなり怪しい。


    　ただ、怪しいというのはオレにとっては悪い話ではない。これが間違いなら、そのほうがいいのだ。「残念、違かったね」と言って帰ればいいだけなのだから。


    　そんなことを考えながら歩いていると、


    「ここだよっ」


    　聖は小声でそう言って、二階建ての木造アパートを指差した。


    「このアパートにそいつがいるの？　何号室？」


    「２０３号室だって」


    　とりあえず部屋を確認しようとしたアパートに近づく。


    『セールスお断り』『関係者以外立ち入り禁止』などと書かれたアパート入り口の貼はり紙がみが、緊張感を倍増させる。一階、二階ともに三部屋ずつあるので、変質者容疑のかけられた男の部屋、２０３号室は二階の一番手前か、奥の部屋だと思われる。


    　階段の下から様子を見てみるが、男が部屋にいるのかどうかも分からない。外から帰ってくるか部屋から出てくるのをここで待つことになるのだろうか？


    　もうすでに夕暮れが迫ってきているし、適当な時間になったら聖を帰らせて、夜にでも電話して「２０３号室の住人の顔見たけど、全然別人だったよ～」なんて適当なこと言っておけばいいかなと考えた。うん。我われながら悪くない作戦だと思っていると、タンッタンッタンッタンッと、リズミカルに階段を上っていく音が聞こえてきた。


    　音のほうを見上げてみれば、聖がアパートの二階に上がっているではないか！


    　慌てて聖の後を追い、二階に上がった瞬間、オレの足は止まってしまった。聖が一番奥の部屋のドアを堂々とノックしていたのだ。容疑者がすぐに顔を出すんじゃないかとヒヤヒヤしたが、幸いにもドアは開かなかった。


    　直接本人に確認するのが一番手っ取り早い方法に違いないが、相手は変質者かもしれないんだぞ。危ないことするんじゃない！


    　容疑者が出てこなかったことに、ほっとして「もう降りようよ」と声をかけようとしたオレは、聖が信じられない行動に移るのを目にしてしまう。


    　どんどんどんっ！　と、ノックをする力を強めていきながら大きな声で元気よく叫ぶ。


    「変質者～っ！　ここにいるのは分かってるんだ！　出てこい！」


    　な、なんてことするんだ！


    「子供を怖がらせる変態変質者野郎！　成敗してやる！」


    　慌ててオレが呼び戻そうとしたところで、ガチャリとドアが開き、中から、がりがりで背が低くてひ弱そうな男──ではなく、ぷっくらと膨らんだお腹なかが目につく中年太りの五十がらみのおっさんが現れた。


    　家でくつろいでいるところだったのだろうか、上はＴシャツ一枚、下はトランクスを穿はいただけの超ラフな格好である。


    　か、完かん璧ぺきに人違いじゃん！


    「何ふざけたことぬかしてんだ、この野郎っ！」


    　おっさんが怒鳴り、オレは完全に固まってしまう。怖いもの知らずの聖ひじりも、マジ切れしたおっさんの迫力にはさすがに勢いがしぼんでいく。


    「あ、あの……ごめんなさい」


    「あぁっ!?　ごめんなさいだぁっ!?　さんざん、人んちの前でふざけたことぬかしやがって、どういうつもりだっ！」


    「ひ、人違いだったんです。ごめんなさい！」


    　ぺこぺこと頭を下げる聖。完全に濡ぬれ衣ぎぬだったわけだし、こっちが悪かったのだから、当然ここは謝るしかない。


    「人違いぃ？　オレを誰だれと間違えやがったのか、もういっぺん言ってみろ！」


    「へ、変質者と……」


    　正直者な聖はそう言って謝ったが、


    「誰が変質者だコラ！　ぶち殺すぞっ!!」


    　もう駄目だ。謝って収まる状況じゃない。


    　やばいやばい！　どうしよう！


    　と、とにかく、おっさんの意識が聖にいっているうちにオレはここから逃げるぞ！　そう決めて聖に背を向け、階段を下りようとしたそのときである。


    「おい、そこのヤツ！」


    　おっさんの声がこちらにも向けられてしまう。


    「おまえも、こっち来い！」


    　……どうして、こんなことに。絶対に行きたくなかったが、恐ろしくておっさんの命令をスルーできない。いやだけど、行くしかないのか。


    　おっさんのほうへ振り向く直前、オレは咄とつ嗟さにジャスティスターのマスクを被かぶった。顔だけでも隠したほうがいいと思ったのだ。


    　振り返ったオレを見て、おっさんは露骨に引いた表情になる。


    「な、なんだおまえ、その顔は!?」


    「あ、怪しい者じゃありません！　これは、子供を楽しませるためのボランティアみたいなことをしているというか」


    「ごちゃごちゃ言ってないで、こっちに来いっ！」


    　話が通じない絶望感に打ちひしがれながら、おっさんのほうまで歩いていく。


    「おまえ、このクソガキの兄貴か!?」


    　おっさんは聖ひじりのランドセルを掴つかみ、手元に引き寄せて言う。


    「違います！」


    　即答したオレに向けて、


    「た、助けて、一いち郎ろうにいちゃん！」


    　聖がＳＯＳを出した。


    「おまえ、やっぱり兄貴じゃねえかよ！」


    「ち、違うんです！」


    　名前を出すなよ！　なんのために顔を隠したと思ってんだ！　オレもおっさん同様に聖を怒鳴りつけたくなったが、そんなことをしている場合ではない。


    　そのときだった。
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    「い、一いち郎ろうにいちゃん！　変身してよ！」


    　半べそをかきながら、聖ひじりが叫んだ。


    「あぁん？　変身だ？」


    　突然出てきた、この場にそぐわない単語におっさんが反応する。


    「い、一郎にいちゃんは変身すると、スーパー強くなって、お、おじさんなんかすぐにやっつけちゃうんだから！」


    「ひ、聖ちゃん！　余計なこと言わないでっ！」


    　なんとかこの場を一番小さな被害で抑えようとしているオレにとっては、この子こそが最大の悪役のように思えてきた。


    「面白れぇ。やってみろ！」


    　おっさんは、そんなことを言いだしたが、目の前であの格好になってみせたら、馬ば鹿かにするなと激怒するんじゃないだろうか。


    「とっととやれ！」


    　もう迷ってる場合ではなかった。思考停止したオレは学生服を脱いでいき──三十秒ほどで、オレはジャスティスターへと姿を変えた。


    「変身……できました」


    　オレの頭からつま先まで見回したおっさんは、


    「おまえ、頭おかしいんか？」


    　まったくヒーローを目にしたような顔をしていない。


    「おう、クソガキ！　こいつがオレをぶちのめすんか？」


    　おっさんは馬鹿にして、聖にそう言う。


    「そうだよ！　ジャスティスターはどんな悪にも負けない！」


    　聖は、そう叫んだ。


    「よし、やってみろっ！」


    　小学生に乗せられたおっさんは、聖のランドセルから手を離すとオレに向かってきた。


    「ちょ、ちょっと、待って！」


    　がつんと腹に強烈な痛みが走った。


    「あぅっ、ぐっ」


    　殴られることには慣れているつもりだったけど、これが大人の力なのか、それともおっさんの迫力のせいで実際以上の痛みを感じてしまっているのか、たった一発でオレはその場に倒れてしまった。これで許してほしかったのだが、今度は足に痛みが走る。


    「おらぁ！　死ね！　ボケェ！」


    　おっさんがオレの足を、腰を、胸を蹴けってくる。


    「ゆ、許して、許してください」


    　必死で許しを請こうオレの目に、向かいのアパートの窓から住人がこちらの様子を窺うかがっているのが見えた。これだけ騒いでるのだから他ほかにも気づいている人がいるんだろう。誰だれでもいいから助けて！　ヒーローを助けに来て！


    　そのときだった。


    「け、警察ですか？　い、急いで来てください！」


    　そんな少女の声が聞こえてきた。


    　聖ひじりがスマホで警察に電話をかけていたのだ！　小学生にスマホなんて生意気だとも思ったけど、聖の両親グッジョブだったよ！


    「何やってんだ、てめぇ！」


    　だが、それを見たおっさんは怒りのあまり、聖の髪の毛を思いっきり掴つかむ。


    「ぎゃっ！」


    　痛みと恐怖で聖は悲鳴をあげ、涙をぼろぼろとこぼす。


    　倒れていたオレの目の前に、おっさんの急所があった。オレは無我夢中で隙すきだらけのおっさんのチンコを木刀で殴りつける。


    「ぶふぉっ！」


    　汚らしい悲鳴をあげ、聖から手を離したおっさんの前に立ち上がると、オレはすぐにタバスコ水をたっぷり入れた水鉄砲をおっさんの目を狙ねらって発射した。


    　恐怖で震ふるえながら撃ったせいで一発目は胸の辺りに当たったが、二発目、三発目で、おっさんの目に命中させてやった。


    「うぅぎあぁあぐうあぅあああっっ！」


    　聞いたこともないような悲鳴をあげるおっさん。


    　それを確認して、聖は叫ぶ。


    「ど、どうだ、スパイシーマグナムの威力はっ！」


    「うぅわぁあぐぅああぅ」


    　聖の声など、まったく聞こえていないおっさんに向かって、オレは木刀を振りかざす。


    「うおおおおおっ!!」


    　オレは何度も何度もおっさんの頭や腹を木刀で殴りつけた。


    「ぐぎゃうぅあぅおおおおっ！」


    　奇声をあげながらぶっ倒れたおっさんを確認すると、


    「聖ちゃん、逃げるよ！」


    　慌てて、その場から逃走した。


    　脱いだ制服を拾い上げ、階段を駆け下りると、そのまま無我夢中で走る。


    　……子供との遊びで、こんな怖い目に遭うなんて思ってもみなかった。


    　後ろを振り返ると、今回の事件を引き起こした張本人が、だいぶ後ろのほうを走っていた。


    　このまま距離を離していって、別れてしまおうかとも少しだけ思った。だけど、やっぱり、それはできなくて、オレは足を止める。


    　涙と鼻水をだらだら流しながらやって来た少女は、オレの姿を見て、


    「やっぱり、ジャスティスターは最強のヒーローだね！　大人にも負けないんだっ！」


    　にっかり笑いやがったのだった。


    



    
      ☆

    


    



    　悪を倒したつもりで楽しそうにしている子供の無邪気さにちょっと、いや、だいぶ引いた。オレは基地に戻る気持ちにもなれず、公園のトイレの裏で着替えると、その場で聖ひじりと別れて真っすぐに帰宅した。


    　とにかく少しでも早く速はや水み町から離れたかった。この町にいたら、今にもおっさんが追いかけてきて、見つかってしまうんじゃないかと怖かったのだ。


    　家に帰り着けば、少しは落ち着くかと思ったのだが、逆だった。おっさんから完全に逃げ出せたと安心すると、今度は、完全に無実の人間を人違いでぼこぼこにしてしまったことに罪悪感を覚え始めたのだ。被害者ぶって全力で逃げ出したけれど、オレはむしろ加害者だ。


    　無我夢中で木刀で殴ってしまったが、怪け我がとかさせていたら、こっちが犯罪者になってしまうんじゃ……と、恐怖に包まれる。


    　ヒーローごっこをやっていたのに、結果が犯罪者。


    　小学生に乗せられて罪を犯してしまった人間……マスコミやネットの連中が大喜びしそうなネタだと思った。


    　あのアパート、防犯カメラとかが設置されていたらどうしよう。


    　不安を抱かかえたまま、部屋で過ごし、父が車で仕事から帰ってきた音を聞いたときも、一瞬パトカーがやって来たのではないかと怯おびえた。


    



    　学校に行かなくてもいいせっかくの土曜日も、不安で何もやる気が起きなかった。


    　ネットくらい見ようかとも思ったのだが、あの暴行事件がニュースにでもなっていたらどうしようと思うと怖くなってしまい、それもできなかった。


    　小こ宮みや美み織おりの好きな女性歌手「赤あかい花はな子こ」の歌を部屋で流しながら、ずっとベッドの上で横になり続けた。自然に溢あふれ出てくる悪い想像を少しでも抑えたかったが、無理だった。貯ためていた失しつ踪そう資金を使うなら、今かもしれないとも思ったが、警察に追われたらオレなんてすぐに見つかってしまうだろう。「逃げる」という言葉を簡単に使う人間は多いが、上う手まく逃げるのには知恵や勇気が必要なのだ。


    　オレの罪を、鈴すず木きに被かぶせるトリックでも考えてみようと、推理小説をぱらぱらめくってみたが、やはり何も思い浮かばなかった。だったら、警察に捕まった際にできるだけ心象が悪くならない言い訳の内容でも考えておくべきかもしれない。これまでの経緯を馬ば鹿か正直に語ったところで、世間は子供に甘いから、子供に責任を負わせようとする情けない男だと受け取ってしまうだろう。聖ひじりのことは庇かばいつつ、それでも責任の大部分は彼女にあり、オレは被害者として同情されるような説明はできないものだろうか……そんなことを考えていたら、ロッキーのテーマが鳴りだした。


    　この不安を生み出した張本人の電話に出る気にはなれない。


    　もしかしたら、警察から電話がかかってくる可能性だってあるのかもと思ったら、怖くなってそのままスマホの電源も切ってしまった。


    



    　週が明けて、通学電車の中で小こ宮みや美み織おりを見ながら、こんなふうに彼女を観察することももうできなくなってしまうのだろうかと思った。別に人殺しをしたわけじゃないのだし……とはいっても、あの後の状況を確認しているわけではないから最悪の状況もあり得ないわけじゃない。未成年だから、刑務所暮らしということにはならないかもしれない。だが、こんな田舎町で警察のお世話になってしまったら、噂うわさもすぐ広まってしまうだろう。そんなことを考え始めると、呑のん気きに美織の観察もしていられなくなった。


    「みおりん～、おっはよぉ！」


    　オレの心境など知ったこっちゃない美織の友人たちが電車に乗り込んでくる。


    「速はや水み町、いま熱いね～」


    　唐突にそんな話題を切り出してきた友人に、オレはドキリとする。あの町で週末に事件を起こしたことをどうしても思い出してしまう。


    「え、何が？」


    　美織は首を傾かしげる。


    「え、みおりん知らないの？　速水町にヒーローが出たって話？」


    　小学生の少女ではなく、女子高生の口から「ヒーローが出た」なんてフレーズが出てきたことに驚く。美織も戸惑ったような顔をしている。


    「どういうこと？」


    「みおりんは本当に流行に疎うといなぁ！　ネットで今すごい話題になってるんだよ」


    「私、スマホ持ってないし、ネットもほとんど見ないから」


    　小学生ですら生意気にスマホを持っているこの時代に、美織はスマホを持っていない。このことは友人たちともよく話題になっていたし、早くスマホ買いなよと何度も言われていたが、オレの中ではスマホを持っていないというのは美織の好感度がより高まる話であった。その浮世離れした感じがいい。こんな糞くそみたいな浮世からは離れているほうが素敵なのだ。


    　ただ、美織と違ってスマホを持っていたし、浮世からも離れられてはいないオレも、この週末はネットを見ていなかったという意味では一緒である。速はや水み町に出たヒーローって一体なんだろう？


    「だからさ、おかしな格好をした人が悪いヤツをやっつけたわけ」


    「おかしな格好？」


    「そうそう、そいつが本物のヒーローなんじゃないかって騒ぎになってるの」


    　友人の一人ざっくりと事情を説明していく。


    「すごいんだよ。木刀を持って犯罪者と戦ってるんだから！」


    「犯罪者？　速水町に犯罪者がいたの？」


    「あぁ、もう！　みおりんもあんまり平和ボケしてたら危ないよ。犯罪者なんて、どこにでもいるよ」


    　もっと詳しく話を聞きたかったのだが、そこで電車が止まり、美み織おりたちは降りていってしまう。


    　土曜日から電源を切ったままにしていたスマホの電源を入れてオレもネットを見てみた。


    　速水町、ヒーロー、木刀……といったキーワードで検索していくと、すぐにそれらしい情報が見つかった。


    



    　ひょっとしてとは思ったが、美織の友人が話していたヒーローというのはやはりオレのことだった。おっさんとのあの乱闘騒ぎがネットで話題になっていたのである。恥ずかしい格好をしたオレの写真もアップされていた。どうやら、あの現場を撮影していた人がいたらしい。


    



    　それにしても、何な故ぜ、田舎町で起こった暴行事件が話題になっているのか。


    



    　オレたちが逃げ出した直後、騒ぎに気づいた近所の人が通報して警察が駆けつけた。聖ひじりも通報していたが、しっかり場所や状況を伝えられていなかったのかもしれない。警官が詳しい状況を調べている最中に、おっさんが危険ドラッグを所持していることが判明してしまったのである。危険ドラッグの浸透、恐るべしだ。


    　おっさんが逮捕されたことで、そのきっかけを作った謎なぞの覆面仮装男の映像にニュース的な価値が付いた。


    　その結果、なんと民放の一局だけ、時間にしても一分未満ではあったが、土曜の夕方の報道番組でジャスティスターの映像が流されたのである！　YouTubeにはニュース映像の元となった、おそらく近所の者が撮影した動画もアップされていた。撮影者の位置から聖は死角にいたらしく彼女の姿は映っていなかったが、木刀でおっさんを叩たたきまくるジャスティスターははっきり撮られていた。


    　危険ドラッグの話題など、それほど珍しくもない世の中だ。有名人が使っていたならともかく、一般人のおっさんの危険ドラッグ所持など、オレたちの大暴れがなければ、テレビで全国的に紹介される機会もなかっただろう。今のところ、追随して報道するような番組はなかったようだが、ネットでは割りと盛り上がっていた。


    　２ちゃんねるには数々のスレッドが立ち、まとめサイトもできていた。いつの間にか、ヒーローの名前まで付けられていて、誰だれが言いだしたのか、ジャスティスターは、『キモイマン』と呼ばれていた。


    



    　学校でもキモイマンことジャスティスターの話題で持ちきりだった。


    「知ってるか？　速見町にヒーローが現れたんだってよ!?」


    「あぁ、キモイマンだろ！」


    「でも、キモイマンって本当にヒーローなのか？」


    「危険ドラッグやってる売人同士の仲間割れだって説もあるぞ」


    「夢ないな、おまえら！　悪いヤツをヒーローがやっつけたと思ったほうが楽しいじゃん！」


    「高校生にもなって馬ば鹿かなことではしゃぐなよ。絶対、キモイマンは関かかわっちゃいけない危ないヤツだって！」


    　もちろん、誰もキモイマンの正体は知らないが、オレのことがクラスの話題の中心になっているのは不思議な感覚だった。情報も少なく、ほとんど憶測だけで語られていることもあって、好意的な意見も否定的な意見も出ているが、悪い気はしない。テレビまで巻き込んで、話題の人物になるなんてことができるのは、この学校でもオレだけだろうと思えたからだ。


    　オレを見下したり、関わらないようにしているヤツらはオレの持つポテンシャルに気づけていない馬鹿なんだろう。


    



    　その日の放課後、スタジオで段ボール箱に腰かけている鈴すず木きの前でオレは四つん這ばいになっていた。足置き代わりになれと命令されたからだ。最初はオレにいやがらせするのが目的だったのだろうが、鈴木はスマホに集中していて、オレのことを本物の足置きだとでも思っているように足を伸ばしている。もちろん、土足のままで。


    　ここに来る直前にスマホをチェックしたら、聖ひじりからショートメールが届いていた。『話したいことがあるから、基地に来て！』という内容だったが、このまま、ずっと足置きをやらされていたら基地に行くこともできないかもしれない。


    　そんなことを俯うつむいていて考えていたら何やら視線を感じる。いつの間にか鈴木がスマホから視線を外してこちらをじっと見ていたのだった。


    「キモ男くん、これ知ってる？」


    　と、スマホの画面をこちらに向ける。そこには、ジャスティスターの画像が表示されていた。


    「ジャス……キモイマンですよね。クラスでも話題になってました」


    　オレの答えを聞いても鈴すず木きはじっと無言でこちらを見つめたままだ。こういうときの鈴木は絶対にろくなことを言ってこないので、オレも自然と身構えてしまう。


    　やがて、鈴木の口が開き、


    「これ、おまえだろ？」


    　とんでもないことを言ってきた。


    「は、はい？」


    　身構えていたものの、それを遥はるかに上回る衝撃的な言葉に動揺してしまう。


    　まさか、キモイマンの正体がバレている？　よりによって、鈴木に!?


    「お、オレじゃないですよ」


    　とにかく認めちゃいけないと思って否定したが、


    「キモイマンの正体は、おまえなんだろう？」


    　鈴木はオレの顔をじっと見つめたまま、そう聞いてくる。どうしよう？　こいつ、一体どんな証拠を掴つかんでいるんだ。ここは素直に認めてしまったほうが、痛い目に遭わずにすむのか？　どうしようどうしようどうしよう……。


    　今後の身の振り方を悩んでいたら、鈴木は満足したように笑う。


    「なんてね」


    　その笑え顔がおはオレにではなく、仲間のクズたちに向けられていたようだ。西にし原はら、村むら石いしがげらげらと笑っている。


    「キモイマンの正体がキモ男って、面白すぎ！」


    　大ウケしながら、村石は言う。


    　どうやら、本気でオレがキモイマンだと思ったわけではなく、キモイマンという名前を聞いて、オレのあだ名を連想しただけらしい。いじめられて、馬ば鹿かにされている最中に安心するというのも変な話だが、とりあえずよかった。


    「キモ男に、喧けん嘩かなんかできる勇気あるわけねぇし！」


    　西原も両手を叩たたいて、笑っている。


    「キモ男くんじゃ、中学生が相手でもビビって何もできないよね」


    　自分からオレをキモイマンだと言ってきたくせに、鈴木は心底馬鹿にするようにそう言った。中学生どころか、大人のおっさん相手にもオレは戦ったんだぞと言ってやりたい衝動にも駆られたが、もちろん、そんなこと口に出せるはずない。


    「監督、今日はキモイマンばっか観みてんな。ファンになったのか？」


    　村石が鈴木にそんなことを聞いている。足置きのオレには分からなかったが、さっきからずっとスマホに集中していたのは、キモイマンを観ていたからだったらしい。


    　もしも本当に鈴木がキモイマンのファンなら、速攻でおまえがオレの足置きになるべきだぞ。


    「いいや、その逆」


    　だが、鈴すず木きはそう言って村むら石いしの問いを否定する。


    「キモイマン、ちょっと腹立つんだよね。今頃ごろこいつ調子に乗ってんだろうな」


    　鈴木の言葉に、残るクズ二人もうんうんと頷うなずく。


    「テレビにまで出やがったしな！」


    「変な格好して目立とうって精神がムカつくわ！」


    　つまんない動画をあげて話題を集めたいと頑張っているクズからしたら、話題のキモイマンには腹立つ部分があるらしい。それは嫉しつ妬とというやつで、クズたちがオレに嫉妬しているんだと思うとちょっと胸がすく思いだった。このまま、話題が大きくなって、もっともっと人気者になってやったら、クズどもの嫉妬をさらに大きくさせてやることができるかもしれない。


    　そう思って、にやけていたら背中にずしんと大きな痛みが走る。


    　足置きの使用者が思いっきり足を振り下ろしたのだった。


    　痛みと衝撃でオレがバランスを崩すと、


    「しっかりやれよ。使えなくなったら、捨てちゃうよ？」


    　冷たい声で鈴木はそう言ってくる。


    「ご、ごめんなさい」


    　オレが謝ると、鈴木はオレの背中の上で何度も繰り返し足を振り下ろす。だが、さっきのようにバランスを崩されたら何をされるか分かったものじゃないので、オレは必死に足置き役を務めあげる。


    　やがて足を何度も振り下ろすことに飽きたのか、それとも疲れてしまったのか、鈴木は足置きを通常の使い方どおりに、足を伸ばしてリラックスし始めた。


    　オレも鈴木の足を乗せながら、とりあえずは安心する。


    　だが、ゆったりした口調で鈴木はこんなことを言いだしたのだ。


    「キモイマンって、速はや水みにいるんだろ？　オレたちで捜してみないか」


    「お、それは楽しそう！」


    「キモイマン捕獲動画とか再生数稼げそうじゃね？」


    　クズどもも、鈴木の提案に盛り上がっていた。


    　クズどもの嫉妬を大きくさせてやろうだなんて余裕ぶっこいている場合ではなかった。


    「キモ男くんも、キモイマン捜しとけよ」


    　鈴木からそんな要求を受けて、マズいことになったなと焦るオレの背中をまた痛みが襲った。


    「はい！　分かりました！」


    　キモイマンの正体は、心にもない返事をして、なんとかこの場から抜け出すことを許された。


    



    
      ☆

    


    



    「ああもう、失敗したなぁ」


    　基地で会った聖ひじりはネガティブな言葉とは裏腹にどこか楽しそうに見える。


    「あのとき、一いち郎ろうにいちゃんが名乗っておけば！　それか、聖がジャスティスターの名前を出して応援するべきだったんだ！」


    　彼女は喜びのあまりキモイマンの動画をすでに数百回は見ているらしい。早くニュースのことを伝えようと何度も電話したのにつながらなかったと責めてきたが、電源が切れていたことに気づかなかったからと言い訳したら、それ以上は追及してこなかった。


    「なんでみんな、キモイマンなんて名前で呼ぶんだろう。こんなにかっこいいのに」


    　聖にとっては先日の戦いが大きく話題になったことは本気で喜ばしいことに違いなかったのだが、すべてが満足いく結果とはならなかったらしく、悔しそうにつぶやいた。


    　ネットの書き込みを見る限りでは見た目がゴキブリっぽいと言われていたりしたので、そもそも聖の美的センスが世間一般とはズレているのだと思う。ただ、見た目だけでなく動きも虫っぽいと書かれていたので、こんな命名をされてしまった責任を聖にだけ押し付けるわけにはいかない。


    「とにかく、今度、敵と戦うときはちゃんとジャスティスターと名乗ろう！」


    　聖がそう言うのを聞いて、まだやる気なのかよと焦る。聖だって、この間はあんなに大泣きするくらい怖い目に遭ったというのに……。


    「ジャスティスターのかっこよさも理解できないで馬ば鹿かにしてくるような民衆のために戦うことはないだろ」


    「それでも戦うよ。ヒーローは人気者になるために、やるものじゃないんだしっ！」


    　テレビに映ったことをあんなに喜んでいた少女にそう言われても、いまいち説得力に欠ける気はするのだが、この方向での説得は難しいようだった。しかし、鈴すず木きたちがキモイマンを捕まえようと話しているのを聞いたばかりで、再びあの格好をする気にはなれなかった。


    「実はちょっとヤバイことになってるみたいなんだよ」


    　仕方ないので、オレは今抱かかえている危機的状況について打ち明けることにする。


    「何があったの？」


    「ネットで知った情報なんだけど、キモイマンを狙ねらっている危ない集団がいるらしくてさ」


    　鈴木たちのことを詳細に話すとオレの学校での扱いもバレてしまうので、そんなふうに伝えた。


    「それはマズイねっ」


    　聖にも危機的状況は伝わったようで、ほっとする。


    「キモイマンにもショッカーのような敵組織が登場したのかっ！」


    　だが、間髪容れずに聖は目をきらきらさせてそう言う。残念ながら危機感は共有できていないようだった。


    「と、とにかく、狙われているとなると、今後の活動は慎重にならないといけないと思う」


    「大丈夫だよ。向こうから敵が来るんなら、正々堂々と迎え撃ってやればいいっ！」


    　それができるのなら、オレも苦労しないってのに。


    「じゃあ、せめて敵が来るまではおとなしくしていよう」


    　消極的かつ現実的な提案をしてみた。


    「ふっふっふ。次の敵はもう見つけてあるのだーっ！」


    　完全にオレとは正反対のテンションのまま、聖ひじりはいきなりそんなことを言いだす。


    「つ、次の敵って？」


    「今度の敵はーっ」


    　聖はそこでいったん、言葉を止めてオレの反応を窺うかがう。きっとドキドキした表情はしているだろうが、決して楽しくてドキドキしているわけじゃないぞ。


    「落書きの犯人だっ！」


    　聖はそう言った。


    　暴走族や暴力団ではなかったのは、とりあえず安心したが、それだけ聞いてもオレはまだ上う手まく反応できない。他人の家の壁とかに落書きしているイタズラ好きの小学生とかだったら、注意くらいできるかもしれないからいいなとは思う。


    「あのね、平ひら山やま賢けん司じくんのおうちは、商店街でお店をやっているんだけど」


    　平山賢司くんって誰だれだよとも思ったが、たぶん学校の同級生なんだろう。


    「朝になったら、お店のシャッターに落書きがしてあったの！」


    「へぇ、それは困ったね」


    　オレとしては話のスケールに合わせたリアクションを取ったつもりだったのだが、聖にはオレの反応の小ささが不満だったらしい。


    「平山くんは意味が分からなかったみたいだけど、英語で酷ひどいことがたくさん書かれていたんだよっ！」


    　事件の悪質さを両手をぶんぶん振り回しながら力説してきた。悪への怒りを強要されている気分だ。


    「犯人は分かっているの？」


    「だから、それを捜してやっつけるんだよ！」


    　犯人捜しには自信があるって顔をしている聖だったが、この間の変質者捜しは人違いだったからな。本物の変質者のほうは依然として野放しなのだが、そっちはいいのか？


    「落書きをしたりする犯人って十代後半から二十代前半の連中とかなのかね」


    　その手の世界には疎うといが、四十代五十代のおっさんが落書きをしているイメージはあまりない気がする。描かかれていた落書きが漫画のキャラとかだったら小学生のイタズラな可能性もあると思ったが、聖の同級生が読めないような英語を使っていたということはもっと年齢は上だろう。ラッパーみたいなヤツらが夜中に集団ではしゃいで落書きしている光景が思い浮かぶ。


    　先日、おっさん一人であんなに怖い目に遭ったオレとしては、何がなんでも関かかわりたくない。


    「その落書き、今から見に行こうよ」


    　聖ひじりがそう言ってきたときも何か理由を付けて断ろうと思ったが、今の時間に商店街に行っても、落書きの現場に遭遇することはないのだと気づく。


    



    　基地から歩いて五分もしないところに、その商店街はあった。


    　一つ計算違いだったのは、


    「あ、シャッターが閉まってない！」


    　お店は営業時間中だったので結局、落書きを見ることはできなかったことである。


    「お店の人に頼んで、シャッターを降ろしてもらおう」


    「いや、迷惑だからやめなさい」


    　近くのお店から流れてきたいい匂においをかぎながら、不満げな顔をしている聖にオレは言う。


    「せっかくだし、コロッケか焼き鳥でも買って帰って、基地で食べよう」


    「いいね！　聖、焼き鳥大好き！」


    　許すべき悪のことなど完全に頭から吹っ飛んだようなテンションで、聖は食いついてきた。さっそく焼き鳥屋さんに並んで、数本注文していたそのときである。


    　コロッケや焼き鳥よりも、ずっと魅力的な物をオレは発見してしまう。


    



    　真っ白なワンピースを着た、小こ宮みや美み織おりだった。


    



    　美織が、こちらに向かって歩いてくる。


    　偶然、美織を発見できて、いつもの制服姿じゃない私服の彼女を目にするという予期せぬ幸運に、オレは声を失う。


    「一いち郎ろうにいちゃん？」


    　オレの様子がおかしいことに聖は気づいたようだが、美織が目の前にいる状況で、子供なんかに構っていられない。


    　美織はオレの真横を通り過ぎ、駅の方向へと歩いていく。オレは彼女を見ただけで、こんなに動揺してしまうのに、彼女はオレの存在すら知らないのが悲しい。だけど、いつまでも、この関係性のままではいない。キモイマンが話題になったように、いつか高たか寺でら一郎という人物も話題の的になってやる。そのときは、美織のほうがオレを見つけて、感動するようにもなっているはずだ。


    　それにしても、制服を着た美織ももちろん素晴らしいが、私服姿もすごい可愛かわいいな。真っ白なワンピースの持つ清せい楚そさがこんなに似合う人類は他ほかにいないんじゃないか。


    　オレはつられるように、美み織おりのあとをつけていきたい衝動に駆られる。


    「一いち郎ろうにいちゃん、三百八十円だって！」


    　だが、聖ひじりがオレを現実に引き戻す。


    　レアな私服姿の美織をもっと見ていたかったが、聖を置いていくわけにもいかない。オレは代金を払って、焼き鳥を受け取る。


    　いつか、美織とも一緒に焼き鳥を食べられる日が来るといいなと思いながら、基地まで待てずに鳥皮にかぶりつく満足そうな聖の顔を見た。


    



    
      ☆

    


    



    　お風ふ呂ろに入って、部屋で横になりながらエロ動画を観みる。


    　ネットの中には可愛かわいい女性の裸の動画や画像がいっぱいあって楽しい。だが、彼女たちの体を当たり前のように自由に触れられる男もたくさんいるのだなと思うと、自分の境遇との差に落ち込んだりもする。


    　現実がつらい人間にとっては、娯楽こそが救いであり、現実逃避の手段なのだが、エロ動画が時々こうやって憂ゆう鬱うつな気持ちにさせる。


    　そんなことを思いながら自称女子高生のお尻しりを眺めていたら、数時間前に見かけたワンピース姿の小こ宮みや美み織おりのことを思い出した。
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    　あの純白なワンピースに、美織にも愛らしい胸とお尻しりが隠されているんだよなぁ。いいな、美織の体に触れられる男になりたいな。できれば、もっともっといろんなことしたいな。


    　エロ動画を観みながら、チンチンをまさぐっていたオレは、いつの間にか美織の裸を想像していた。


    　エロ動画の女の子の顔が美織になって見える。


    「み、美織さん！」


    　さん付けはちょっと距離があるかなと思い、


    「みおりん！」


    　と声に出してみたら、チンチンは急激な成長を見せた。


    　みおりんの胸やお尻を想像の中で撫なで回していたところで突然、画面が切り替わり、聖ひじりから着信が入った。チンチンを掴つかんでいた右手ではなく、左手で通話の部分をタップした。


    「も、しもし？」


    　オレが何をしていたかなんて向こうは知らないだろうが、エロ動画鑑賞中に子供から電話がかかってくるのは焦る。


    「一いち郎ろうにいちゃん！　た、大変だよっ！」


    　だが焦っているのは向こうも一緒のようだった。同時に、興奮を抑えきれない状態でいることも感じられた。


    「一体どうしたのさ？」


    「出たんだよ！」


    「出た？」


    「うん、落書きの犯人が今いるの！」


    「今？」


    　部屋の時計を見ると、深夜一時を回っていた。こんな時間まで小学生が起きていていいの？


    「だから、商店街に隠れて見張ってたの。そしたら今、男の人たちが来て落書きを始めたんだよ」


    「馬ば鹿か！　何やってんだ！」


    　思わず怒鳴ってしまった。


    　こんな時間に外に出て、暗い中一人で隠れているだと？　しかも、お店のシャッターに落書きをしちゃうようなろくでもないヤツが近くにいる。それがどんなに危ないことか何な故ぜ分からないんだ。


    「怒らないでよ、おにいちゃん。これも町の平和を守るためなんだから」


    　オレに迫力がないからなのか、聖はこたえている様子もなさそうだ。


    「とにかく今すぐ来てよ。聖は見張ってるから！」


    　そう言って、聖ひじりは電話を切ってしまった。


    　すぐにかけ直そうかとも思ったが、落書き犯が近くにいるという状況で、電話をかけるのははばかられた。もし万が一、聖がスマホをマナーモードにしていなかったら……。


    　だけど、じゃあ、一体どうしたらいい？　オレは頭を抱かかえたまま、部屋の中を右往左往する。


    　このまま放っておいてしまってもいいのか。それとも、聖の元へ行くべきか。とにかく、この間のおっさんのときのようなことはもう二度と御免だ。


    　だけど、深夜に危ない連中を少女が一人で見張っているという現実を無視して、このまま眠りにつけるとは到底思えなかった。


    「あぁ、もうしょうがない！」


    　オレは両親に起こさないようにそっと家を出る。高校生だって両親の目を盗んでじゃなくちゃ出られないような時間に外出なんかしやがって、聖の馬ば鹿か！


    　自転車に乗ると全力でダッシュする。


    　終電からも一時間以上経たってしまっているため、人ひと気けもほとんどない街をオレは駆け抜ける。


    



    　家から十分ほどで速はや水み町に着いた。普段よりも、だいぶ速い。


    　適当な場所に自転車を停とめると、そっと、恐る恐る商店街の中に入っていく。


    「もう遅いよっ！」


    「うわっ！」


    　突然、細い路地の中から声をかけられて驚いた。


    「しっ！　見つかっちゃうよ。早くこっちに！」


    　言われるままに路地裏に入っていくと、暗くら闇やみの中で、遠足に来た子供のようにビニールシートを敷いて、お菓子やジュースを並べ、ちょこんと座っている聖の姿が確認できた。


    　……あと六年くらい経って、高校生に成長した女の子と真夜中にこんなふうに出会うことができたら最高だろうけど、小学生にこんなことをされても呆あきれと怒りしかない。


    　だが、お説教をしようとしたところで、しゅーっという何かを吹きつけるような音が聞こえてくる。


    　そうだ、今この商店街にいるのはオレたちだけじゃないんだ。


    　路地裏からそっと音のしたほうを覗のぞいて見ると、キャップを被かぶりフードパーカーを着込んだオレの拙つたないラッパーイメージのままの風ふう貌ぼうをした男が三人いた。


    　男たちはシャッターの閉まっているお店の前で手に缶を持っていた。


    　しゃこしゃこと缶を振ると、男たちはなんのためらいもなく、お店のシャッターに向かってスプレーをしゅーっと吹きつけた。オレの目にはかっこよくもオシャレでもない、下品な象形文字のような落書きを始める。


    「一いち郎ろうにいちゃん、あいつらを止めなきゃ！」


    　他ひ人と様さまのお店に落書きをするのがいいことだとは思わないけど、止めなくちゃいけないとまでは思わない。それよりも夜遊びしている子供を安全に家に帰してあげるほうが大事だ。


    「ほら、ジャスティスターの変身セット！　基地から持ってきたから早く着替えて！」


    　聖ひじりはそう言って、ジャスティスタースーツを渡してきた。


    「ヒーローごっこはいいから、もう帰ろう」


    　受け取りを拒否してそう言ったら、


    「ごっこじゃないっ！」


    　聖は目を吊つり上あげて叫んだ。


    「一いち郎ろうにいちゃんは、本物のヒーローなんだよっ！」


    　小声ではなく、思いっきり叫んだのである。


    　慌てて聖の口を塞ふさぐ。ば、馬ば鹿か、そんな大声で叫んだら……。


    　身じろぎもせずに、じっとして耳を澄ます。周囲はしんと静まり返っている。


    　いつの間にかスプレーを吹きつける音がやんでいることに気がついた。


    　路地の入り口に人影が立っている。


    「おい、そこに誰だれかいんのか？」


    　駄目だ！　見つかった！


    　オレはマスクを手にすると、すぐに被かぶって顔を隠した。


    　ゆっくりと近づいてきた男は、こちらを覗のぞき込み、


    「おい。ここに変なヤツがいるぞ！」


    　商店街のほうにいる仲間たちに向かって呼びかけた。


    　すぐに残り二人の男もやってきて、そのうちの一人がオレを見て何かに気づいたような顔をする。


    「あれ？　こいつ、例のヒーローのヤツじゃね？」


    　さすがは巷ちまたで話題のヒーローだ。このマスクを見て男も気づいたようだった。


    「えっ？　キモイマン!?　おいおいマジかよ!?」


    「キモイマンって何？」


    「おまえ知らねえの？　キモイマンって超クールなんだぜ」


    　オレの背中にはいやな汗が流れ続けていたが、その一方で、彼らの声からは敵意のようなものが感じられないことにも気づいていた。


    　……そうか。この間のおっさんのときと違って、こちらから何か失礼なことを仕掛けたわけでもない。落書き自体はよくないことだと思うが、彼らは不良やヤンキーとも違う人種だっただ。見つかったら即アウトだと思っていたが、やりようによっては穏便に話を進められるかもしれない。


    「あんたら、何？　こんなところで夜のピクニックでもしてるわけ？」


    　男たちは純粋に面白いものを見つけたといった感じで話しかけてくる。


    「そ、そうなんです。ちょっと変わったピクニックをしてたんですぅ」


    　最大限に愛想よくオレがそう言うと、男たちは楽しそうに笑う。


    　よしよし、いいぞ。いい感じだぞ。


    　オレの手の平の下で聖ひじりがもごもごと口を動かして何か言いたそうにしているが、このままフレンドリーな関係も築けそうだった。


    「あんた、本物のキモイマンなの？」


    　聖がオレの手を払いのけて、威勢よく言う。


    「そうだよ本物だよ！　本物のキモイマンだよ！」


    　その言葉に、男たちが沸わく。


    「おぉ、すげえ！」


    「一緒に写真いいっすか？」


    「あ、じゃあ俺も！」


    　スマホを向けてくる彼らに、


    「あ、せっかくなのでちゃんと着替えましょうか。ちょっと待ってくださいね」


    　できるだけ愛想よくそう言うと、路地裏の奥へと引っ込む。


    　急いで着替えていると、聖がついてきて、


    「あいつらを油断させてやっつけようとしてるんだね。さすがは一いち郎ろうにいちゃん！」


    　何か言っているが、彼らを待たせて機嫌を損ねさせるわけにもいかないので無視して着替えを急ぐ。


    「お待たせしました～！」


    　着替えを終えると、オレは陽気に路地裏を飛び出した。


    「おぉ、かっけぇ！」


    「ツーショット撮ろうぜ」


    　オレは快こころよく写真撮影に応じる。


    　馴なれ馴なれしく肩を組んできたりと楽しそうにしている男たちを見ながら、よし、この雰囲気ならもう大丈夫だと安あん堵どする。


    「な、何してるの！　キモイマン！　悪いヤツらと仲良くしないでっ！」


    　平和をぶち壊す悪魔の使者はすぐ隣にいた。


    「え、何？　悪いヤツらって？」


    「もしかしてオレらのこと？」


    　空気がちょっぴり変わったのを感じ取ったオレは慌てて誤魔化す。


    「違いますよ～。この子はヒーローごっこのつもりなんですぅ」


    「あぁ、ヒーローごっこね」


    「そうですそうです。ヒーローごっこ！」


    　頼むから聖ひじり、余計なことを言わないでくれ。必死で願いつつ、誤魔化そうとしたが、


    「ヒーローごっこじゃない！」


    　ごっこという言葉は、やはり聖の逆げき鱗りんに触れる言葉だったようだ。逆に、彼女の怒りを爆発させてしまう。


    「人のお店に勝手に落書きするヤツなんて大悪人だよ！　早くやっつけて！」


    　恐る恐る男たちの顔を見てみる。多少不愉快そうではあるが、


    「あのさぁ、お嬢ちゃんには分からないかもだけど、俺たちがやってることはアートなんだよ」


    　まだ子供の戯たわ言ごとだと軽く受け流してくれたようだ。


    「そうですよね！　アートは常識に縛られてちゃいけませんからねぇ！」


    　大げさにオレは、彼の主張に納得する芝居を見せておいたが、


    「あんたたちのやってることで、みんな困ってるんだから！」


    　聖は当然、納得などしていなくて、それでも、ありがたいことに、まだ男たちは余裕の態度を完全には崩さずにいてくれたのだが──。


    　聖がオレの腰元からタバスコ水鉄砲を奪い、男の顔に向けて発射する。


    「食らえ！　スパイシーマグナムぅぅっ!!」


    　男の顔面に、タバスコ水が命中した。


    「うぃぶおぉっ!?」


    　のたうち回る男を見て、残る二人の表情から、今度こそ笑えみが消える。


    「こいつ、何しやがった!?」


    「てめえら、ふざけんじゃねえぞ！」


    　てめえら……オレも共犯者に確定されてしまったようだ。


    「ごめんなさい！　ごめ」


    　必死で謝ったが、男の怒りは収まらず尻しりを思いっきり蹴けられる。後ろでまだのたうち回っている男を見て、こいつらにもタバスコ水を食らわせれば逃げられるかもしれないと考え、もう一丁の水鉄砲を抜こうとした腕を締め上げられる。


    「こんな物、使わせねえぞ！」


    「いたたたたた！　すみません！　本当にすみません！　もう二度としませんからっ！」


    　許しを請こうたが、相手の怒りは収まらず、そのままお店のシャッターまで追い詰められて思いっきり腹を殴られた。


    「離してっ！　やめてよっ！」


    　聖も捕まってしまっていたようだが、オレも自分のことで精一杯でどうすることもできない。


    　そのときである。


    「おいおい、何してんだよ」


    　それは仲間にやりすぎを注意する男の声……ではなく、まったくの第三者から発せられたものだった。


    　オレを殴った男も、暴力の手を止めて声のほうを見る。


    　同じように視線を向けると、スウェットを着た高校生くらいの男が立っていた。


    「最近のアーティストって、小学生に手をあげるのか？」


    　スウェット男の言うことに腹が立ったらしく、聖ひじりを捕まえていた男は、


    「うっせえ、黙ってろよ！」


    　と殴りかかる。


    　スウェット男はそれをかわすと、相手の胸ぐらを掴つかみ、


    「せいやっ！」


    　と、背負い投げを綺き麗れいに決めたのだった。


    　ずだんっと鈍い音が響き、ぐえぇっと声が漏もれる。


    　その光景に、オレは既視感を覚えていた。


    「なんなんだよ、おまえら！」


    　残ったもう一人の男はオレから離れると、倒れている仲間二人の元に駆けつけて、逃げるように去っていった。


    



    「あ、あの、ありがとうございました！」


    　オレは助けてくれた男に礼を言う。


    「いや、こんな時間に外が騒がしかったんで、何かあったのかと思って……」


    　そして、男はためらいつつ訊たずねてきた。


    「あの、あなたキモイマンですよね!?」


    「あ、はい」


    「やっぱり！　あのニュースを見ました！　あなた、本当にすごいよ！」


    「は、はぁ」


    　落書き犯たちも、オレを見てテンションを上げてはいたが、彼の場合はもっと純粋に感動しているように見えた。なんだろう、この人も聖と同じでヒーローおたくなのか？


    「あ、すいません！　俺、畑はた山やま秀ひで樹きって言います。あそこ、俺んちなんです」


    　畑山商店と看板に書かれたお店を指差してそう言った。


    「わっ！　帰ってきたウルトラマンに変身する郷ごう秀樹と同じ名前だっ！」


    　その答えに、聖は大興奮していた。というか、オレの名前を聞いたときも似たようなリアクションしていたが、そもそも無数にあるヒーロー番組から探せば、大抵の男と同じ名前のヒーローがいるってオチなんじゃねえのか？


    「それにしても、なんでこんな深夜に子供が……」


    　畑はた山やまがしごく真っ当な疑問を口にしたので、


    「ええ。夜遊びしていた子供を家に帰すためにオレはやって来たのです」


    　変な誤解を受ける前に、そう言っておいた。


    「さすがはキモイマン！　あぁ、でも信じられない。まさか本物のキモイマンに会えるだなんて！」


    　先ほどの見事な背負い投げといい、オレなんかよりずっと力も勇気だってあるだろうに、こんな情けないヒーローに会えてもうれしいものなんだろうか。


    　いい年だろうに、小学生と同じくらい目をきらきらさせて、ヒーローとの出会いを喜べる彼を見ていると、不思議だったけど、こっちも無性にうれしくなってきた。


    「あの、記念に写真一緒に撮ってもらっていいですか？」


    　緊張した面おも持もちで頼んでくる畑山に、快こころよく了承する。


    「あ、私も記念写真撮りたい！」


    　聖ひじりもそう言いだしたので、


    「じゃ、じゃあ、ワタシも記念に」


    　結局、三人それぞれ記念写真を撮り合った。なんの記念なのかよく分からないが、青春って感じがして悪くない。


    「よかったら、ＬＩＮＥの交換もどうですか？」
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    「ＬＩＮＥはやってないんだ」


    「あ、すみません！　ヒーローの正体は一般人には明かせないっすもんね！」


    　ただ単純にＬＩＮＥをする友達もいなかったからやっていないだけなのだが、気を遣わせてしまったようだ。気がつくと、オレの代わりに聖ひじりが畑はた山やまとＬＩＮＥの交換をしていた。ちょっと羨うらやましい。今までＬＩＮＥなんて自分には必要ないと思っていたけど、始めてみようかな？


    　そして、オレは彼と出会ってからずっと気になっていたことを思い切って聞いてみた。


    「あ、あの、以前どこかでお会いしたことありませんか？」


    　ひょっとして彼は、小学生のとき、カツアゲに遭っていたオレを助けてくれた少年なのではないか？　そう思っての質問だったのだが、


    「え、いや、キモイマンに会えたのは今日が初めてです」


    　……この姿のときに質問してもそりゃそうなるわな。


    



    　聖を送ってから帰宅すると、もう午前四時を過ぎていた。


    　くたくたになった状態でベッドの上に横になり、三人で撮った記念写真を眺めてみる。


    　小学生の頃ころのことだし、そんなにはっきりと顔を覚えているわけじゃない。それでもやっぱり、畑山があのときの少年なのだと思った。


    　オレにとって、あのときの経験は大切な思い出なんだと改めて気づかされる。


    　聖や彼のようにヒーローに憧あこがれる気持ちもないし、ヒーローになりたいとも思わないが、そんなオレの中にも理想のヒーロー像があるとすれば、彼のような男なんじゃないだろうか。


    　その彼と再会できたのだと思ったら、今日の聖の無茶は帳消しにしてやってもいいと思えるくらいには満たされた気持ちになれた。

  


  
    



    第三章　　　偽にせキモイマン


    



    　キモイマンと落書き犯たちとの戦いは、危険ドラッグのおっさんのときのようにニュースで報道されることもなく、二日が過ぎた。


    　通学中の電車に揺られながら、今日も相変わらず可愛かわいい美み織おりの観察を続けていた。あの落書き犯どもに、これこそが本物のアートなんだよと教えてやりたくなる。


    　電車が止まり、美織の友人たちが乗り込んでくると、


    「ねぇ知ってる？　また速はや水み町にキモイマンが出たらしいね」


    　いきなりキモイマンの話をし始めた。いつもの情報収集タイム以上に、オレは耳に神経を集中させる。


    「え、本当？」


    「なんで、速水町に住んでるみおりんが知らないの？　ネットで噂うわさになってるよ」


    「そうなんだ。またキモイマンさんが何かやったの？」


    「商店街のお店にスプレーで落書きしてたヤツらをやっつけたみたい」


    　実際のところは、オレは落書き犯に媚こびを売って、殴られて、通りすがりの高校生に助けてもらったのだが、キモイマンの手柄になっている。


    「すごい！　本当に正義の味方みたい」


    　誤った情報を聞いて、美織は感心したように言う。


    　美織がキモイマンに対して好意的なリアクションを取ってくれるなんて、美織と知り合って以来もっともうれしい瞬間かもしれない。


    「だけどさ、キモイマンって本当にいいヤツなのかな？」


    　キモイマンに好意的な美織に対して、友人は冷めた口調でそう言った。


    「え、どういうこと？」


    「だって、深夜にあんな格好で徘はい徊かいしてるなんて、やばくない？　ネットじゃ、キモイマンの正体は変質者なんじゃないかって書いてあったし」


    　まさかの変質者扱いまで受けていたとは。そんな書き込みをしたヤツも、その情報を美織に教えている友人も揃そろって地獄に突き落としてやりたい。


    　せっかく美織がキモイマンに悪くない印象を持ってくれているのだから、もっといい話をしてくれよ。


    　だが、友人たちのよくない話を聞いても美織は、


    「インターネットはすぐに人の悪口で盛り上がるから好きじゃないな。私はキモイマンはいい人だと思う」


    　そう言ってくれたのだった。


    　さすが、美み織おりだ。真実を見抜く力を持っておられる。


    「ええ～、絶対に危ない人だよ！」


    「今度のことも、不良たちの仲間割れだって書いてる人もいたし！」


    　友人たちは、キモイマンは危ないヤツ派らしくて粘る。


    「なんの証拠もないのに、人を疑うのは可哀かわい想そうだよ。私はキモイマンを信じるよ」


    　美織も負けないで、粘ってくれた。この子を好きでいて本当によかった……そう思っていると、友人たちは美織をからかうような目で見て、こう言うのだった。


    「みおりん、ひょっとしてキモイマンみたいなヤツがタイプなの？」


    　オレはドキリとして、バレないように観察していることも忘れて、彼女の横顔をじっと凝視してしまう。美織は恥ずかしそうに頬ほおを赤く染めて俯うつむいていた。


    「そ、そんなわけないでしょ！」


    　言葉のうえでは否定したが、それは見ようによっては好意を肯定しているようにも見える……気がした。


    　聖ひじりや畑はた山やまだけじゃない。キモイマンは、美織にまで憧あこがれられるようなヒーローになっていたのか!?　マジで!?


    



    　それから、オレはキモイマンに変身することのないまま五日ほどを過ごした。


    　その間に、キモイマンがやっていたことと言えば、聖との散歩（建前上はパトロール）だけだったのだが、キモイマンにまつわる噂うわさはどんどん加速していた。


    



    「ねぇ聞いた？　きのうもキモイマンが現れたらしいよ！」


    「それが今度は速はや水み町じゃなくて、この辺に出たんだって！」


    



    「白しろ倉くら町で、キモイマンが走っているのを彼女が見たらしいんだ」


    



    「クラスメイトを無視するようにＬＩＮＥで呼びかけていた女子中学生を、キモイマンが懲らしめてやったんだってさ！」


    



    「キモイマンが暴走族のメンバーをやっつけたよ！」


    



    「近所のコンビニ前にいつもいた岡おか崎ざきが、キモイマンが怖くて不良をやめたのっ！」


    



    「喧けん嘩かが強くて有名な酒さか井いと柴しば木きをキモイマンがやっつけたから、不良たちがみんなビビっちゃってるみたいよ～」


    



    「弟が転んで泣いていたら、キモイマンがやって来て慰めてくれたんだ！」


    



    　どれもこれも身に覚えのない話であったが、こんなふうに尾ひれがどんどん付いていくくらいキモイマンは話題の中心となっていたのだろう。人面犬やトイレの花子さんと一緒だ。


    　たった今も、オレの斜め前の席で、クラスの女子がキモイマンの目撃情報を語っている。


    「知ってる？　三組の伊い藤とう博ひろ樹きが、うちの高校の近くでキモイマンを見たんだって！」


    　一度も話した記憶はないが、伊藤博樹は一年生のときに同じクラスであった。これといった特徴もない男だったが、あいつ、とんだ嘘うそつき野郎だったんだな。


    　とにかく、クラスでキモイマンについて話題にしたことがないのは、友達のいないオレと、みんなから無視されている坂さか下した優ゆう花かくらいだろう。


    



    　この日の放課後、四日振りくらいでスタジオに呼び出されたが、鈴すず木きのテンションは明らかに落ちていた。入り口の扉のところに突っ立って、オレはクズどもの動向を窺うかがう。


    「監督どうしたんだよ。ここ最近、女と遊んでばっかじゃん」


    「今日こそ面白動画のアイディア考えてくれよ」


    　西にし原はら、村むら石いしが鈴木に詰め寄る。


    「んん、あぁ」


    「なぁ、体調でも悪いのか？」


    　気のない返事しかしない鈴木の体を西原が気遣う。人を気遣う心を持っているのなら、オレにも多少は気遣ってくれと思う。


    「いや悪い。どうせ動画をアップしたところで、話題は全部キモイマンに持ってかれちゃうと思ったら、虚むなしくなっちゃってさぁ」


    　なんでも器用にこなして、何事も上う手まく立ち回っている鈴木が弱音を吐くのを初めて聞いた。


    　さすがにクズどもの前では我慢したが、オレはうっかり笑え顔がおになってしまいそうだった。


    　鈴木に弱音を吐かせたのは外ほかでもない、オレの行動によるものなのだ。そのためにヒーローになったわけじゃないが、オレもやられているだけじゃないんだと思うことができた。


    「確かにここのところ、マジでキモイマンに話題独占されちまってるよなぁ」


    「きのう、この近くにもキモイマンが来たんだろう。捕獲のチャンスだったのにな」


    　西原、村石もデマに完全に騙だまされている。この町に来ることなど絶対にあり得ないキモイマンを捜して奔走すればいい。そうなったら、いい気味だ。


    「そうだな。キモ男よりも、今はキモイマンだ」


    　鈴木はそう言って、オレのところまでやって来て扉を開けると、


    「うざいから、おまえはもう帰れよ」


    　オレを蹴け飛とばして、外に追い出した。四日振りにスタジオに呼ばれたと思ったら、たった一発蹴られただけで解放されるなんて奇跡のようだった。


    　スタジオから遠ざかると、


    「くっくっくっ」


    　と、自然に笑いがこぼれてしまう。


    　今や鈴すず木きたちよりも、オレのほうが話題の中心であり、人気者なのだ。オレはクズどもに勝ったんだ！


    　またニュースでキモイマンのことを取り上げてくれないかな。何かの評論家の人が小難しい言葉でキモイマンの行動を褒ほめたたえて、タレントも絶賛して、ドラマ化や映画化もされるといい。そうなったら、キモイマンとして収録現場に現れて、オレもメディアに出られたりするかもしれない。


    　ワイドショーのコメンテーターになるのもいい。いじめ問題や恋愛などについて的確なコメントをしてやろうじゃないか。


    



    「学園ドラマとかだと、いじめや校内暴力を描くと、事件を起こした子供よりも教育や親が悪いみたいな展開になりますよね。ドラマの視聴者は若い連中だから作り手も若者に媚こびを売ってるんでしょうけど、そんなもの事件を起こした張本人が一番の悪に決まってるじゃないですか！　子供だからって、クズを甘やかすことにキモイマンは反対です！」


    　オレの話を聞いて、一同はうんうんと真顔で頷うなずく。


    「片思い中の相手がいるのに上う手まくいきそうにないから、他ほかの女性と仲良くなろうとする。それって、浮気と一緒なんじゃないのかなぁと思うんです」


    　これにも、うんうんと一同頷く。


    



    　コメンテーターになって活躍する自分の姿を想像しながら、意気揚々と電車に乗り込むと、二駅先でまたミラクルが起きた。


    　友人たちと一緒に、小こ宮みや美み織おりが乗ってきたのだ！


    　登校時と違い、下校時は不確定要素も多いため、経験上出会える確率はかなり低い。今日は鈴木の弱音も聞けて、クズどもの作る動画に話題性で圧勝して、帰りには美織と出会う。


    　なんだこれ？　ひょっとして、オレの時代来てる？


    　妄想じゃなく、本当にマスコミから取材の要請とか来るんじゃないか？　人気者になっちゃうんじゃないか？


    　とにかく、今は将来のことよりも、本日二度目の情報収集タイムに集中しよう。細かい情報収集の積み重ねが、明るい未来にもつながるはずだ。


    「みおりん、聞いてる？」


    「ん？」


    「最近ぼーっとしてること多くない？」


    「明日は赤あかい花はな子この新曲発売だから、楽しみだなぁと思って」


    　美み織おりの言葉で、明日が新曲発売日であったことを知る。オレもダウンロードしよう。


    「赤い花子かぁ。みおりんはＣＤも買うんでしょう？」


    「うん。赤い花子はジャケットのデザインも凝ってるから、ＣＤで持っておきたいの」


    　よし、ダウンロードはやめて、ＣＤにしよう。そうしよう。


    　もし、キモイマンがテレビの人気者になったら、赤い花子とも親しくなって、美織も交えた三人の食事会とかもセッティングしてあげなくちゃね。


    　友人は、美織を前にしながらもスマホをいじり始めた。オレからしたら考えられない行為である。友達なんだから、オレのようにこっそりと観察しなくてもいいのだから、もっと美織を凝視し続ければいいだろうに。


    「あ、またキモイマン目撃情報！」


    　スマホを見ていた友人はそう言った。


    「また速はや水み町？」


    　美織も友人のスマホ画面を覗のぞき込もうとする。この反応を見ていると、美織もキモイマンには興味津々らしい。


    　その光景を見ていたら我慢できなくなって、オレもこっそり「あはっ」と笑ってしまう。


    「いや今度は違うみたい。黒くろ崎さき町に出たんだって」


    「そうなんだ」


    「みおりん、何かがっかりしてない？」


    「あ、最近よくぼーっとしてんのは、キモイマンのこと考えてるんじゃないの？」


    　そう言う友人の表情から冗談で言っていることは明らかだが、


    「そんなわけないでしょう」


    　美織はそう言って、笑う。


    「いやいや！　絶対にそうだ！　みおりんは、キモイマンと付き合っているんだ！」


    「みおりんの初彼氏はキモイマン！」


    　友人たちも笑って、話を膨らませていく。


    「キモイマンさんとは付き合ってないし、会ったこともないから！」


    　美織は顔を真っ赤にしてそう言った。


    



    　それを聞いたオレは、あることを決意する。


    



    
      ☆

    


    



    　その日の夜、聖ひじりが確実にいない時間帯に基地へ行き、変身スーツを回収した。


    　翌日も聖から『基地で会おう！』とショートメールが届いていたが、『ごめん。今日は友達と約束があるから行けない』と断っておいた。


    　聖の誘いは断ったが、放課後オレは速はや水み町にやって来ていた。公園のトイレで制服の下にスーツを着込むと、目的地へと向かい歩きだす。


    　あと数日もすれば六月に入り、制服も夏服に衣替えになるので変身スーツを服の下に着込むこともできなくなってしまうなと思いながら、人通りの少ない道で、その人がやって来るのを待つ。


    　四十分ほど経たって、ようやく、その人がこちらに向かってやって来るのが確認できた。


    　電柱の陰に隠れ、すぐに制服を脱いでキモイマンに変身して、制服をリュックに仕舞うと、背中を向けて、その人が来るのを待つ。


    「え！　キ、キモイマンっ!?」


    　驚いた声が耳に入り、オレはハッと気づいたような小芝居をして、その人──小こ宮みや美み織おりのほうを振り返る。


    「そうです！　ワタシは世間からキモイマンと呼ばれている者です！」


    　大好きな人の前で声が震ふるえたりはしないだろうかと心配もしていたのだが、力強くそう言うことができた。


    「ど、どうして、キモイマン……さんがこんなところに!?」


    「子供たちを泣かせる悪い不良どもをやっつけてきた帰りなのです」


    　もちろん不良となんて戦っていないし、美織にわざと見つかるために彼女の帰宅ルートでずっとスタンバイしていたのだ。


    「キモイマンのことが好き」という美織の言葉を聞いたオレは居ても立っても居られなくなり行動に移したのだった。思えば、自分の意思でキモイマンに変身したのはこれが初めてである。


    　彼女の言った「好き」がどういう意味での好きなのかは分からない。異性としての「好き」だという可能性もあるが、芸能人に対してファンの人が抱いだくような「好き」ということもある。ひょっとしたら、聖や畑はた山やまのようにヒーローとして憧あこがれを感じての「好き」なのかもしれない。


    　いずれにせよ、キモイマンのことが好きな彼女なら、オレに会えたら喜んでもらえることは間違いない。


    



    　美織は、落ち着かなさげに周囲をきょろきょろ見回していた。


    「どうかしたんですか？」


    「突然だったから、びっくりしちゃって……」


    　きょろきょろ状態から落ち着いた美織は、目を大きく見開いてこちらを見ると、そう言った。


    　こんなふうに、彼女と真正面からしっかり向き合うのは初めてだ。いつも、バレないように後ろからとか、横からとか、斜めから見ていたから。


    　美み織おりの可愛かわいらしさや美しさはよく知っているつもりだったけど、こうして正面から眺めると、彼女の顔の作りの完かん璧ぺきさを今まで以上に思い知る。


    　目や鼻のかすかな動きも、どんな天才アニメーターでも表現できないような、動くだけで感動させる圧倒的な魅力を持っていた。小こ宮みや美織の動く様子を収めたＤＶＤが発売されたら、どんなに高額だろうと絶対買うのに。


    　今、オレは美織と目が合っている。ということは、向こうもオレを見ているんだ！


    　衝動に駆られて彼女に会いに来たが、こっそり観察するのとこうして対面するのとでは、こうまでも違うのかと今さら気づき、オレの中にあった勢いが一気に緊張で縮んでいく。


    　こういう場合、どんなことを話せばいいのか。


    「あ、あの、美織さん」


    「え、どうして、私の名前を知ってるんですか!?」


    　しまった！　ついうっかり名前を口にしてしまった。一つミスを犯してしまうと、ますます緊張が増してくる。


    「ヒ、ヒーローですから、この町のことはなんでも知っているんです！」


    　とにかく、ここはヒーローの万能感を強調した言い訳でしのいでみよう。


    「どうやって調べているんですか？」


    「……ネットとかで」


    　少し無理があるかとも思ったが、美織は微笑をオレに向けてくれている。オレの言い訳を疑うことなく素直に受け止めてくれたようだ。


    「それじゃあ、キモイマンさんの邪魔をしたら悪いので、失礼しますね」


    　と、美織は自宅に向かって足を進めようとした。


    「あ、あれ？　あのっ！」


    　慌てて呼び止める。


    「は、はい？」


    　不思議そうな顔をしている美織。


    「ちょ、ちょっと待ってください！　美織さんは、これっぽっちもワタシの邪魔なんてしてないですよ！」


    「だけど……私とおしゃべりしている時間なんてもったいなくないですか？」


    「どうしてですか？　ワタシとおしゃべりするのは退屈ですか？」


    　同世代の女の子とまともに会話するのが相当久しぶりだったオレは不安になってそう聞いた。


    「退屈じゃないですけど。でも、キモイマンさんは悪いヤツと戦うのに忙しいんじゃないかと思って……」


    　オレとの会話がいやなのではなく、キモイマンの活動を気遣っての態度だったのか……。


    「ワタシの調べによると、今はこの町で暴れている悪いヤツはいないようです。だから、ご安心ください」


    　キモイマンの万能感を疑っていない美み織おりになら、こう言っておけば大丈夫だろう。さあ、ゆっくりお話をしよう。


    　そう思い、身を乗り出したそのときだった。


    「美織ちゃん……？」


    　通りかかった知らないおばちゃんが美織に声をかけてきた。


    「あ、こんにちは」


    　美織がどこか安心したような表情を浮かべて挨あい拶さつを返す。知り合いのようだ。


    　おばちゃんはオレをちらっと見て美織にこう訊たずねる。


    「大丈夫なの？」


    　一瞬、質問の意味が分からなかったが、このおばちゃん、オレのことを不審者のように思っているんじゃないか？　そこで、オレはできるだけ動揺を隠して、おばちゃんに話しかける。


    「奥さん。ワタシは怪しい者ではありません。最近はテレビにも出たんですよ。ご存じありませんか？」


    「いや……見たことない」


    　テレビに出たと言っても一度夕方のニュースで紹介されただけ。ネットとは縁遠そうなおばちゃんには、キモイマンの名前も届いていないようだった。


    「キモイマンさんは、町の悪者をやっつけるヒーローなんですよ」


    　無知なおばちゃんに向かって、助け舟を出してくれたのは美織だ。


    オレはうんうんと、美織の隣で何度も頷うなずいた。


    「そうなの？　人は見かけによらないもんだねぇ」


    　おばちゃんは失礼な一言を残して、ようやくその場から離れていく。


    　その後ろ姿を美織と一緒にぼんやり眺めていると、おばちゃんがこちらを振り向いたので、オレも一応会え釈しやくをしておいた。


    「キモイマンさんも大変ですね」


    　ふいに、美織がそんなことを言ってきた。


    「何がですか？」


    「変わった格好をしていると、誤解されることも多いでしょう？」


    　おばちゃんに怪しい人を見るような目で見られたオレのことを気遣ってくれているらしい。


    「美織さんは、見た目で人を判断したりしないんですね」


    　美織は愛くるしい笑顔で頷く。オレは見た目で彼女は天使だと判断した。


    「私はキモイマンさんの見た目も、別におかしくないと思います。最近は東京とか、都会ではコスプレが流行っているでしょう？」


    　東京をコスプレした人間が練り歩いているのはハロウィンだけだと思うが、美み織おりはそう言ってくれた。


    「あ、よかったら記念に２ショット写真を撮っても大丈夫ですよ」


    　かっこいいキモイマンの写真が撮れたら、きっと喜んでくれるに違いないと思ってそう提案してみた。


    「しゃ、写真ですか？」


    「はい。ご遠慮なく！」


    「私……スマホ持ってないんですよ」


    「あ、そうでしたね！」


    「え」


    　緊張しすぎて、美織がスマホを持っていないという情報が、情報収集タイムで得ていたものであることをすっかり忘れてしまっていた。


    「じゃ、じゃあ、オレのスマホで一枚いいですか？」


    　朝の電車で写真をこっそり撮ることなんてできなかったし、「小こ宮みや美織」で画像検索しても同姓同名の人しか出てこなかった。ここで美織の写真を手に入れるチャンスを逃す手はない。


    「それでは、いきますよ！」


    　少し強引かもしれないとは思ったが、オレは彼女の隣に行き、シャッターを押そうとした。その瞬間、スマホからロッキーのテーマが流れ出した。


    「あ、す、すみません！」


    　こんな場面で着信とはタイミング悪い。着信は聖ひじり。電話を切る。


    「それでは、もう一度！」


    　再度、スマホをカメラモードにして構えると、再びロッキーのテーマが！


    　あぁ、もう空気を読めよ！　と、苛いら立だちながら再び電話を切る。


    「いいんですか？」


    　美織が聞いてきたが、


    「えぇ、たいした用事ではないですから」


    　そう言って、今度こそ、美織とのツーショットを撮らせてもらうために、彼女の隣に並ぶ。


    　その際に、美織の腕と肩が、オレの体に触れた。


    　やった！　美織に接触できたっ!!


    　感動と興奮でオレは少し震ふるえていた。それは彼女も一緒で小刻みに震えている。気持ちがシンクロして、今まで感じていた距離も一気に縮まったようだった。


    　多幸感が溢あふれる中でパシャリと一枚。パシャリ、パシャリと続けてもう二枚。あと二、三枚は撮らせてもらってもいいかな。うん、そうしよう。


    　と、そこでまた流れ出すロッキーのテーマ！


    　あぁ、なんだよ。もうっ！


    　マスクの中で表情を歪ゆがませるオレに、


    「電話出てあげてください。私はこれで帰りますから」


    　そう言うと、美み織おりは足早に歩き去っていった。


    　その背中に向かってオレは、


    「お気をつけて！」


    　と、彼女が角を曲がるまで見送った。


    



    　あの美織と、会話をした。たった今起きた出来事なのに信じられない。


    　舞い上がって、変なこと言わなかっただろうか？


    　ツーショット写真はちょっと強引過ぎたんじゃないだろうか。


    　あまりがつがつせずにいくべきだったかもしれない。


    　でも、今度はもっと上う手まくやれそうな気がする。


    　キモイマンとしてなら……。


    　ロッキーのテーマが聞こえる。そこでようやく我われに返ったオレは、ずっと電話が鳴りっぱなしだったことに気がついた。
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    「もしもし？」


    　電話の相手は当然、聖ひじりだったが、


    「い、い、い、一いち郎ろうにいちゃっ」


    　酷ひどく動揺していて様子がおかしい。


    「どうした？」


    「いっ、一郎にいちゃんっ!!　だだ、だ、大丈夫なのっっ!?」


    「大丈夫って何が？」


    「とにかく、一郎にいちゃんは無事なんだね!?」


    　まったく理解不能な反応をされた。


    「オレは無事だよ」


    　ようやく聖は落ち着いてきたが、逆にオレのほうが聖の頭が無事なのか心配になってくる。


    「一体どうしたのさ？」


    　心配しつつオレが問いかけると、聖はこう答えたのだった。


    「キ、キモイマンが、捕まっちゃったのっ！」


    



    
      ☆

    


    



    『捕獲成功！　キモイマン正体判明生配信!!』


    　基地に着いたオレに聖が見せてきたスマホの画面には、こんなタイトルでニコニコ生放送の配信が予告されていた。


    「な、なんだ、これ!?」


    　正体判明と言われても、オレは今ここにいるし、動画の配信者が聖でもない限り、キモイマンの正体を明かす生配信などできないはずだ。


    　動画の配信開始時刻を見ると、あと十分ほどで生放送は始まるようだが……。


    「一郎にいちゃんは用事があるって言うから一人で基地に来たの。そしたら、ここに着いた途端、友達からこの動画配信のことを聞いたの！　スーツもなくなってるし、一郎にいちゃんが悪いヤツらに捕まっちゃったんじゃないかって心配したんだから！」


    　聖の心配する気持ちはよく分かった。


    「ありがとう。だけど、オレはこのとおり無事だし、根も葉もない人騒がせな話だったな」


    　キモイマンが白しろ倉くら町に現れたとか、岡おか崎ざきという不良をやっつけたとかいい加減な噂うわさ話はさんざん耳にしていたが、こんなふうに生配信の予告までしてしまい、どうオチを付けるつもりなのだろうか。


    　とにかく、あと数分待てば、動画は始まるのだ。ネットニュースのタイトルのように、視聴者の興味を引くようなインパクトのある言葉を使っているだけで、しょうもない動画を観みせられることになりそうだと思いつつも、配信を待つことにした。


    　配信予告時間になると同時にタイトル画面が、薄暗い倉庫内を映した画面に切り替わる。


    　それまでただのイタズラだろうと高たかを括くくっていたが、生配信が始まった瞬間、オレは思わず声をあげてしまった。


    「どういうことだよ!?」


    　タイトルどおり、キモイマンが捕まっていた。


    　まるで磔たつ刑けいのキリストのように両腕を広げた状態で、大きな棚にロープで縛りつけられていた。両足首は揃そろえて粘着テープでがんじがらめに固定されている。


    「一いち郎ろうにいちゃん！」


    　動揺した聖ひじりがこちらを見てくるが、オレにも何がなんだかさっぱりである。変身スーツは、制服の下にちゃんと着込んであるのに……。


    「えっと……つまり、これは偽にせ者もののキモイマンってことか？」


    　ヒーロー物の番組によく偽者が登場する回があるのは、その手のオタクじゃないオレでも知っている。だが、現実にこんなことが起こるなんて。


    



    《わ！　マジでキモイマンが捕まってる！》


    《え、これガチじゃん!?》


    《ヤラセに決まってんだろ》


    　視聴者たちは、これが偽者だとは気づいておらず盛り上がっている。


    



    　カメラは固定されているらしく、磔はりつけ状態のキモイマンがずっと映っている。画えのインパクトで気づくのが少し遅れてしまったが、この壁には見覚えがあった。まさか……。


    　拘束されたキモイマンの映像の中に、ヒーロー物によく出てくる悪の組織の戦闘員のような覆面を被かぶった男が三人入って来た。


    『三人全員映ってるか？』


    　覆面男の一人の声を聞いて、オレは驚きのあまり声をあげる。


    「す、鈴すず木き!?」


    　続いて、動画から聞こえてくる声にも聞き覚えがあった。


    『うん、ちゃんと三人ともカメラに入ってるよ』


    『いえーい、みんな観みてるぅ？』


    　間違いない。西にし原はら、村むら石いしのものだった。


    　ということは、この壁に見覚えがあると思ったのも勘違いじゃなかった。あのスタジオに偽キモイマンが拘束されているんだ。


    　こいつらは、これから何をしようというのか。一つ言えるのは、このメンバーでヒーローごっこをするような平和な展開は決してないということだ。


    「一いち郎ろうにいちゃん、この覆面が誰だれだか知ってるの？」


    　オレが鈴すず木きの名前を出したことで、聖ひじりが反応してきた。


    「うん……まぁ、とっても悪いヤツらだよ」


    「この偽にせ者もののキモイマンは、誰なの？」


    「それは、オレにも分からないよ」


    　正体判明が売りの配信なのだから、いずれ、こいつの正体も明かされるのだろうが……。


    『えぇと、俺たちは噂うわさのヒーロー、キモイマンを某所にて発見。見事捕獲に成功しました！』


    　鈴木の浮ついた声が画面の中から聞こえてくる。確かに鈴木たちは、キモイマンを捕まえると何度も口にしていた。そんなことは不可能だとオレは鼻で笑っていたのだが、こうして偽者のキモイマンを捕獲することになったということか。


    『どうした、キモイマン。黙ってないで視聴者の皆さんに何か言おうよ』


    　鈴木は、キモイマンのほうを見て言う。


    　それはいつもオレに向けられている声と同じトーンで、どんなホラー映画を観みているときよりもひやりとさせられる。


    　偽キモイマンはやはり無言のままだった。


    『もうちょっとサービス精神、持てや！』


    　西にし原はらがキモイマンの頬ほおに思いっきり平手打ちをかます。それが合図のように、村むら石いしと鈴木もキモイマンの腹や足などを殴ったり、蹴けったりする。


    



    《おぉ、ヒーローが大ピンチだ！》


    《なんで、キモイマンは何もしゃべらないの？》


    《正義のヒーローにこんなことしちゃ駄目だろ？》


    《キモイマンはヒーローなんかじゃねえよ。ただの変態！》


    《ヒーローを名乗ってる頭おかしいヤツに制裁を！》


    　ひたすら痛めつけられる偽キモイマンの映像に、コメントと来場者数も増えていく。


    



    　オレにとっては、鈴木たちに殴られるのは日常的なことになっていたが、こうして客観的に見ると、この暴力は異常なことのように感じられた。オレはいつもこんなことをされていたのか。オレの日常はちっとも普通じゃない。


    『何かしゃべれってば!!』


    　村石の怒号を受けて、


    『おまえら、一体何がしたいんだ？　目的はあるのか？』


    　ついに、偽キモイマンが口を開いた。


    　驚いたことに、この状況でも偽にせキモイマンは怯おびえて震ふるえだすようなこともなく、鈴すず木きたちに反抗的な態度を取っていた。


    



    《キモイマンがしゃべった！》


    《死んでたのかと思って心配したはｗｗ》


    《意外とイケボｗ》


    　一声発しただけで、コメントも大盛り上がりだ。


    



    『キモイマン。おまえさぁ、生意気なんだよ』


    　この声は西にし原はらだ。偽キモイマンの問いかけを無視して怒りをぶつける。また黙ってしまう偽キモイマンに対して、


    『どうした？　ビビって声も出せないのか？』


    　今度は村むら石いしがそう言うが、これは本気で怖い目に遭ったことがない人間の発言だと思った。オレのように何度も怖い目に遭い、ビビってビビって生きてきた人間には、これがそういう状態とは違うということも分かる。これはビビって声を出せないんじゃない、怒りのあまり声も出ない状態なのだ。


    『いや、キモイマンはまだビビってないみたいだよ』


    　それに気づいているヤツがクズの中にもいた……鈴木だ。


    『この状況でもビビらないなんてさすがだね』


    　鈴木は愉快そうに言うと、一段と声を大きくしてこう言う。


    『これから、君の正体を大公開しちゃうけど、覚悟はできているのかい？』


    



    《ついに、このときが！》


    《早くマスクを取っちゃって！》


    《中身はイケメンを希望ｗｗ》


    　鈴木の発言を受けてコメントがいっぱいになり、しばらく肝心の動画も見えなくなってしまう。


    



    『おぉ！　みんな、すげえ盛り上がってるよ！』


    『視聴者数、三千超えてるぞ！』


    　西原と村石のはしゃぐ声。


    　鈴木は偽キモイマンの頭頂部に手をかける。


    『何をされても、おまえらのような悪にオレは屈しない!!』


    　こんな絶望的な状況でも、偽キモイマンは気丈なままでいた。


    　本物よりも遥はるかにヒーローらしい偽にせ者ものだった。


    　こいつが何者なのかは分からないけど、自分のほうが偽者のヒーローのような気がしてしまう。


    『この状況で余裕ぶっこいてんじゃね～よっ!!』


    　鈴すず木きはそう言って、カメラに向かって呼びかけた。


    『じゃあ、いくよ。キモイマンの正体判明まで、10、９、８』


    　鈴木はカウントダウンを始める。


    『７、６、５』


    《いよいよだ！》


    《わくわくが止まらぬｗｗｗｗ》


    『４、３、２』


    　偽キモイマンの正体は何者なのか。その正体が晒さらされてしまうことに哀れさも感じる一方で、オレの中にもこいつの正体を知りたいという好奇心があることに気づく。


    　コメントしてるヤツらと同じように、少しわくわくしてしまっていた。


    『１、０！』


    　だが、画面に映った顔を見てしまった瞬間──、


    「えぇっ！」


    「うわっ！」


    　オレも聖ひじりも、驚きのあまり声をあげていた。


    



    『ついに、キモイマンの素顔判明～!!』


    『おっ、結構イケメンじゃね？』


    『ってか、誰だれ？』


    　鈴木たちは偽キモイマンの正体が何者なのか知らないようだが、オレと聖には見覚えのある男の顔が画面には映し出されていた。


    



    「畑はた山やまっ!!」


    　偽キモイマンの正体は、畑山秀ひで樹きだったのだ。


    　でも一体どうして彼が？　まったく意味が分からないが、一瞬でも正体判明に期待してしまった自分に腹が立った。あの畑山が……二度もオレを助けに来てくれた彼が、クズどもの手にかかっているのだから。


    



    『うぉ、コメントいっぱいじゃん！』


    『やったな!!』


    　はしゃぐクズどもに、


    『用がすんだのなら、もう帰してもらってもいいか？』


    　畑はた山やまは憮ぶ然ぜんとした顔で、そう言う。


    　だが、そんな態度がクズたちをさらに怒らせたようだ。


    『……せっかくこんなに視聴者さんもいるんだし、もうちょっとこの動画を盛り上げようか』


    　鈴すず木きが提案する。


    



    《賛成！》


    《もうやめて！　キモイマンのライフはゼロよ！ｗ》


    《イケメンすぎて、逆に草生えるｗｗｗ》


    《ＢＢ素材いただきました！》


    《こいつ一生ネットの玩おも具ちやだなｗ》


    　コメントも大喜びだ。


    　また、喜びのコメントに紛れて、


    《ってか、キモイマンの中身、うちの学校のヤツだったんだけどｗｗ》


    《うわ、畑山じゃん！》


    《キモイマンの正体は、速はや水み第二高校に通う畑山秀ひで樹きくん♪》


    　畑山を知っているらしい人物からの書き込みもいくつか目に入った。


    　鈴木たちもコメントに気づいたらしく、


    「へぇ、君。畑山くんっていうんだぁ」


    　うれしそうに言った。


    



    　鈴木たちは、畑山の顔面にマジックペンで「負け犬」とか「バカ」とか、他ほかにも倫理的にＮＧな言葉を書いていく。落書きをしながら何が楽しいのかげらげら笑いながら、畑山の腹や足を叩たたいたりもしている。


    「……酷ひどいっ、酷すぎるよ！　なんなの、こいつらっ!!」


    　聖ひじりが怒りで震ふるえている。


    「秀樹さん、とってもイイ人なのに！　それなのに……」


    　もう動画を観みていられないと目を逸そらす聖。まったく正常な反応だと思うが、コメントを見ると否定的なコメントもないわけじゃないが、もっとやれやれと楽しんでいるコメントのほうが圧倒的に多い。


    「い、一いち郎ろうにいちゃん！」


    　動画から目を逸らした聖は、オレの目をじっと見てきた。


    　その目を見て、オレはいやな予感を抱いだく。この数週間、聖と付き合って、この子の思考パターンを多少は分かってきているからだ。


    「秀ひで樹きさんを助けに行こう！」


    　やっぱり、そう来たか。


    「助けに行けって言われても、この場所がどこなのかも分からないし」


    「嘘うそ！　この覆面のヤツらのこと知ってるんでしょう！　悪者のアジトだって知ってるんじゃないの!?」


    「ヤツらの正体は知っていても、この場所までは知らない」


    「嘘うそだ！」


    「ほ、本当だってば！」


    　聖ひじりはじっとオレの目を覗のぞき込んで言った。


    「……やっぱり、一いち郎ろうにいちゃんは嘘ついてる」


    　直感でそう思っただけなのかもしれないけど、当たっているだけにドキリとしてしまう。


    「……聖ちゃん、気持ちは分かるけど、畑はた山やまくんは偽にせ者もののキモイマンなんだよ。今は被害者に見えるかもしれないけど、ヒーローの偽者を演じるのは悪いことなんじゃないかな」


    「仮面ライダーアマゾンはモグラ獣人も助けたよ！　たとえ悪者でも、危ないときは助けてあげるのがヒーローだよ！」


    　オレの言い訳に、聖は悩むことなく反論する。


    「だからお願い！　秀樹さんを助けてあげようっ！」


    　画面には、畑山の頭を殴りつける覆面姿の鈴すず木きが映っていた。


    　許せない悪だ。だが、毎日のようにこいつらから酷ひどい目に遭わされ続けてきたオレの体が、首を縦に振らせてくれない。恩人を助けに行かせてくれない。


    　何も言えず固まってしまっているオレを見て、聖の表情が曇っていくのが分かった。


    　やめてくれ、そんな目でオレを見るな。


    　勝手に期待して、勝手に失望するな。


    　オレは最初からこういう人間なんだから。


    



    『よし、せっかくだから、視聴者の皆さんに、畑山くんに何をしてほしいかリクエストを募ります～』


    　鈴木がカメラに向かって、陽気にそう呼びかける。


    《ものまねさせろ》


    《坊主ｗ》


    《死んで》


    《アドレス教えて♪》


    《チンコ見たい》


    《ドッグフード早食い！》


    　ろくでもないリクエストが殺到する。


    『お、これ、やってみようか』


    　その中の一つに、鈴すず木きが食いついた。できることなら、ものまねとか軽いものを選んでほしいと願ったが、


    『畑はた山やまくんの、チンコ大公開いってみよう』


    　──それを聞いて、今まで鈴木たちに対して憮ぶ然ぜんとした態度を取り続けていた畑山の表情が初めて変わった。


    『お、おい！　馬ば鹿かなこと考えるなっ!!』


    『では、いっきま～す！』


    　西にし原はらが、体を拘束されて身動きの取れない畑山のズボンを下ろす。白いブリーフ一枚の下半身が画面に映し出された。


    《セーフｗｗ》


    《白ブリーフｗ》


    《ちょっと漏もらしてんじゃね？》


    　この時点でも充分に屈辱的であるのだろうが、


    『よし、あと一枚だな』


    　もちろん、鈴木はまだ続けるつもりだ。


    《弾幕準備！》


    《もったいぶらずに一気に脱がせよｗｗｗ》


    《キモイマンのキモイところ見たいｗ》


    　コメントの勢いも止まらず、視聴者の数もどんどん増えていき、ついに五千人を突破した。このままだと、五千人以上もの人の目に畑山のチンコが晒さらされてしまう。


    



    「一いち郎ろうにいちゃん！　お願いだから」


    「うるさいっ!!」


    　勝手なことばかりを言う聖ひじりを、怒鳴りつけた。


    　オレが毎日味わっている地獄も知らないくせに。


    「い、一郎にいちゃ……ん？」


    「頼むから黙っててくれよ！　こんなの、オレにどうにかできるわけないだろう！」


    　オレの怒りのわけを理解できないのか、表情を歪ゆがめて混乱している聖。


    



    『や、やめてくれぇぇっっ!!』


    　動画では畑山の悲鳴とともに立派なチンチンが画面に映し出されていた。


    　畑はた山やまは歯を食いしばって屈辱に耐えようとしていたが、それでも溢あふれる涙を止めることはできなかった。だらだら涙を流して惨みじめに泣く彼をもうこれ以上観みていられなくて、動画の視聴も止やめてしまった。


    　画面から目を逸そらすと、こちらでも泣いている少女の顔が目に入ってしまう。


    　聖ひじりはオレの顔をじっと見た後、無言で背中を向けて、とぼとぼと歩きだした。


    「聖ちゃん……」


    　呼びかけるが、振り返ってもくれない。


    「ちょっと、待てってば！」


    　オレは彼女を追いかけようとした。


    　だが、ドアを開けてこちらを振り返った聖の表情を見て、オレの動きは固まってしまう。怒りと軽けい蔑べつのこもった目でこちらを睨にらみつけている。


    「あんたなんか、ヒーローじゃない！」


    　動かなくなったオレを置いて、聖は基地から出ていった。


    　聖が階段を下りていく音を聞きながら、オレはいろんなものが一瞬で壊れてしまったのを理解した。


    



    
      ☆

    


    



    　帰宅したオレは、キモイマンの２ちゃんねるスレッドや、他ほかにも話題になっている掲示板などを一通りチェックしてみた。


    　時間が経たって、畑山の情報もより詳細に語られている。


    



    『畑山は正義感の強い男だから、それが暴走しちゃったんだろうな』


    『高校生にもなって、仮面ライダーの映画を観に行ってたオタクだった』


    『それで、あんな仮装するようになっちゃったんだ！』


    『高校生にもなってヒーローごっこなんて、アホだよなｗ』


    『畑山の家は母子家庭で、兄弟はなし』


    『高校では柔道部に入ってるよ』


    『柔道の技をヒーローごっこで使うのはマズくね？』


    



    　動画を観ている間も不思議だったのだが、畑山にあんな酷ひどいことをしたクズどもへの批判的な書き込みはゼロではないもののほとんどなくて、畑山の活動に対しての興味とどこか見下したような言葉のほうがずっと目立っていた。


    　オレは憤りが抑えられなくて、


    『だけど、正義のために頑張っていたキモイマンにあんなことするヤツらは酷ひどくないか？』


    　と書き込んでみたのだが、スルーされてしまう。名無しでも相手にされないのがオレである。ネットの中でくらい、少しは影響力を持ちたいよ……。


    　キモイマンスレッドを見ながら、最近耳にしていた身に覚えのないキモイマンの目撃情報は、彼のことだったんじゃないかと思った。まだ動機はよく分からないが、畑はた山やまはキモイマンの格好をして活動を続け、多くの人に目撃された。そして今日、運悪くオレの代わりに鈴すず木きたちのキモイマン狩りに遭ってしまった……。


    　生配信の動画はその後、ＬＩＮＥでも回っているみたいだった。反響もたくさんあって、鈴木たちが大喜びしている様が目に浮かぶ。


    



    　少し気分を紛らわせようと、居間でテレビを適当に眺めたりもした。だが、タレントが楽しそうにはしゃいでいるのを観みていると、オレがつらいときも馬ば鹿か騒ぎしているクラスメイトたちを目にしているときのような苛いら立だたしさを感じてしまう。


    　そうかといって、深刻な社会問題を扱っている真ま面じ目めな番組を観ると「世の中にはこんなにも巨大な不幸が存在するのだから、その程度の不幸で泣き言を言うな」と説教されているような気持ちになってしまう。


    　テレビがまったく現実逃避の手助けとなってくれないので、仕方なく部屋に戻る。スマホの画面に目をやる。ひょっとして聖ひじりから着信がないかと期待しての行動だったが、そんなものはない。もう二度と電話はかかってこないのかな？　オレからかけてみて、謝ったら案外あっさり許してくれたりしないかな？


    　そんなことを考えてみたが、まるで汚い物でも見るような目でオレを睨にらみつけた聖の顔を思い出すと、電話なんてかけられない。


    「あっ!!」


    　ふと大事なことを思い出した。オレ、美み織おりの写真をゲットしていたんだ。アルバムに登録されたキモイマンと美織のツーショット写真を開き、美織の顔をアップさせる。余計な情報一切なしの美織の顔を眺めながら、傷ついたオレを彼女が優しい言葉で慰めてくれるのを想像をした。


    　友達を失ったオレを救ってくれる存在は美織しかいない。


    



    　翌朝。頭の中の空想ではなく、現実の美織を見たいという気持ちで電車に乗ったのだが、いつもの車両に美織の姿はなかった。


    　あれ？　もしかすると今日は違う車両に乗っているのかな？　聖を失ったオレには唯一の楽しみなのだ。このまま諦あきらめて登校する気にもなれず他ほかの車両の様子を見てみたいと思ったが、満員電車内で移動は難しい。


    　そうこうしているうちに、次の駅で美み織おりの友人たちが乗り込んできた。


    「あれ、今日みおりんは？」


    「今日は休むみたいだよ。ＬＩＮＥ来てた」


    「え、私には来てなかったんですけど。ショックぅ～」


    　友人たちは、そんな話をしている。絶対に、こいつらよりもオレのほうがショックを受けていると思う。


    　美織、今日休みなのか……一日の最大の楽しみを味わえない。


    　美織はずる休みをするような不ふ真ま面じ目めな子ではないので、体調でも崩してしまったのかもしれない。心配だ。もう少し事情も知りたかったので、友人たちには美織について語り続けてほしかったのだが、


    「そういえば、キモイマンの正体判明動画、観みたぁ？」


    　今、一番耳に入れたくない話をされてしまうのだった。


    



    　学校に行っても、キモイマンと畑はた山やまの話題で持ちきりだった。


    「キモイマンって、速はや水み二高の生徒だったんだろう？」


    「二高に通ってる友達から聞いたんだけど、畑山ってヤツ、今日休みなんだって」


    「そりゃそうだろ」


    「オレが畑山だったら、もう一生学校行けないよ」


    「オレだったら、自殺しちゃうな」


    　他ひ人と事ごとのように自殺という言葉を使う連中には、殺意すら芽生える。いざというときには自殺という手段ではなく、失しつ踪そうするための資金を貯ため続けているオレのように、自分の命を守る努力をする者たちへの侮辱だからだ。


    　気分が滅入る話ばかりが耳に入ってきていやになっていたところに、さらに滅入る声が聞こえてくる。


    「きのうは最高だったな！」


    「楽しかったわぁ」


    　西にし原はら、村むら石いしの勝ち誇ったような声に耳を塞ふさぎたくなる。


    「そういや、今日は鈴すず木き、休みなんだっけ？」


    「あぁ、何かのイベントに行くって言ってたな」


    　意外なことに、クズどもの口から悪くない情報がもたらされた。きのうの今日で、鈴木の顔を見ないですむのは本当によかった。このまま永遠に学校に来ないでくれたらいいのに。


    



    　学校が終わると、すぐに基地へと向かった。


    　ひょっとしたら、聖ひじりも来ているんじゃないかと期待した。今まで基地に行って聖がいないことなど一度もなかったのだ。


    　だけど、薄暗い部屋には誰だれもいなくて、きのう帰り際に脱ぎ捨てた不格好なスーツもそのままになっていた。


    　キモイマンの抜け殻を眺めながら、ひょっとすると聖ひじりはこれからやって来るかもしれないと考えて、もう少し待ってみることにした。待っている間することもないので、ごろんと床に転がってスマホをいじりだす。


    　ネット時代の怖さってやつで、今話題の畑はた山やま秀ひで樹きの家の写真や、住所までもが２ちゃんねるに晒さらされていた。


    　他ほかに気になる情報としては『あのキモイマンは偽にせ者もの！』という書き込みである。きのうの動画をよく見てみたら、最初にニュースで報道されたキモイマンの見た目やスーツの材質がまったく違うというのだ。


    　最初のキモイマンつまりオレと、畑山のキモイマンを並べて比較した画像までアップされていたが、よく見ると実際にかなり違う。最大の違いは本物のキモイマンは全身タイツで背中のチャックから着込むようになっているのに対して、偽キモイマンは全身タイツではなく、上下に分かれているという点だった。シャツとズボンのような感覚で偽者のほうが着やすそうではある。


    　きのう生配信されたキモイマンが偽者という正解にたどり着いた人物がいることに関してはすごいじゃんと思いつつも、まぁ別にどうでもいいけどという気持ちではあった。


    　ただ、偽者説が生まれたおかげで、『あの捕獲動画はヤラセか？』『あいつら全員グルなんじゃないか？』という書き込みが出てきたのは愉快だった。


    　動画が好評で調子に乗っている鈴すず木きたちはこの書き込みを見て、さぞ苛いら々いらしていることだろう。オレも動画ヤラセ説を支持する書き込みを加えておいた。


    



    　……もう少し待ってみよう、もうちょっとだけ待とうと、ネットを見たり、ぼーっと天井を眺めていたりするうちに、時刻は六時になろうとしていた。聖は家に帰っている時間だ。


    　聖がここに来ることはもうないのだと認めるしかなかった。


    　聖との友情は終わったことを認めるしかなかった。


    　思えば、この基地で過ごす時間は、オレの生活の中では楽しいことランキング上位のイベントのはずだったが、一人でいるとこんなにもつまらないものなのか。


    　基地に並べられた、聖が言うところのコンピューターもただのガラクタでしかないし、こんな物をいじってもなんの役にも立たないことを高校生のオレはもう知ってしまっている。聖のおにいさんのように、とっくにオレもこんな秘密基地やヒーローごっこからは卒業していたのだ。


    　……そもそも、オレは聖に付きあってあげていただけじゃないか。


    　これを機に、キモイマンを引退しよう。


    　この場所にも、キモイマンにもなんの未練もない。


    



    　──本当にそうか？


    



    　最後に会いたい人間が二人いた。


    　キモイマンとしてお別れを言いたい二人の人間が。


    　そのことに気づいたオレは……。


    　キモイマンスーツを制服の下に着込み、基地を出た。


    　これが、オレの最後の変身になるだろう。


    



    　オレは美み織おりの家の前で、様子を窺うかがう。


    　彼女とはキモイマンにならないと話すこともできない。だから、キモイマンを引退する前にどうしても会っておきたかった。


    　美織の家を見に来たことはこれまでも何度かあったが、一度だけ部屋の窓から顔を出した彼女を目にできたことがある。オレはそれで彼女の部屋がどこかを知ったのだが、今日も美織が顔を出してくれないかと期待してしまう。


    　二階にある美織の部屋の電気はついていなかった。


    　そういえば、今日、美織は体調を崩して学校を休んでいたのだった。病気では家から顔を出すこともないだろうか……。お見舞いの言葉でもかけてあげたい気持ちになったが玄関のチャイムを鳴らすわけにもいかないし……。


    　為なす術すべもないオレは、ただ美織の部屋の窓を見つめ続けた。


    　ベッドに横になったまま、大好きな歌手の歌を聴いているかもしれない。そういえば、今日は美織の大好きな「赤あかい花はな子こ」の新曲発売日でもあった。体調を崩してしまい、ＣＤを買いに行けなかっただろうけど、ダウンロードはしたのかな？　そんなふうに、彼女が自室で楽しいこととか、愉快なことをしている様子をたくさん想像する。


    　……いつもなら三十分も眺めていたら満足するのに、心が疲れていたのだろうか、一時間を軽く超えても彼女の家を見つめていた。


    　そうこうしているうちに辺りも暗くなってきたし、お腹なかもすいてきた。


    　お別れの言葉を伝えられないのは残念だが、一度話せただけでも出来過ぎた夢だったんだよ。また明日、元気になった美織を電車の中でこっそり見よう。


    「ばいばい、また明日ね」


    　オレは電気のついていない窓に向かってそう言うと、美織の家をあとにした。


    　お別れを伝えたいもう一人のもとへ行くために。


    



    　商店街にあまり人通りはなく、すでに閉店しているお店も目立った。


    　畑はた山やま秀ひで樹きの家──畑山商店も、中年女性が表のシャッターを閉めているところだった。オレの母親と同じくらいの年齢に見えるので、この人が畑山のお母さんなのだろうと思っていると、


    「あら、秀樹のお友達？」


    　目が合ってしまい、おばさんから声をかけられた。


    「あ、えっと、その」


    　危ないところを助けられ、一緒に記念写真を撮った仲ではあるが、友達とは言えないだろう。どう答えるべきかと悩んでいると、おばさんは勝手に友達認定したらしい。


    「ごめんね。他ほかにも友達が来てくれたんだけど、秀樹、会おうとしないのよ」


    　おばさんはそう言って、二階のほうに目をやった。電気のついている部屋が一つあり、あそこが畑山の部屋なんだろうなと思った。


    「きのうから部屋に閉じこもってご飯も食べてくれないし、一体どうしたのかしらね。何か知らない？」


    　事情はほぼ把握しているが、おばさんに、息子さんのチンコがネットで晒さらされたなんて言えるはずなかった。


    　オレはちらりと二階に目をやる。電気がついている部屋が一部屋ある。きっと、あそこが畑山の部屋なのだろう。


    「それじゃあ……」


    　会え釈しやくして去ろうとするオレに、


    「ありがとう。また、秀樹と遊んであげてね」


    　笑え顔がおでそう言うおばさんからは人のよさそうな雰囲気がにじみ出ていた。なるほど、こういう人に育てられたから、あんないいヤツに育ったんだなと思う。


    



    　数分後、オレはキモイマンに変身していた。


    　辺りはすでに暗くなっていたが、人目を気にしつつ畑山商店をコの字型に囲んでいるブロック塀の上によじ登る。注意深くゆっくりと明かりのついている窓の下まで移動すると、窓のサッシをこんこんと木刀で叩たたいてみる。


    　窓ガラスに人影が写り、しばらくしてから警戒するようにゆっくりと窓が開いた。


    　顔を出した畑山が塀の上のオレに気づくと、


    「キ、キモイマンっ!?」


    　目を大きく見開きそう叫ぶ。


    「……どうして、キモイマンさんがここに？」


    「たまたま通りかかってね」


    　お別れを言いに来たのだが、いざ本人を前にすると、どのように切り出せばいいのか分からない。畑はた山やまもこの間会ったときと違い、どこか生気の抜けたような顔をしているし……。


    　お互いに少し無言になってしまった後に、


    「すみません」


    　と、畑山のほうから話しだす。


    「すみませんって、なんのこと？」


    「勝手に、あなたの格好なんかしちゃって……」


    　それは、オレもずっと疑問に感じていたことであった。


    「何な故ぜ、ワタシのまねなんかしたんだい？」


    「それは、オレもずっと悪いヤツらはやっつけてやりたいと思っていて……そんなときにキモイマンさんが現れて、実際に会うこともできて、オレもこうなりたいなぁって」


    　聖ひじりのような子供ならともかく、高校生にもなって正義のヒーローに本気で憧あこがれるような人間がいるというのは、驚きだった。


    　だが、ネットの書き込みのように、そんな彼を馬ば鹿かだとも思わなかった。こういう人間だから、畑山は二度もオレのことを助けてくれたのだろう。


    「あのとき一緒に撮らせてもらった写真を参考にスーツまで作りました」


    「そうだったんだ……」


    　俯うつむいた畑山がまた黙り込み、再び気まずい沈黙が流れる。


    　今度はオレのほうから話を切り出す。


    「……学校、休んだって？」


    　学校の話になると、畑山の表情も一層曇って小さく頷うなずく。


    「念のため聞くけど、自殺とか考えてはいないよね？」


    「へ？」


    　予期せぬことを言われたらしく、驚いて顔を上げた彼を見て、オレも安心する。


    「それならいいんだ……明日は学校に行けそうかい？」


    　畑山は弱々しく首を横に振ると、こう言った。


    「みんなにカッコ悪いところを見られちゃいましたから……」


    　カッコ悪いところ……鈴すず木きたちに殴られ蹴けられ、そしてパンツを下ろされた。


    「もう誰だれにも会いたくない……生半可な覚悟でヒーローごっこなんて始めちゃったのがよくなかったんだ」


    　畑山の体が震ふるえだす。悔しいのと怖いのと、二つの感情が彼の体を揺らしているのだろう。


    「……もう、オレは無理です」


    　ギブアップを宣言した彼は、うなだれたまま何も言わなくなった。


    



    「チンコ見られたくらい、なんだっ！」


    



    　畑はた山やまが、信じられないといった表情でオレを見る。


    　自分が何を言われたのかちゃんと理解できていないようだ。


    　オレはもう一度言ってやる。


    「たかがチンコを見られたくらいで、世界が終わったような顔をしやがって！」


    　畑山はようやく言葉の意味を理解したようだったが、そのことで今まで以上に弱々しい顔になっていく。なんだか、オレが畑山を追い詰めているような気がしてしまい、胸が痛む。


    「チンコを見られたくらいじゃ、人間は終わらないんだよ」


    「そんなの……終わっているじゃないですか」


    　彼は絞り出すような声でそう言った。


    「なぁ畑山くん。他人にチンコを見られることがそんなに大おお事ごとだろうか？」


    　オレは諭さとすように彼に言う。


    「大勢の人間にチンコを見られたことなら、ワタシだってある」


    　オレの告白に、畑山は感情が追いついていないような顔をする。


    「キモイマン……さんが？」


    「ああ。それも一度や二度じゃない」


    「……あなた、一体何者なんです？」


    　オレはその問いには何も答えず、こう言った。


    「ワタシの知っている君は、こんなことじゃ負けないはずだ」


    　そうだ。あの日、カツアゲされていたオレを助けに来てくれて、どんなに相手からぼこぼこにされても決して心が折れることのなかったあの男の子は、ずっとオレの憧あこがれだったんだ。


    　だから──、


    「こんなことで負けないでくれ」


    　それだけ言い終えると、オレはブロック塀から飛び降り、後ろも振り返らずに商店街の中を走り去った。


    



    　柄にもなく、つい熱くなってしまった……。


    　公園のトイレに駆け込んだオレは、そこで制服に着替える。


    　なに一つ予定通りにはいかなかったが、これをもってキモイマンは引退だ。


    　高たか寺でら一いち郎ろうに戻ったオレは、公園のベンチに座って一息ついた。


    　結局、畑山にもお別れを言いそびれてしまった。


    　時計を見ると、もうすぐ八時になろうとしている。昼間は子供たちで騒がしい公園も、この時間ともなると物音ひとつしない静けさだった。


    　ふと、寂しさが込み上げてきた瞬間、話し声が聞こえてきた。


    「家まで送ってほしいなんて、君から言うのは珍しいよね」


    　二人の男女が公園に入ってきていた。


    「最近、変な人につきまとわれてて……」


    　女性の不安な声を受けて、


    「大丈夫、俺が守ってやるよ」


    　男はそう言いながら、女性を茂みの向こうへと連れていく。


    　別にやましいことをしているわけではないが、オレは思わず息をひそめてしまう。


    　男女の人目を忍ぶような囁ささやきと笑い声が聞こえてくるあいだ、オレは畑はた山やまのことを考えていた。冷静になったいま、自分の発言を思い返してみると、畑山を元気づけるところか、かえって落ち込ませてしまったのではないか……。一体オレは何をしたかったんだろう？


    　そこで思考が途切れたオレは、男女の声が聞こえなくなっていることに気づいた。


    　もうどこかへ行ってしまったのだろうと思ったその時、


    「んっ……」


    　茂みの向こうから妙な声が聞こえてきた。


    　オレはそっと茂みに入ると、声のしたほうへと近づいていく。勘違いかもしれないが、エロ動画に出ている女性が出すあの声に似ているような気がしたのだ。


    　これは、ひょっとすると、ひょっとするんじゃないだろうか……。


    　身を屈かがめつつ、茂みを進んでいくと、オレが座っていたのとは反対側のベンチで男と女が抱き合っていた。


    　男女のこういった行為はエロ動画で毎日観みてはいたが、生で見るのは初めてだ。


    　周囲は薄暗く、顔もよく見えないが、まだ結構若い男女のようだ。


    　男は女にキスをしながらスカートの中に右手を突っ込んでいる。エロ動画と比べると、服を着たままだし、喘あえぎ声も小さいが、本物を目にした興奮はやっぱり違う。動画を観ているときよりも、何倍もの速さで、勃ぼつ起きしてしまった。


    　スカートの中を弄いじられながら、女のほうも動きが激しくなり、男の全身を撫なで回し、キスだけじゃなく、首や耳、腕や両手の指なども舐なめ回していく。


    　あまり近づくと、こちらも気づかれてしまうと思ったが、こんな機会、滅多にない。もうちょっとだけ近づこうと、一歩前に進む。


    　スカートの中に突っ込んでいた男の腕の動きが激しくなると、快感に仰のけ反ぞった女が、その顔をこちらに向ける。


    　その顔を見た瞬間、オレは息を呑のんだまま固まった。


    



    　ベンチで男と抱き合っていた女は……小こ宮みや美み織おりだったのだ。


    



    　仰のけ反ぞってこちらに顔を向けた美み織おりの頭をやや乱暴に男が引き戻して、激しくキスをする。彼女の腕が男をぎゅっと抱きしめる。


    　男はのしかかるようにして、美織をベンチへ押し倒すと、上半身を起こし彼女の服のボタンを一つ一つ外していく。


    　その男も、オレのよく知っている顔だった。


    　夢にまで見た美織のおっぱいが見られるチャンスだったが、その男の顔を見た瞬間、あまりの衝撃に意識が飛んでしまい、気がついたときには、オレの目から美織のおっぱいを隠すように、鈴すず木き和かず之ゆきがその胸に顔を埋うずめていた。

  


  
    



    第四章　　　キモイマンＸ


    



    　公園から逃げるように飛び出したオレは、家まで帰る気力もなかったので基地へと向かった。当然、聖ひじりはいないので、真っ暗なこの場所で、人目も気にせずに奇声をあげてのたうち回った。あんなものを見せられて、とてもじゃないが平常心ではいられない。


    　これまで、たくさんの女が鈴木に騙だまされているのを見てきたが、美織までもが……いや、そんなはずがない。彼女は人の本質をちゃんと見抜ける人だ。美織の友人たちがキモイマンに否定的なことを言っていたときも、彼女だけはキモイマンがいい人だと分かっていたじゃないか。いくら鈴木が表面上はいい人を演じていたって、美織ならあいつが悪人であることを見抜けるはずだ。


    　次第にオレは、ついさっき自分が見たものが信じられなくなってきた。


    　辺りも薄暗かったし、あれは何かの見間違いだったのかもしれないと思えてきたのだ。もしくはオレがおかしくなって幻覚でも見てしまったのかもしれない。その結論はそれはそれで今後が心配だけど、そっちのほうがまだいい。


    　だいたい、あの清純で今時スマホも持っていないような古風な女の子が、公園で男とあんなことするか？　どんなファンタジーよりも荒こう唐とう無む稽けいな話じゃないか。エロ動画を観みながら美織のことを想像する癖くせがついていたせいで、現実で男女が抱き合っている姿を見ても、ついつい美み織おりの姿を重ねてしまったのかもしれない。


    　相手の男のほうにしてもそうだ。美織を抱いている男のことを考えてしまったら、自然に怒りが湧わいてきてしまい、その結果、もっとも憎い男の顔を思い浮かべてしまったのではないか？


    



    　あれは美織じゃなかったと確信できる証拠が欲しくなって、鈴すず木きのツイッターを見てみることにした。


    



    《カントク@skantoku-dayo　５分


    高校生にもなって公園で思いっきり遊んだｗｗ　オレもまだまだ子供だよｗ》


    



    　公園というキーワードが、あまりにもタイムリーだったが、公園など日本中に無数にある。まだ、これだけじゃなんとも言えないだろうと、もう少し過去のツイートを遡さかのぼってみる。


    



    《カントク@skantoku-dayo　５時間


    オレもあの子もいつもは真ま面じ目めちゃんだけど、今日は２人で学校をサボって赤あかい花はな子この新曲発売イベントに来ちゃいました！　たまにはいいよね？》


    



    　そういえば、以前に村むら石いしから奨すすめられていたけど、鈴木も赤い花子のファンになっていたのか。美織も鈴木も今日は学校を休んでいたことを思い出す。偶然って重なるんだな。


    



    《カントク@skantoku-dayo　５月25日


    最近、監督業のほうはおろそかになっているけど、彼女とのプライベート動画はちゃんと撮ってる。思い出は大事に保存しておきたい》


    



    　こいつの言ってる監督業とは、オレをいたぶる動画のことだろう。最近、撮影に飽きてきていたことにほっとしていたが、その代わりに熱中しているらしいプライベート動画という言葉を目にして、オレが抱いだいていた安あん堵ど感も滑こつ稽けいなものに感じられてしまう。


    



    《カントク@skantoku-dayo　５月20日


    初デートに気合いを入れて、新しいワンピースを買ったらしいよ。いつもの格好で来てしまったオレはちょっと申し訳ない気持ちにｗ》


    



    　つぶやきとともに添付されていた写真には、顔の部分は可愛かわいらしいクマのスタンプで隠してあるが、以前この町の商店街で見かけた白いワンピースを着た女性が写っていた。


    



    　ここまで見せつけられてしまうと、もう自分の気持ちを誤魔化しきれない。この白いワンピース流は行やっているんだなぁと思ってみようと頑張ってみたが、このツイートを読む前からとっくに正解は分かっていたんだ。


    　あの日、商店街から駅のほうに向かって歩いていく美み織おりを見かけたことを思い出す。あの後、電車に乗って彼女は鈴すず木きと会っていたんだ。


    　オレが落書き野郎を相手に馬ば鹿かなことをしていたあの夜も、もしかしたら二人は一緒に過ごしていたのかもしれない。何も知らずに小学生の子供と遊んでいたオレがあまりにも情けなかった。


    　特にツイートに書かれていないあの日やあのときだって、鈴木と美織はもう子供じゃない、高校生らしい遊びをたくさんしていたに違いない。


    



    　スマホに保存された美織の写真を見る。大切な、宝物のように思っていた画像だったけれど、そこに写っている彼女が自分の好みにあまりにもぴったりな可愛かわいらしさをしていることが今では何より残酷なことだと思った。いっそのこと、よく見てみたら、この子の顔そんなに可愛くもないじゃないかと思いたかった。だけど、その顔は、テレビで見るどのアイドルや女優よりもオレ好みで、鼻の光沢の輝きは真実を知った今でも、天使の輪っかのように神聖で綺き麗れいで、オレの心を捉とらえて離さない。


    　見ているとつらいのに、それでも見てしまう。まだまだ彼女の顔を見ていたいと思ってしまう。自分で自分の首を絞めているようなものだった。


    　あまりにもつらすぎて、すべてから逃げ出したくなって、何もする気力が起きなくなって、強制的にオレのスイッチが切られる──。


    



    　いつの間にか基地で眠ってしまっていたオレは、スマホから流れるロッキーのテーマで起こされた。


    　聖ひじりか!?　と思って急いで電話に出たら、


    「一いち郎ろう、こんな時間まで連絡も入れずにどうしたの？」


    　母親の心配そうな声が聞こえてきた。


    「あ、ごめん。友達と遊んでて連絡するの忘れてた」


    　普段同様に呼吸をするように嘘うそをつく。


    　だけど、今日はいつもの何倍も悲しくなった。


    「仕方ないわね。夕ご飯の用意しちゃったけど、どうする？」


    「こっちで食べちゃった、ごめん」


    　もちろん夕食はまだだったけど、これから自分に食欲が湧わいてくるとはとても思えなかったので、また嘘うそをつく。


    「これから、遅くなるときはちゃんと連絡してよね。心配しちゃうから」


    「うん、ごめん。もう少ししたら帰るよ」


    　そう言って、電話を切る。


    



    　心配しちゃうかぁ……オレが今日体験したこと、いや、中学生になってから友達を失い、誰だれも仲間がいなくなって、クズどもにいじめられ続けていることを知ったら、お母さんは一体どう思うだろうか。オレ以上につらい思いをさせてしまうかもしれない。


    　学校が地獄の人間にとって、家は地獄の空気を味わわずにいられる数少ない場所だった。特別に幸せなものがなくてもいい。自分が攻撃されない場所があるだけでよかった。だから、オレはオレを守るために、家族にも嘘をつくんだ。


    　聖ひじりに学校での自分のことを話さなかったのも、聖から頼れるにいちゃんのように思われたいという気持ちもあったのだろうが、それ以上に、学校以外では、学校のことは極力忘れたかったからなんだ。


    　そして、美み織おりのことも。


    　同じ学校に可愛かわいいと思う女の子がいたって、キモ男だなんて馬ば鹿かにされて全裸動画も出回っている中じゃ相手にされるはずがない。だから、学校でのオレを知らない女の子を好きになった。


    　もちろん、オレだって妄想の中のように美織と上う手まいこといくなんて本当は思っていなかった。だけど、地獄となんの接点もない女性とほんの少しでも関かかわりを持てる時間は、自分の家で過ごす時間のように大切で、夢を見ることくらいはできたんだ。


    　それが壊されたというのは、学校が地獄なうえに家庭崩壊までやって来たような絶望的な状況だった。どんなにつらくても、学校にいる時間だけ我慢すればいいと思っていた。だけど、このままだとクズのせいで何もかも破壊されてしまう。


    



    　その前に、オレは、行動を起こすことにした。


    



    
      ☆

    


    



    　翌日は、いつもより一本早い電車に乗って登校することにした。学校に滞在する時間も結果的に増やしてしまうことになるのだが、美織に会いたくなかったのだ。写真を見るだけであんなにつらかったのに、本人を目の前にしたら、正気じゃいられない。


    　電車に乗ると、


    「おはよう」


    　オレに親しげに声をかける唯一の同級生が乗っていた。


    　坂さか下した優ゆう花かだ。


    　オレのことを自分と同類のように思っている彼女は、きのうオレの身にあったことを知ったら、どう思うだろうか。


    　同類以下の哀れな存在だと思うかもしれない。


    　そう考えると腹が立ち、坂下の挨あい拶さつを無視して背を向けた。


    「あの、高たか寺でらくん、ちょっと聞いてもいいかな」


    　坂下は話しかけてくるが、オレは聞こえないフリをする。


    　教室ではまったく見せない積極性をオレだけにこうして見せてくるのが鬱うつ陶とうしい。


    「もしかして、最近よく速はや水み町に来てる？」


    　突然そんなことを言われてしまい、今度は無視もできなかった。


    「なんでそんなこと聞くんだよ？　おまえに関係ないだろ！」


    　普段学校ではほとんど誰だれともしゃべることがないくせに、同類と見込んだ人間が相手だと饒じよう舌ぜつになるのか、話を続けようとする。


    「やっぱり来てるんだね。それは、誰かと会うために──」


    　あぁ、もう！


    　オレは、ぎろりと坂下を睨にらみつけると、


    「人のこと、覗のぞきみてえに観察すんなよ！」


    　そう言ってやった。


    　唖あ然ぜんとした表情になる坂下を置きざりに、オレは隣の車両へと移動する。


    　今日のオレは、ただでさえ、緊張しているのだ。坂下なんかに神経をつかわされたことが腹立たしかった。さっさと、キモ女のことは忘れて、やるべきことに集中せねば……。


    



    　学校に着き、席に座っていると、珍しく鈴すず木きが教室にやって来た。今日はできるだけ鈴木の動向も観察したいと思っていたところだ。


    　鈴木は、西にし原はらと村むら石いしのところにやって来ると、


    「ちょっと、話したいことがあるんだけど、いいか？」


    　そう言って、一緒に教室を出ていった。できれば後をつけたかったのだが、さすがに学校での尾行は難しい。だが、まあいい。鈴木が言っていた「話したいこと」の内容はだいたい見当がついている。


    　こうして今日は、休み時間をクズどもから逃げ回らずに、できるだけ鈴木の動向をチェックするようにして過ごした。


    



    　きのうの夜、行動を起こすことを決意したオレは、初めてツイッターのアカウントを作った。


    



    《キモイマン@kimoiman


    噂うわさのヤングヒーロー。オレの仕事は悪に勝つか負けるかです。》


    



    　これが、キモイマンの初ツイートである。プロフィール画像には、キモイマンのマスクを被かぶって自撮りしたものを使い、成りすましではない本物感を演出した。


    　今さらツイッターを始めるのも、キモイマンの名前でアカウントを作ったのも目的は一つ。鈴すず木きのアカウントに行き、宣戦布告をするためであった。


    



    《キモイマン@kimoiman


    @skantoku-dayo　ワタシに憧あこがれた純粋な青年を弄もてあそんだ極悪人よ。本物のキモイマンを捜しているのだろう？　おまえに一対一の決闘を申し込む！　明日の17時に、あの倉庫で待つ。一人でやって来い。正々堂々と勝負だ！》


    



    　リプを送ってから二十分くらい待つと、


    



    《カントク@skantoku-dayo


    @kimoiman　え、何？　人違いじゃないですか？　言ってることがさっぱり分かんないんだけど、キモイマンって本物なの？》


    



    　しらばっくれた鈴木の反応が返ってきた。誰だれでも見ることができるツイッターだから猫を被っているのだろう。


    



    《キモイマン@kimoiman


    @skantoku-dayo　正真正銘本物のキモイマンさ。おまえも本物に会いたかったのだろう？　この際、ケリをつけようぜ》


    



    　……これで、鈴木はやって来るだろう。あいつの性格はよく分かっているつもりだ。


    



    　オレは鈴木に復ふく讐しゆうすることを決意したのだ。


    　最初に変身したときからいつもこれが最後だと思ってきたが、今回こそが本当にキモイマンの最終決戦となるだろう。


    



    
      ☆

    


    



    　放課後、約束の時間より三十分ほど早く来てキモイマンスーツに着替えたオレは、スタジオの外にある自動販売機の陰に身を潜めながら、ヤツが来るのを待っていた。


    　準備は万端だ。長いこと基地の窓際に並べておいて腐らせた玉子──エッグボムなど、武器をフル装備してある。


    　この数週間、いろんなことがあったけれど、こんなに緊張しているのは初めてだった。おそらく、自分の人生でもっとも緊張している瞬間だろう。正直怖くて怖くて仕方がない。だけど、これまでの戦いと違って、今回は状況に流されたのではなく、自分の意思で決めた戦いであり、ちゃんと意味もあった。


    



    　約束の時間ちょうどに、ざくざくっと、砂利の上を歩く人の足音が聞こえてきた。


    　鈴すず木きが肩をいからせながら、一人で歩いてくる。


    　いよいよこのときが来たのだ。


    　オレの心臓は動きがどんどん激しくなってきていて落ち着かないが、鈴木のほうは少しも緊張が感じられない様子のままでスタジオの中に入り、扉を閉めた。いつもどおり鍵かぎはかけずにいるようなので、このままスタジオの中でキモイマンを待つつもりなのだろう。


    　しかし本当に鈴木が一人で来たのは予想外であった。西にし原はらたちも絶対に連れてくると思ったのだが……。オレは今まで鈴木のクズな部分しか見てこなかったし、どうせクズなんだから、約束なんて守らずに仲間を引き連れてきてくれてもよかったのだ。


    　敵が一人だろうと、三人だろうと、こちらのやることに変わりはないのだから。


    



    　スタジオの扉の前に立つと、足が震ふるえてきた。この扉を開けたらもう引き返せないのだと思うと、やっぱり大きな勇気が必要だった。二度、三度と深呼吸をして、少し気持ちを落ち着ける。


    　鈴木にやられたことをいろいろ思い出し、美み織おりと鈴木が楽しそうに遊んでいる姿を想像して、クズへの怒りを高めたところで、意を決して扉の取っ手に手をかけた。


    　がらがらっと音を立てて扉をスライドさせると、鈴木がそこにいた。スタジオの中央に立ち、ヤツはクールな表情のまま、待っていたようにこちらを見ていた。


    　こんなふうに、自分から鈴木の前に姿を現し、向かい合うのは初めてのことだった。どんなに気持ちを固めてきても、やっぱり恐ろしくて逃げ出したくなった。


    「本当に来たんだな、キモイマン」


    　鈴木が、悪役らしく憎たらしい笑えみを浮かべる。


    　もうここまで来たんだ。逃げちゃ駄目だ。どうせ逃げても、オレの足じゃ追いつかれる。だったら、ここでやるべきことを、ちゃんとやろう。


    　オレはスタジオの中へと足を入れると、鈴すず木きから目を離さないまま、後ろ手で扉を閉める。


    「おまえ、今度こそ本物なんだろうな？」


    　鈴木としては、そこが一番大事なことなのだろう。オレはその問いに無言で頷うなずく。


    　さぁ、戦いの始まりだ。


    　鈴木の前へと足を進めたそのとき。


    　がたんっと、左右で物音がしたと思ったら、タタタタタタタッという音とともに、腕や足や頭に激しい痛みを感じた。


    「う、うあっ！」


    　スタジオの暗がりから、銃を構えた西にし原はらと村むら石いしが姿を現す。


    　また、頭にがつん！　と殴られたような痛み。おそらく普通のエアガンだろうが、ここまで威力があるのなら立派な凶器だ。


    　オレが来るよりもずっと早くから、西原と村石はスタジオ内に隠れて、オレが入ってくるのを待ち構えていたんだ。だけど、どうやって？　こいつらよりも一足早く学校を出たオレは、先にスタジオに着いてずっと入り口を見張っていたはずなのに……。


    「驚いたか、キモイマン」


    　銃口をこちらに向けたまま二人はニタニタと笑っている。


    　オレは、両腰のスパイシーマグナムを抜く。それを見た西原と村石はゴーグルをかける。


    　クズたちはキモイマン対策もしっかり準備してきているようだった。


    「このオレに宣戦布告なんかして、偽にせキモイマンの敵討ちでもしたかったわけ？」


    　鈴木は勝ったも同然といった調子だ。


    「監督、こいつマジで本物かな？　またヤラセとか言われたらやってらんねぇんだけど」


    「ふざけたコスプレ野郎がもう二度と出てこれないくらい、酷ひどい姿を晒さらしてやるよ！」


    　西原、村石がゆっくりとオレに近づいてくる。


    　オレはスパイシーマグナムを捨て、観念したように両手をあげる。


    　その瞬間、クズ二人に両りよう脇わきから取り押さえられた。


    「キモイマン捕獲っ!!」


    　村石のテンション高い声が倉庫内にぎんぎんと響く。


    「じゃあ、また配信の準備をしようかっ」


    　鈴木はそう言うと、倉庫の棚から粘着テープと覆面を取り出し、こちらに向かってきた。


    　これから自分の身に起こることを思うと恐怖で体が震ふるえた。


    　だが、ここまですべてオレの計画どおりだった。


    



    　あんなふうに挑発的な宣戦布告をすれば鈴木がここにやって来ることは分かりきっていた。


    　一人で来いという呼びかけに応じないであろうことも予想の範囲内。


    　そして、鈴すず木きたちに勝てずにこうして捕まってしまうことも、実は計画どおりなのだ。


    　これから鈴木たちは先日、畑はた山やまにしたように、いや、キモイマンの正体がオレだと知ったら、畑山のとき以上に酷ひどいことをしてくるに違いない。


    　痛い目に遭うのはいやだったが、今回ばかりはそれでいい。


    



    　──昨夜、ツイッターで鈴木に宣戦布告した後、ある人物に宛てて手紙を書き、直接自宅の郵便受けに投函した。


    　ある人物……小こ宮みや美み織おりである。


    



    『親愛なる小宮美織さま。


    



    　こんにちは。


    　先日、奇跡的な偶然でお会いしました正義のヒーロー、キモイマンです。


    　こうして、あなたにお手紙を出させていただいたのは、あなたの身近にとんでもない極悪人がいるという真実をお伝えせねばと思ったからです。


    　鈴木和かず之ゆきという男をご存じですね？　この男は悪の中の悪、将来は大犯罪者になること間違いなしの人間なのです。


    　先日配信されたキモイマン捕獲動画のこともご存じですよね？　実はあのときに捕まったキモイマンは私ではなく、私に憧あこがれてキモイマンの格好をしていただけの純粋な青年でした。


    　そんな純粋な青年に酷いことをした覆面男たちのリーダーこそが、鈴木和之なのです。


    　にわかには信じられないかもしれません。鈴木は悪人ですが、決して馬ば鹿かではありません。自分の残酷な一面は、ほとんどの人に隠しきっています。


    　美織さんも、鈴木に騙だまされているのです。


    　キモイマンの理解者であり、優しい心の持ち主である美織さんには真実を知ってほしい。鈴木が悪人である証拠をお見せいたしますので、夕方五時半、片かた桐ぎり町三丁目一番地の一五にある貸倉庫にお越しください。


    　お待ちしております。


    
      真の正義を知る者　キモイマン』

    


    



    　キモイマンに好意を寄せている美織はこの手紙を読んで、五時半、オレが捕まってさんざん酷い目に遭っている頃ころ合あいにここへやって来るはずだ。


    　そして、鈴木が悪行の限りを尽くしているところを目撃することになるのだ！


    　これこそが、オレの考えたキモイマンの最終決戦。


    　悪の手に落ちた小こ宮みや美み織おりを救えるのなら、自分はどんな酷ひどい目に遭ってもいい。


    　勝負に勝たずとも目標を達成できる、オレでも成功の可能性が高い計画だ。


    　真実を知った後、傷ついたオレを見たら、美織の心がオレへと移る可能性だってなくはない。


    　決してクズどもには思いつけない、完かん璧ぺきな計画だ。


    



    　粘着テープを持った鈴すず木きに腹を蹴けられ、


    「ぐふぇっ」


    　と声を漏もらしながら、オレは内心ほくそ笑えんでいた。いいぞ、いいぞ、この調子でオレをいっぱい痛めつけろ、おまえの汚い部分を思いっきり曝さらけ出せ！


    　村むら石いしに銃を突きつけられ、無抵抗のまま床に転がるオレの両手首を鈴木が、両足首を西にし原はらが粘着テープでぐるぐる巻きにしていく。そこまでオレの抵抗を警戒しなくとも、こちらはやられてやる気満々なのに。そう思うとクズどもが少し滑稽にも見えた。オレをいじめるときと違って、未知の敵が相手だとクズたちも慎重になるようだな──と、どこか達観してそんなことを考えていたそのときである。


    



    「待てぇぇぇぇえいっっっ!!」


    



    　がらがらがらっとスタジオの扉が開くと、昭和の特撮ヒーローのような芝居がかったテンション高めの声が聞こえてきた。


    　逆光を背に、不思議な格好をした男が立っている。


    　キモイマンのようにも見えるが、たぶん、ピンポン玉で作ったのであろう目玉が二つ付いている。また胸には黄色のカラーテープが×の形に貼はられている。キモイマンのスーツに、無理やり手を加えたような姿であった。


    　呆気に取られてその姿を見ていると、謎の男は全速力でこちらに走ってくる。


    「Ｘキィィィィィィックゥッ！」


    　謎の男はその勢いのまま、村石にドロップキックを食らわせた。後方に吹っ飛んでいった村石を見た鈴木は、ここに来てから初めて動揺した表情を浮かべる。


    「誰だれだ、おまえ？」


    　鈴木が謎の男に問う。


    「キモイマンの仲間か？」


    　と、西原も男に問うが、オレはこんなヤツ、まったく知らない。


    　唖然とした表情の鈴木たちに対して、謎の男はびしっとポーズを決めて、


    「オレは太陽の孫っ！　キモイマンＸだ!!」


    　と、叫んだ。


    　突然現れた新ヒーローに、鈴すず木きたちと同様オレも困惑していたが、それでも、この男がオレを助けに来てくれたらしいことだけは間違いないようだ。


    「キモイマン、大丈夫か？」


    「あ、あぁ。ありがとう」


    　両手両足を拘束されたオレは床に転がったまま、この見知らぬ助っ人に感謝の気持ちは伝える。


    「よかった。先輩ヒーローのピンチを放っておけなくてね。助けに来たぜ！」


    　親指を立ててサムズアップのサインを送ってくるキモイマン……Ｘだったか？


    「君は一体」


    　オレの質問を遮さえぎるように、「うおおおおおっ！」と声を荒らげた西にし原はらがキモイマンＸに襲いかかる。オレだったら思いっきり殴られるところだっただろうが、キモイマンＸは身をひるがえして飛びかかってきた西原をかわすと、首の後ろに手刀を叩たたき込む。


    「すごい……」


    　まるで本物のヒーローのようだ。せっかくなので、このまま鈴木もまとめてクズ三人をぶっ飛ばしてくれることを期待したのだが──。


    「待ってろ！　今、助けるからな！」


    　キモイマンＸはオレの元へと駆け寄り、手足の粘着テープを引きはがし始めた。
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    　ヤンキー漫画だと、一発殴ったり蹴けったりしただけで雑ざ魚こキャラは気を失いダウンしてしまうものだが、現実ではそう簡単にはいかないようだ。


    　先ほど思いっきり蹴っ飛ばされた村むら石いしも、手刀を食らった西にし原はらもすでに起き上がってきていて、キモイマンＸのことを睨にらみつけている。


    「キモイマンＸ！　ワタシのことは気にせず戦ってくれ」


    　粘着テープを相手に苦戦しているキモイマンＸに向かってオレはそう叫んだのだが、


    「俺はあなたを見捨てたりしない！」


    　と、諦あきらめない。だめだ……この男、イイヤツすぎる。悪い意味で。


    　ああもう仕方がない、それなら──。


    「ここの倉庫の奥に事務室がある！　そこに何かテープを切るものがあるかも！」


    　オレがそう言うと、「案内してくれ」とキモイマンＸは、オレをお姫様抱っこして駆けだした。


    「お、おい待て！　逃げんな！」


    　当然、鈴すず木きたちは追ってくる。


    　ここから事務室までの十メートル以上の距離を、キモイマンＸはオレを抱きかかえたまま驚異的な脚力で走りぬけ、ドアが開けっ放しになっていた事務室の中へと駆け込んだ。


    「ドア！　鍵かぎ！　早く！」


    　事務所のドアを閉めて早く鍵をかけてという意味の単語を叫ぶが、キモイマンＸは優しく丁寧にオレを床に降ろす。西原がすぐそこまで迫っていたが、キモイマンＸはギリギリのところでドアを閉めて、鍵をかけることに成功した。


    「おらっ！　出てこい！」


    「おまえら絶対に殺す！」


    　クズどもが怒号とともに乱暴にドアを殴りつける。


    　二つある事務机の引き出しを片っ端から開けていき、キモイマンＸは粘着テープを切るものを探している。


    「おまえたちは裏手に回れ！　ここは俺が見張っておく！」


    　鈴木がそう叫ぶのが聞こえてきた。


    　事務所の窓のほうを見ると、カーテンが風に揺れていた。


    「先に、窓の鍵を閉めて！」


    　オレがキモイマンＸにそう言うのと、彼がカッターナイフを見つけるとほぼ同時だった。


    　窓を閉めたキモイマンＸは、手足の粘着テープを切断し始める。その作業を見ながら、オレは今さらながらに気がついた。西原と村石はスタジオの正面扉からではなく、裏手にあるこの事務室の窓から中に入り、オレを待ち伏せしていたのか。


    　ようやく手足が自由になったオレは、改めてキモイマンＸに問う。


    「君は一体、誰だれなの？」


    　男は、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、さっとマスクを脱いだ。


    「畑はた山やまくん!?」


    　キモイマンＸの正体は、まさかの畑山秀ひで樹きだった。


    「なんで!?　どうして畑山くんがここに？」


    「きのうの夜、聖ひじりちゃんからＬＩＮＥをもらったんです」


    「聖から？」


    　そういえば、二人はＬＩＮＥの交換をしていたんだったな。


    　ＬＩＮＥをやっていないオレを尻しり目に……。


    「キモイマンが、誰だれかと戦おうとしているみたいだって」


    　オレと鈴すず木きのツイッターのやり取りに聖も気づいていたのか……。


    「あのツイートを見たら、キモイマンさんが俺の敵討ちをしようとしてくれているんだって、すぐに分かりましたよ」


    　別に畑山の仕返しをするために戦っているわけではないのだが、彼はキモイマンの行動を好意的に解釈する傾向があるようだ……いや、そういうわけでもないな。


    　オレはきのうの夜のことを思い出す。「チンコ見られたくらい、なんだっ！」というオレの言葉を聞いて、励まされるどころか、ただただ落ち込むだけだった畑山の顔を。


    「……あのあと、キモイマンさんに言われたことを何度も思い返しているうちに……俺、分かったんです。チンコ見られたからって、何もかもが終わるわけじゃないんだって」


    　そのときだった。


    　窓のほうからカカカカカカカカカカッと甲かん高だかい音が聞こえてきた。西にし原はら、村むら石いしが外から窓に向かってエアガンの弾を連射してきたのだ。さすがに本物の銃弾のように、一気に窓をぶち破るようなことはなかったが、ピシリピシリと窓ガラスにヒビが入っていく。


    「チンコを見られたことを恥じて自分の中に閉じこもっていてはいけない。それは悪に屈することと同じなんだと、あなたは僕に教えてくれた」


    　窓を突き破ったエアガンの弾たちが、跳弾のように事務所の中で跳ね返る。


    　ドアの向こうでは鈴木がドアを蹴けり始めた。


    　そろそろクズどもも我慢の限界だろう。


    「人はチンコを見られたって誰かのために戦える──あなたのように」


    　そう言うと、畑山は再びキモイマンＸのマスクを被かぶった。


    　マスクの目の部分に貼はり付つけられたピンポン玉。その中央に小さな覗のぞき穴が開いている。


    「このスーツ、聖ちゃんのデザインなんですよ」


    「え、聖の？」


    「きのうの夜、ＬＩＮＥをくれたあとに、聖ちゃんが俺の家までやって来たんです。キモイマンを助けるために、偽にせキモイマンをパワーアップさせようって。聖ちゃんも応援してくれていますよ」


    　聖ひじりはもうオレのことなんて見捨ててしまったものと思っていただけに、それはうれしい話だった。それにしても、ピンポン玉を目玉にするなんて……。ヒーロースーツの機能性に関しては一切考慮しない聖らしいアイディアだと思った。むちゃくちゃ視界も悪いだろうにそのままにしている畑はた山やまに人柄を感じる。


    　突如、響き渡るガラスの割れる音に身がすくむ。


    　西にし原はらと村むら石いしが窓に大きな石を投げ込みやがったのだ。


    「なんてことしやがる！」


    　怒りを露あらわに立ち上がろうとした畑山の腕を掴つかんで引きとめる。クズどもと再び向き合う前に、オレはどうしても畑山に確認しておきたいことがあったのだ。


    「畑山くん、小学生の頃ころにカツアゲに遭っている男の子を助けたことない？」


    「え？　ああ、何度かあります」


    　困っている人を目にしたら、畑山は常に助けの手を差し伸べていたようだ。


    「速はや水み町にある駄菓子屋知ってるよね？　その裏で助けてあげたこともあったんじゃない？」


    「え？　どうだったかな……。どうしてそんなことを聞くんです？」


    　戸惑う畑山に、オレは言う。


    「君は覚えていないようだけど、このキモイマンの正体は、あのときに助けてもらったビビりの男の子だからさ！」


    　オレの告白を聞いた畑山は、一瞬ぽかんとした表情を浮かべたあと、困惑し始める。


    「え？　ああ～！　全然、思い出せない！」


    　何度も人助けをしている畑山にとっては、そのうちの一人であるオレのことなんてほとんど印象に残っていなかったようだ。


    「すみません……でもそれ、たぶん俺じゃないです。助けに入っても、俺ほとんど負けてばっかりでしたから」


    　それを聞いて、やっぱり畑山があのときの男の子だったんだとオレは確信した。


    　そのとき、オレの頭に激しい痛みが走る。


    　西原が割れた窓から身を乗り出し、エアガンで狙そ撃げきしてきたのだ。


    　オレと畑山は銃弾の雨を避け、身を屈かがめたままの姿勢で事務所のドアの前へと移動し、オレはドアを背にすると深呼吸をする。


    　畑山が乱入したことで、状況はオレの計画とは完全に違った方向に変化してしまった。


    「畑山くん……いや、キモイマンＸ、ここまできたら、やれるだけやってみよう」


    　オレの言葉に力強く頷うなずくキモイマンＸ。


    　ゆっくりとドアの鍵かぎを開ける。


    「いくぞ！」


    　オレが勢いよくドアを開けるとそこに、もう勝負に勝ったような笑え顔がおで突っ立っている鈴すず木きがいた。そのむかつく顔を見たオレはとっさに全身で体当たりを食らわせていた。


    　油断していたであろう鈴木は思いっきり床に倒れる。


    「こいつは、オレがやる！　おまえは、西にし原はらと村むら石いしをやってくれ！」


    　冷静になって考えれば、畑はた山やまに自分より多い数の敵を押し付けることになるのだが、決して楽したいからそう言ったのではなかった。


    「こいつだけは、オレがやらなくちゃいけないんだ！」


    　おそらく、オレじゃ鈴木に勝つことはできないだろう。だけど、どうせやられるんなら、一発でも多く鈴木に食らわしてやりたい。


    「分かったっ！　こっちはオレに任せろ！」


    　畑山は快こころよく不利な条件を呑のんでくれた。どこまでイイやつなのだろう。やっぱり君こそ、本物のヒーローだ。本物のヒーローは、オレみたいな人間にも勇気を与えてくれるんだなと思った。実際、オレの体に熱い何かが湧わいてきていたのだ。


    　早く、鈴木を殴ってやりたくてたまらない。


    



    　起き上がった鈴木は倉庫のほうへと走っていった。


    　オレが追いかけると、鈴木はスパイシーマグナム対策にゴーグルをつけた。


    　さらに、鈴木はスタジオの壁に立てかけられた鉄パイプの束のほうへ向かっている。あれを武器にするつもりだ。


    「させるか！」


    　鈴木の前に立ち塞ふさがったオレは、頭の中では何度も、何十回も、何百回だって思い描いていたが、現実には初めて鈴木に対して拳こぶしを振り上げた。


    　だが、想像と違って、鈴木の動きは素早く、オレの拳はかすりもしなかった。代わりに鈴木の蹴けりがオレの腹に埋まる。


    「ぐっへっ！」


    　その場で倒れそうになるのをなんとか耐えたが、次の瞬間オレの頭が激しく揺れる。


    　続けざまに鈴木に顔面を殴られたのだ。人間は何事も慣れると言うが、殴られたり蹴られたりするのが日常茶飯事であったとしても、その痛みは耐えられるものではない。


    　なんだ、結局一発も殴れずにぼこぼこにされちゃうエンドか。せっかく畑山が助けに来てくれたのに結果は何も変わらないのか。


    　太ふと腿ももを強く蹴られたオレは、耐えきれず床に膝ひざをついてしまう。このまま横になって、もう抵抗するのをやめようか。そんなふうに思ってしまった。一発でも多く鈴木に食らわしてやりたいなんて分不相応な夢だったのか。


    　無力で無力で、どうしようもなかった。


    　ただの一発も鈴すず木きを殴ってやることができない。


    　鈴木は頭を抱かかえて丸くなったオレをサッカーボールのように蹴けり回してくる。いっそのことオレが本当にサッカーボールなら、なんの感情もなく、蹴られようが乱暴に扱われようがつらい思いをすることもないのに。そうだ。オレみたいなヤツは、人間じゃなくて、心を持たない道具として生まれてくるべきだったんだ。


    　サッカーボールになった気持ちで、楽しそうにそれを蹴って遊んでいる鈴木の顔を見る。


    　──突然だった。


    　もはや怒りという単純な言葉では言い表せないほどの激しい感情が湧わき上がってきた。


    　やっぱり、オレには感情をなくすことなんてできない。


    　悔しくて悔しくてたまらない。


    　絶対に、こいつは許せない！


    「こんちきしょおおおっっっ!!」


    　一発くらい、一発くらい殴らせてくれたっていいだろ？


    　神様、たまにはオレにも幸運を与えてくださいよっ！


    　オレは感情に突き動かされるまま、もうダウンしたがっている体を奮い立たせる。最後にひと踏ん張りしたオレは、オレと違って幸せをいっぱい手にしているクズに向かって殴りかかる。


    　今度こそ、がつんと手て応ごたえがあった。鈴木の顔面にオレのパンチが当たったのだ。


    　やった！　初めて、鈴木を殴ってやった。


    　目の前でうずくまっている鈴木の腹を今度は渾こん身しんの力で蹴ってやる。


    「ぶっ」


    　と唾つばを撒まき散らして、鈴木は派手にぶっ倒れた。


    　あれ？　いつも偉そうにしてるくせに、オレに蹴られたくらいで倒れちゃうんだ。オレの蹴りによって鈴木が倒れた喜びよりも先に、そのあっけなさに戸惑ってしまう。周りに仲間がいなければ、鈴木はこんな弱っちいヤツだったのか。鈴木に抱いだいていた、抗あらがいようのない強者というイメージがオレの中で一気に崩れ去っていくのが分かった。


    　オレは背負っていた木刀を手に取り、倒れた鈴木の背中に叩たたきつける。


    　続いて、右手を、左手を、腹を、尻しりを、右足を、左足を思いっきり打ちつけていく。情けないことに、鈴木は普段のオレみたいに、歯向かうこともできず、ただただ怯おびえていた。


    　こんなヤツ相手に、オレはずっとビビり続けていたのかと思うと、馬鹿馬鹿しくなる。


    　木刀で叩くことにも飽きたので、次は鈴木の顔から、ゴーグルを外してスパイシーマグナムをその目に食らわせてやる。


    「ぶぅふあっ!?」


    　妙な叫び声をあげる鈴木の口の中にも、タバスコ水をサービスしてやる。


    「あがががっ！　ぶっ、ぐっ、た、助けて、助けてくださいっ！」


    　惨みじめにも、涙を流して助けを乞こう鈴すず木きの顔を踏みつける。顔全体にオレの足の痕あとがついてしまえばいい。おまえに敗北の印をつけてやる！　そんなことを思いながら、足に力を入れる。


    　気がつくと、鈴木はもう何も言わなくなっていた。


    　ボロボロになった鈴木を見ているのは最高に気持ちよかったけど、オレはまだまだ満足できなかった。


    　もっともっと気持ちよくさせてもらわなくちゃ、何せこっちは毎日ボロボロにされていたんだから。


    　鈴木のズボンに手をかける。


    　鈴木は力なく身をくねらせて抵抗してきたが、乱暴に無理やりズボンを下ろすと、青いボクサーパンツが出てきた。


    　当然、ここで終わるはずもない。


    　ポケットに入っているスマホで、これまでオレがさんざんやられてきた「撮影会」をこの男にも体験させてやるのだ。


    　オレは鈴木のボクサーパンツのゴムを両手で掴つかんだ。すでに抵抗する気力もないのか、鈴木はオレの両手を払いのけることすらできないでいる。


    「……やめろ……やめてくれ……」


    　と、ぼろぼろ涙を流しながらただ懇願するだけだ。


    　その瞬間──


    『たとえ悪者でも、危ないときは助けてあげるのがヒーローだよ！』


    　偽にせキモイマンは悪いヤツではないのか？　というオレの問いかけに、聖ひじりが返した言葉が頭をよぎった。


    　オレの鈴木への怒りは消えてはいない。


    　同じことをしてやれという気持ちもある。


    　だけど……クズたちと同じことをするのは間違っているんじゃないか？


    　今もオレのことを信じてくれている聖や畑はた山やまのことを思うと、オレは鈴木のボクサーパンツを脱がすことはできなかった。


    　ポケットのスマホを取り出すこともないまま、ただ黙って鈴木を見下ろしていたそのときだ。突然、何者かに背中を強く押されて、オレは床にうつ伏せにぶっ倒れた。


    「え、何？」


    　最初に頭に浮かんだのは西にし原はらたちが来て、オレを突き飛ばしたんじゃないかということだった。だが、顔を上げたオレが目にしたのは西原でも村むら石いしでもなかった。


    



    「鈴木くんっ！」


    　パンツまる出しでぶっ倒れている鈴木の側でそう呼びかけているのは……小こ宮みや美み織おりだった。


    　しまった！　鈴すず木きを殴ることができた喜びと、鈴木の泣きわめく姿を見られたうれしさで、美み織おりをここへ呼んでいたことをすっかり忘れてしまっていた。


    「大丈夫？　ねぇ、鈴木くん、しっかりして！」


    　美織は傷ついた鈴木を抱き起こすと、優しくズボンを上げてあげた。


    　そして、鈴木を見る目とはまったく違う目で、オレのほうを見た。こんな目をしている彼女、初めてだ。


    「なんでこんなことするのっ!!」


    　こんなことをした理由はいくらでもある。だが、怒りに支配されたような美織の顔を見た衝撃で、オレは何も言えなくなってしまった。


    　いや、駄目だ。何かを言わないと、彼女に伝わらない。


    　他ほかの誰だれに嫌われようとも、美織にだけは嫌われたくなかった。美織だけはオレの味方でいてくれなくちゃ、オレはこの地獄のような世界で何を支えに生きていけばいいんだ！　美織が騙だまされていること、鈴木がいかに酷ひどい悪人なのかを教えてあげなくちゃいけない。


    「み、美織さん」


    「私の名前を呼ばないでっ！」


    「き、君は騙されているんだ。鈴木は本当は極悪人なんだ！」


    「あんな手紙まで書いて鈴木くんを陥れようとして一体、何が目的なのっ!?」


    　鈴木と抱き合う美織を目にしても、まだどこかで彼女なら真実にうっすらとは感づいているのではないかと期待していた。だが、彼女は完全に鈴木に騙されてしまっていた。


    「鈴木は、本当に……」


    「もうしゃべらないでってば！　あなた、本当にキモいっ！」


    　確かに、オレはキモイマンだ。これまで何度か彼女がキモイマンと口にしているのは見てきている。だけど、同じキモイでも言葉のトーンがまったく違った。心の底からの嫌悪しか感じられない、オレの全裸動画を見た女子生徒が口にしていたキモイよりも、蔑さげすみと憎悪のこもったキモイだった。


    「だいたい、なんであなた私の家まで知ってるのよ？　この間、私と会ったのだって本当は偶然なんかじゃないんじゃないの!?」


    「い、家くらい調べたっていいじゃないですか。別に嫌がらせをしたりするわけじゃないし」


    「……もし本当に鈴木くんが悪人だったとしても、あなたみたいな気持ち悪い人よりはずっとマシよっ!!」


    　この女、何を言ってるんだ？　悪よりもキモイほうが受け入れられないだと!?　そんな、おかしな話があるか！


    　あの天使のような美織が、まったく理屈が通じない女になってしまっていた。


    　オレはそれでも諦あきらめきれなくて一歩、彼女の前に近づいた。


    「きもいきもいきもいきもいきもい、こっちに来ないで！　本当にきもい、気持ち悪い、きもいきもいきもいきもいきもいきもいきもいきもい！」


    　美み織おりは壊れた玩おも具ちやのように叫び続けた。


    　そんな彼女が見ていられなくなったオレは、エッグボムを、美織の顔に思いっきりぶつけてやった。腐った玉子が艶つや々つやしたおでこで割れて、どろりとして白みがかった黄色いものが彼女の顔を伝って落ちていく。美織の可愛かわいらしい顔も、とっても似合っていた制服も汚れていった。


    　美織は、自分に何が起こったのか分からないようだった。少し経たってから、その臭いと不快感に表情を歪ゆがめた。悪臭はオレのマスク越しにも届いてくる。


    　とっておきの武器を初めて使う相手が、美織になるとは思ってもみなかった。そうだ、鈴すず木きにも食らわせてやらないと。


    　放心状態で間抜けに口を開けたままの鈴木の顔面に、オレはエッグボムを投げつける。


    　それを見た美織が、鈴木を庇かばうように覆いかぶさった。


    「やめて！　これ以上、鈴木くんをいじめないでっ！」


    　そのまま、鈴木の体をぎゅっと抱きしめる。


    　目の前で繰り広げられる美織の言動すべてが信じられないオレは、今自分が見ているものすべてを打ち消したい衝動にかられた。打ち消して、また憧あこがれの目で彼女のことを観察し続ける日々に戻りたい──。


    　気がつくと、オレは後ろ姿の彼女に向かってエッグボムを投げつけていた。


    　美織の華きや奢しやな背中が小刻みに震ふるえている。どうやら泣いているらしい。


    　クズどもに腐った玉子をぶつけられたときオレは決して泣いたりしなかった。だけど、今のオレは泣きたくなるのを必死でこらえながら、彼女に腐った玉子をぶつけ続けていた。


    　こんなかたちでもいいから、美織と関かかわっていたかった。


    　どんなに避けられてもしがみついていたかった。


    　そんなのもう絶対に無理なのに……。

  


  
    



    終　章　　　ヒーロー


    



    　それからのことは、ほとんど記憶にない。


    　スタジオの正面の扉を開けて外に出ると、ダウンして地面にぶっ倒れている西にし原はらと村むら石いしを目にした。そのとき、畑はた山やまから何か声をかけられた記憶もなんとなくある。心配してオレの後をついてこようとした彼のことを怒鳴りつけたような気もする。その後、どうやって、ここへ来たのか……。


    　マスクは脱いでいたが、体はキモイマンのままで、オレは秘密基地のある空き家の前に立っていた。あれから、どれくらい時間が経たっているのか、ここまで電車で来たのか歩いてきたのかも分からない。今はとにかく、休みたかった。


    　空き家に入り、階段を上がって廊下を進み、基地のドアを開ける。


    　誰だれもいないと思っていたが、そこには先客がいた。


    　彼女は部屋の奥に立っていた。


    　といっても、聖ひじりが待ってくれていたわけじゃない。


    「……やっぱり、高たか寺でらくんが、キモイマンだったんだ」


    　先客──坂さか下した優ゆう花かはオレを見て、そう言った。


    



    「どうして、おまえがここにいるんだ？」


    　クラスメイトに、この姿でいるオレを見られるなんて、ちょっと前までのオレなら絶対に避けたかった事態だし、大いに慌ててしまっていただろう。


    　だけど、今のオレは坂下を前にしても、まったく動揺することもなく、その場に座り込んだ。


    　とにかく疲れた。できればこのまま横になりたい。早く一人にしてほしいと思っていた。


    「今朝の話の続きをさせてもらってもいいかな？」


    　坂下は部屋の奥に立ったまま、オレを見下ろしながら聞いてくる。


    「……今朝？」


    　あぁ、そういえば電車で坂下が何かごちゃごちゃ言ってたな。あれから、いろんなことがありすぎて、もうずっと前のことのような気がする。


    「高寺くん。最近、この辺りで聖と一緒に遊んでるよね」


    　ん？　聖？　どうして、坂下の口から、あの子の名前が出てくるのだろう。


    　意味が分からなくて黙っているオレに、坂下は言う。


    「妹と高寺くんが友達になっていたなんて驚いたよ」


    「……妹？　妹だって!?」


    　坂下との会話なんてさっさと終わらせて早く休みたかったのだが、これにはさすがに無関心ではいられなかった。


    「オレのこと、からかってるのか？　坂下が、聖ひじりのおねえちゃんなわけないだろ」


    　六年後には可か憐れんな女子高生になること間違いなしの聖と、可憐さの欠片かけらもないデブな女子高生との姉妹設定には無理がある。美み織おりもそうだったが、女という生き物はＤＮＡにオレを騙だますプログラムでも書き込まれているのか？


    「……私が聖のおねえちゃんなわけないって、意味が分からないんだけど」


    　坂さか下したは往おう生じよう際ぎわが悪く、まだ嘘うそをつこうとしている。


    　意味が分からないって、その顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか。そう思い、坂下の顔を見てみる。思えば、こんなにしっかり彼女の顔を見るのは初めてだった。


    　よく見ると、目元が聖と似ている気がした。痩やせて、もう少し雰囲気を明るい感じにすれば、確かに姉妹っぽくなるかもしれないと思えた。それは意外な発見であったが、だからといって、そのまま坂下の話を信じることはできない。


    「だいたい、聖の姉じゃなかったら、この場所も知ることはできなかったよ」


    　そうだった。そもそも、なんで坂下がここにいるのかが不思議だったんだ。


    「聖ちゃんに聞いたって言うのか？　だけど、ここは誰だれにも内緒の秘密の場所のはずだぞ」


    「きのうの夜、聖が家にいないことに気づいたの」


    　坂下はそう言う。昨夜、聖は畑はた山やまの家でキモイマンＸのスーツを作っていたので、彼女の言うことは間違っていない。


    「深夜の十二時すぎにだよ。驚いて聖の携帯に電話をしたら、『すぐに帰るから、ママとパパには言わないで！』だって。とにかく本人から事情を聞こうと思って、私は聖の帰りを待っていたの」


    「それで、帰ってきた聖があっさり秘密をバラしたって言うのか？」


    　坂下はゆっくりと首を横に振った。


    「最初のうちはずっと黙ってたよ。でも、『こんな時間に夜遊びするなんて悪いことなんだよ』って言ったら、聖はムキになって反論してきた。『悪いことじゃない！　私はいいことをしてきたんだ』って」


    　この二十日間ほど、聖と一緒にすごしてきたオレには、その光景がすぐに想像できた。


    「いいことをしているんならお姉ちゃんにだって言えるでしょうと話したら、聖はキモイマンのことも、秘密基地のことも、そして──」


    　坂下はそこで言葉を止めると、じっとオレの顔を見つめる。


    「一いち郎ろうにいちゃんのことも、話してくれたよ」


    「……だけど、それだけじゃオレってわかるわけないだろ」


    　オレは、自分の名字も家のことも学校のことも、聖には何も話していない。


    　オレが聖のことを何も聞かなかったのと同じように。


    「うん。私も一いち郎ろうという名前だけでは、高たか寺でらくんだとは分からなかった。それほど珍しい名前でもないしね」


    「じゃあ、なんで？」


    「聖ひじりはね、一郎にいちゃんは、手しゆ裏り剣けんの高校生だって言ったの」


    　手裏剣の高校生──初めて聖と出会った日、聖はオレの襟えり元もとの校章を指さしてこう言った。『それ手裏剣みたいでカッコイイよね』


    　坂さか下したは自分の制服の襟元の校章に触れながら言った。


    「私はこれあまり好きじゃないんだ。手裏剣みたいでカッコ悪くって」


    　そうか、校章か。


    　聖の言う「一郎にいちゃん」が自分と同じ高校に通う生徒だと気づいた坂下は、すぐにオレと結びつけることができたというわけか。


    「聖ちゃんは、おねえちゃんの話はほとんどしなかったから、分からなかった」


    「……そうなんだ」


    　オレの言葉に坂下はわずかに動揺を見せた。


    「おにいちゃんのことは楽しそうに語っていたけどな」


    「聖が、真しん司じの話をしたの？」


    「あぁ。名前は今初めて知ったけどな。この基地でおにいちゃんと一緒にヒーローごっこをしてたらしいぜ」


    　坂下が興味深そうに基地の中を眺めだしたので、オレも改めて、壁に貼はられた落書きや積み上げられたガラクタたちに目をやる。この一か月近くの聖との楽しい思い出がいろいろ蘇よみがえってきた。一緒におしゃべりをして、ヒーロースーツや武器を作ったり、町内をパトロールしたり、あんなに楽しい時間を過ごせたのは小学生のとき以来だった。


    「ここで、真司と聖が……」


    「妹と遊ぶのに飽きたおにいちゃんに代わって、オレがヒーローになってあげたというわけさ」


    　だから、もし本当におまえが聖のおねえちゃんなら、オレにきちんと感謝しろよという気持ちを込めて、そう言ってやった。


    　だが、坂下は感謝どころかこう言うのだった。


    「聖に危ないことをさせるのはやめて」


    「危ないことってなんだよ？」


    「ニュースの動画、見たよ」


    　坂下はオレを責めるように言う。


    「動画の音をよく聞いてみたら、聖の泣いている声も入ってたよ……あんな危ないおじさんのところに聖を連れていくなんて」


    「ふざけんな。危ないことをさせられていたのはオレのほうだって！」


    　むしろ、被害者はオレだ！


    「っていうか、坂さか下したが聖ひじりに言えばいいだろ。危ないことはするなって。妹なんだろう？」


    　妹の暴走を止めるのは家族の責任だろう。


    　だが、坂下はオレの追及にはなにも応こたえず俯うつむいてしまう。


    　床に視線をやったまま、小さな声で絞り出すように、オレに言う。


    「……もうやめて。ヒーローごっこなんて」


    　ヒーローごっこと坂下に言われたことが許せなくて、オレは飛び上がるような勢いで立ち上がり、叫ぶ。


    「ごっこじゃないっ!!」


    　オレのあまりの剣幕に坂下は怯おびえて後あと退ずさりした。


    　あぁ、そうか。今になってようやく、聖がヒーローごっこという言葉に怒っていた気持ちが分かったような気がする。


    「オレは本物のヒーローになったんだ！」


    　そう叫びながら、坂下に近づく。


    「鈴木にだって勝ったんだっ！」


    「鈴木くんに……？」


    　オレが鈴木に勝った事実を信じられないのか、坂下は怪け訝げんそうな表情を浮かべる。


    「鈴木はな、表ではいい人ぶっていやがるが、本性はとんでもない野郎なんだよ。だから、キモイマンになってやっつけてやったんだ」


    　そうだ。今、オレの精神は最悪の状態だったが、あの鈴木に勝つことができたんだと思うと、改めて自分で自分を褒ほめてやりたくなった。そして、オレが鈴木に勝ったことにまだピンと来ていないらしい坂下に少しイラッとしてしまう。


    「信じられないんなら、証拠の写真を見せてやろうか？　さっき勝利の記念に撮ってやったんだ、鈴木の恥ずかしい写真を！」


    　そんな写真はもちろん存在しないが、坂下にはどうしてもオレの勝利を認めさせたかった。


    「そんな写真、見たくない……」


    「何だよ、おまえもあの女みたいに、オレのやったことを非難するのか？」


    　オレは止まらなくなった。


    「オレは鈴木のこの写真をネットにばら撒まいてやるんだ！　きっと、オレみたいにいじめられている世界中の人間がこの勝利に希望を見いだすことになるぞ！　弱者に希望を与える。これこそ、本物のヒーローだろ！」


    　口から出まかせなオレの展望を聞いて、坂下はなんと言ったか、


    「……そんなことするのは、やめよう」


    　信じられないことに、坂下は否定してきやがったのだ！


    「おまえは、オレや、オレみたいにクズからいじめられてるヤツは、ずっとやられっ放しでいろって言うのか!?」


    「……ごめんなさい」


    　坂さか下したは目を閉じたまま、一言謝った。


    「悪いと思っているんなら、オレがやっていたのは、ごっこじゃないって認めるか？　オレがこれからやることも認めるのか？」


    　オレの問いかけを受けて、坂下は顔を上げると、


    「私、高たか寺でらくんがずっといじめられているの知っていたのに、鈴すず木きくんが酷ひどいこといっぱいしていることに気づいていたのに、何もできなかった。本当にごめんなさい……」


    　こいつ、いきなり何を言いだすんだ？


    　鈴木がオレにしていたことを、こいつが知っていた？


    「鈴木くん、人気者だし、みんなに好かれたくていい顔してるけど、私には別に好かれようって気もなかったんだと思う。私の前だと、怖い顔もよく見せていたんだよ」


    　鈴木の芝居に気づいていたのは、坂下のくせにいい洞察力だとは思ったが、それで彼女への評価が高まることはない。


    「高寺くんは知ってるよね？　私が一年生のときに不登校になったこと」


    　そういえば、そんなこともあった。いじめを苦にしたらしい坂下は、二か月だか、三か月だか学校に来なくなり、しばらくそのことがクラスで問題になったのだ。


    「毎日のように先生が家にやって来て、『もう大丈夫だから』って、最後は無理やり学校に連れていかれた……それからは露骨ないじめはなくなったけど、今度はみんなで私のことを無視するようになった」


    　そりゃそうだ。数か月ぶりに学校に来ればみんなが優しく迎えてくれるとでも思ったのか？　不登校をやると決めたのならもっと徹底してやるべきだった。


    「それでね……自分が酷いいじめを受けているときは、全然余裕がなくて周りが見えていなかったけど、そのときからかな、高寺くんが鈴木くんたちから酷いいじめを受けていることに気づいたの」


    　オレが鈴木にやられていたのを知っていたということは、坂下はオレのことを同類どころか、それ以下の憐れむべき人間だと思って、見ていたんじゃないのか？　今までずっと坂下に同類だと思われていることにオレは腹を立てていたが、事実はもっと残酷だったのだ。


    「おまえは、オレのことをずっと見下していたんだな！」


    　すると、坂下はびっくりしたような顔をして、


    「私、高寺くんを見下してなんてない」


    　と言う。


    「嘘うそつけ！　私はこいつよりはマシだって思いながら、オレのこと見てたんだろう!?」


    　本人は同情のつもりか知らないが、自分より下の人間を探して安心しているヤツが、オレはどうしても許せない。


    「私、高たか寺でらくんよりマシだなんて思ったこと一度もないっ！」


    　いつも暗くて、物静かな坂さか下したが大声で叫ぶのを初めて目にした。


    　そして彼女はその勢いのままに、


    「私は高寺くんのこと、ずっと尊敬してたっ！」


    　と、あり得ないことを口にするのだった。


    「尊敬だと？　とんだ嘘うそつき女だな、おまえ！」


    　怒りと呆あきれをぶつけるオレに、


    「嘘じゃない！　高寺くんは私の憧あこがれの人だったんだ！」


    　嘘つき女も一歩も引かない。


    「こんなオレのどこに尊敬したり、憧れたりする要素があるんだよ！」


    　至近距離から叫ぶオレの唾つばを顔面に受けながら、坂下は目を逸そらすことなくこう言った。


    「だって、高寺くん……一度も学校休んだことないじゃない」


    



    　誰だれもそのことに気づいていないだろうし、気にも留めていないと思っていた。


    　確かに、オレは高校生になってからまだ一度も学校を休んでいない。


    「……それがどうしたって言うんだ？」


    　そのことが、尊敬だの憧れだのとどうつながるんだ。


    「みんなに無視されて、私、学校から何度も逃げようとしたよ。だけど、高寺くんが逃げずに戦っているのを見てたから、私も頑張ろうって思えたんだよ」


    　そう語る坂下の目が、誰かと似ている気がした。


    　あぁ。ヒーローになっているオレを見たときの聖ひじりの目だ。


    「……オレは、いやいや学校に行ってただけだ」


    「それがすごいんだよ。別にあんなつらいところ逃げたって全然いいと思う。それが悪いことだとも思わない。でも、あそこから逃げないで、いつも顔を見せてくれた高寺くんは……私にとってはヒーローみたいな存在だったんだ」


    



    　──小学生のとき。


    　カツアゲに遭ったオレを助けに来てくれた男の子が、中学生たちにぼこぼこにされても負けずに戦っているのを見た。


    　あれ以来、あの男の子のことが頭の片隅にずっとあった。


    　オレは彼のようになりたかった。彼のように抵抗することまではできなかったけど、それでも負けは認めたくなかった。本当に耐えられなくなったときのために失しつ踪そう資金は用意しておいたけれど、できるだけ、クズどもの前からも逃げない自分でいたかった。はっきり言って、そんなもの自己満足でしかない。誰だれも気づいていないオレだけの戦いだと思っていたのに。


    「気づいてくれているヤツ、いたんだ」


    　途端にオレの全身から、力が抜けていく。


    　初めて、人から認めてもらえた。そう思えた瞬間、憑つき物が落ちたように、その場に崩れ落ちていくオレを、坂さか下したが両手で抱きかかえてくれた。


    　そのまま坂下はそっと座り、オレは彼女の胸に頭を埋うずめた。


    　顔を見られずにすむと思った途端、涙がどっと溢あふれてきて驚いた。


    　こんなふうに泣くのは、いつ以来だろう？


    　泣き虫で、なんの抵抗もなく人前で泣けた小学校低学年生の頃ころ以来ではないだろうか。


    　いや、違う。もう少し年をとってからも一度だけ──こんなふうに泣いたことがあった。


    　中学生のとき、自分をいじめてくるヤツらに復ふく讐しゆうした。だけど、オレが復讐をしたせいで、お母さんにまでクズたちに頭を下げさせてしまった。自分が殴られたり蹴けられたりしたことよりも、そのことが一番つらかった。


    　つらくてつらくて耐えられなくなって泣いてしまったオレを、お母さんは優しくぎゅっと抱きしめてくれた。もう中学生だったし、いつもだったら、そんなこと恥ずかしくていやがったと思う。だけど、あのときだけは、お母さんの胸で泣きじゃくってしまった。
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    「あのね。この秘密基地を聖ひじりと一緒に作ったおにいちゃん……私の弟はね、二年前に事故で死んじゃったの」


    　──え？


    　それは、聖からは一度も聞いたことがない話だった。


    「弟の真しん司じは、家族のなかでも一番にぎやかで、明るい子でね。家でも学校でもヒーローごっこばかりしてた。あの子がヒーローになると、私みたいなやつでも自然と大きな声も出せて楽しく怪人役をやれたんだ。弟が死んでからは家の中ではしゃぐ声は聞こえなくなっちゃったけどね……」


    　坂さか下したはともかく、聖については元気な姿しか知らなかったオレはその話を聞いて、意外に思う。


    「私が不登校になったときは、顔を合わせるたびに聖が、『悪いやつらになんて負けないで』なんて言ってきてさ……あの子なりに私を励まそうとしていたんだろうけど、ずっとそんなこと言われているといやになっちゃてさ」


    　そんなことを言うのはいかにも聖らしいと思ったし、それをいやがる坂下の気持ちもよく分かった。


    「いつだったか、私に聖が言ったの。『おにいちゃんだったら、きっと悪いやつにも負けなかった』って。そのとき、すごく腹が立って、『真司のことなんて知らない！　もう二度と話さないで！』って怒鳴ってしまったの。それからかな……聖は、私によそよそしくなった」


    　なんと言えばいいのか分からずに黙っているオレに、坂下は話し続ける。


    「聖は、おにいちゃんがいなくなったこと、まだ認めたくないんだと思う。ひょっとしたら、おにいちゃんじゃなくて、おねえちゃんのほうが事故に遭って死ねばよかったのにって、思っているのかも」


    「聖ちゃんは、そんな子じゃないよ」


    　泣いてずっと黙っていたけど、それだけは言っておくべきだろうと思い、オレは口を開いた。


    「……うん、そうだね。ごめん」


    　それからしばらく坂下は黙っていたが、努めて明るい声で再び話しだした。


    「きっと聖は、おにいちゃんがいなくなってから二年間ずっと一人でここに来ていたんだろうね」


    　オレは、笑え顔がおの聖にここへ案内された日のことを思い出す。


    　聖に、そんな過去があるなんて思ってもみなかった。


    　もういなくなってしまったおにいちゃんと一緒に作ったこの場所で、おにいちゃんが遺した設計図を元にヒーローになったオレのことを、聖はどんな思いで見ていたのだろうか。


    「……聖のおにいちゃんって、どんな子だったんだ？」


    　泣き顔を見られたくなかったので頭を上げずにオレが問うと、坂さか下したは少し笑って、


    「自分のペースで妹を振り回してばかりいるような子だったかな」


    　そう答えた。


    　ひょっとすると、聖ひじりはオレをおにいちゃんの代わりにしていたのではなく、自分がおにいちゃんのようになろうとしていたのかもしれない。そうなるとオレが妹かよ。


    　ふと可お笑かしくなって、オレも「あはっ」と笑ってしまう。


    「ねぇ、高たか寺でらくん、聞いて」


    　坂下は改まった声でこう言った。


    「私、今までずっと怖くて逃げていたけど、これからは高寺くんが酷ひどいことされたら、ちゃんと怒るよ。悪いヤツらからも、弱い私からも逃げずに戦う」


    



    　チンコを見られたって人間は終わらない。


    　本当に終わっているのは、人のチンコを無理やり世間に晒さらすような人間のほうだ。


    　まだ終わらずにすんでいるオレには、終わっていない人間の戦い方がある。その戦いに坂下は味方してくれると言う。


    　あぁ、こんなに弱くて情けなくてキモくなってしまったオレの前にも、ヒーローは来てくれるんだなと、坂下の心強い言葉を聞いて、オレはそう思った。


    　たまらない気持ちになって頭を上げると、見た目は何も変わっていないはずなのに今までとまったく違った印象に見える坂下の顔がこちらを見ていた。


    　涙で視界がぼやけていたせいだったのかもしれないけど、まるで、変身だと思った。


    　変身した彼女の目をしっかりと見て、オレも言う。


    　六年後の成長を妹に期待したように、姉にも何年後かにはもうちょっと痩やせて今より可愛かわいらしい女性になってくれることを期待しながらではあったが、嘘うそは決して含まれてない本音の宣言を力強く。


    「坂下がいじめられたら、オレも必ず助けに行く」


    



    　自分でも大きく出たものだと思ったが、とりあえず明日からは坂下の挨あい拶さつに「おはよう」と返すことから始めよう。


    



    
      了　

    


    


  


  
    あとがき


    



    「人々からキモいと思われれば思われるほどにパワーアップして強くなっていくヒーローが活躍する作品なんてどうでしょう？　面白くないですか!?」


    　本書『キモイマン』の最初の発想は、そんなところから始まりました。


    　人から「キモい」と思われることをパワーに変えられるのなら、ボクは仮面ライダーにだって勝てる自信はあります。しかし現実には、どれだけ他人から「キモい」と思われたって超人的なパワーは得られません。ただ傷つくだけです。本物の仮面ライダーどころか、仮面ライダーごっこをしている子供たちにすら勝てるかどうか怪しいところです。


    　ファンタジーとして嘘うそをつくのも面白いかもしれません。でも最終的には、「キモい」と言われるつらさから逃げずに戦う話にしようということになり、この小説の執筆が始まりました。


    　超人的なパワーや奇跡に頼らずに戦う男の話を書こうとすると、主人公の高たか寺でら一いち郎ろうくんはなかなか戦おうとしてくれないので大変でした。しかし、現実問題としてボク自身が悪と戦う人間の気持ちを理解することは難しいので、なるべく嘘をつかないで、ボクみたいな弱い人間でも共感できるヒーローになるようにがんばりました。


    　自分は等身大のヒーローを書いていたつもりだったのですが、担当の濱はま田ださんが書いてくださった『キモイマン』の内容紹介文を見たら「等身大以下の最弱ヒーロー参上！」と書いてありました。そうか、ボクの思う等身大って、等身大以下だったのかと少し凹へこみました。


    　考えてみれば、自分は何をやっても不器用で、上う手まくできることもほとんどないのですが、そういったところが、人から「キモい」と言われてしまう原因になっているのかもしれません。だけど、そんなボクでもいろんな人が助けてくれて、子供の頃ころからの夢もいくつかは叶っているのですから驚きです。こうやって、自分の著作を世に出すことだってできたわけですしね。


    　だから、この本を読んでいるリアルキモイマン予備軍の人たちもどうか諦あきらめずに自分なりの戦いを続けてほしいなと思います。ボクはいつだって、キモいみんなの味方だよ！


    　こんなこと言うと、他人から「キモい」なんて言われたことのない人はこの本を読んでくれないかもと、ちょっと心配……。えっと、ボクはボクの本を読んでくれる人みんなの味方なので、これからも応援よろしくお願いします。


    　最後に、この手に取りにくいタイトルの小説を、スーパーキュートなイラストで一気に手に取りたい本へと変身させてくれた荻おぎｐｏｔｅぽて様、等身大以下なボクに本気でヒーローのような熱い情熱で付き合ってくれた担当の濱田様、そして、この本に携たずさわってくださった全ての皆さまに、心からの感謝を！


    　そして、この本を読んでくれたキモい人も、キモくない人も、本当にありがとうございました！　この本を読んでくれた人は、みんなヒーローだよ！


    
      二〇一六年十二月　中なか沢ざわ 健たけし

    

  


  
    この作品はフィクションです。実在する人物、地名、団体とは一切関係ありません。

  


  
    中沢　健


    Takeshi Nakazawa


    



    作家・脚本家。友達に今度出る新刊のタイトルがキモイマンなんだと伝えたら「へぇ、自伝本を出すんだ」と言われてしまう。著作に『初恋芸人』。脚本作品に『ウルトラゾーン』『ガルーダの戦士ビマ』『燃える仏像人間』などがある。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    キモイマン


    



    ２０１７年１月27日　電子書籍版発行


    著　者　中沢　健


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　濱田廣幸


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１
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    底　本　２０１７年１月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸTAKESHI NAKAZAWA 2017　ISBN978-4-09-451653-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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